
    
      
        
      
    

  
































これはゾンビですか？３




いえ、それは爆発します
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富士見ファンタジア文庫









本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　かれこれ二十分ほど湯船に浸つかっていた。

　昼間っから風ふ呂ろに入るなんて贅ぜい沢たくな感じがするね。

　あいつらが家に来てからは、入りたいときに風呂へ入らせて貰もらえないからな。

　よし、今日は豚ぶたの角かく煮にぐらいじっくり浸かっていよう。

　こうやって風呂に入っていると、色々なことを考えてしまう。

　俺を殺した京きよ子うこのこと、そのバックにいる夜の王、奴やつらに付いていった大先生。

　そして、俺をゾンビに変えたユー。

　俺たちに迷惑がかかるという言葉を残してユーが去ってから数日経たったが、未だ状じよう況きようは変わらない。夜の王が生み出したメガロもどきは今でも頻ひん繁ぱんに現れるようだ。

　ニュースを見る限り、話題にはなっていないようなので、妖よう怪かい退治の専門家、『吸きゆう血けつ忍にん者じや』や、メガロ狩がりの専門家『魔ま装そう少女』がうまくやってくれているのだろう。

「あー、疲つかれたー」

　女の子のだらけきった声が近づいてきた。この声は──ハルナだな。魔ま法ほうの世界ヴィリエから帰ってきたのか。

　磨すりガラスの向むこうに、ハルナらしい小さな『アホ影かげ』が見える。ちなみに、アホ影とは頭のてっぺんからビヨンと伸のびたアホらしい髪かみの毛けの影を言う。

　しゅるしゅると服の擦すれる音がする。アホ影の動きから推察するに──どうやら、スカートを洗せん濯たく物もの入れに放り込んだようだ。

　ハルナには、ヴィリエで情報収集をして貰っていた。学校にいきたくないだのと散々ごねたが、たまには俺のために動いてくれと頼たのみ込んで、やっとヴィリエの学校へいってくれたんだ。情報を得られたのかどうか気になったが、俺は声を掛かけなかった。

　声を掛ければ、なんだかんだ文句を言ってくるだろう。俺が入ってることは脱だつ衣い所に着き替がえが置いてあることで想像出来るはず。なのに──

「あー、お風呂沸わかそーっと」

　ハルナは俺が入っているのに気づかず、戸を開けやがった。

　なんで開けるねん。と、思わず関西弁になってしまうほどに俺は動どう揺ようした。

　動揺するに決まってる。ゾンビだって、裸はだかを見られたら恥はずかしいんだよ！　体の中身は見られても良いけどさ。

「ひぅ」ハルナの小さく短い悲鳴。固まったまま動かない。

　とりあえずこの凍こおった空気をどうにかしようと、俺は胸元を手で隠かくす。

「き、きゃあー。ハルナさんのエッチー」

　一応お約束なので、俺は学芸会の台本を棒読みする小学生のように叫さけび声ごえを出した。

「……」

「……」

「アユムなにやってんの？」

　ハルナは大きな目を細める。脱ぬぎかけの白いブラウスが、なんとも可か愛わいらしい。

「何って言われても──風呂入ってるんだけど」

「あたしより先に入んなっていつも言ってるだろ！　出てけよなっ！」

　口を尖とがらせ、栗くり色いろのアホ毛をピコピコさせている。

　なんだその理り不ふ尽じんな物言いは。こいつ、居い候そうろうのクセして生意気な。

「お前こそ、ヴィリエに帰って風呂にでも入ってこいよっ！」

「うっさいっ！　バカっ！　帰れなんて言うなよなっ！」

　白いブラウスに水玉のパンツ一枚という格好の元気ハツラツなハルナがタオルを投げつけてきた。

「冗じよう談だんに決まってるだろうが！　おいこら！　やめ──」

「変態っ！　変態っ！　変態っ！」

　俺の問いかけを無視して、ハルナは脱ぎたてのスカートや洗せん濯たく洗せん剤ざいを投げつけてくる。普ふ通つう、投げつけるのは風ふ呂ろ場ばの方からじゃね？

「そんなことよりハルナ！　肝心の情報は？」

　ハルナは洗濯物入れを担ぎ上げたまま、むっとした表情で俺から目をそらした。

　期待はしてなかったが、やはりハルナは情報を得られなかったようだ。

「あたしは、愛と勇気だけが友達だから」

　菓か子しパン男みたいなことをもごもごと言い出した。

　こいつは自分勝手で傲ごう慢まんな性格のせいか、故郷であるヴィリエで友達がいない。いや、大先生しか友達と呼べるような人間がいない。

　そんなハルナが、誰だれかに聞いたりなんて出来る訳もないよな。

　それでも何かしらの情報が得られるかと思って使いに出したのだが……はあ、なかなか上う手まくいかないものだね。

「エルスさんとか、大先生以外の先生に聞いたりしなかったのか？」

「あいつらはダメ。現場のことなんか全然考えてないもん。あたしらが報告するのは義務だけど、あたしらに具体的な内容を報告することなんかない。ほんと、死ねばいい」

　ハルナがそういう態度だから余計に情報を回してくれないんだろうね。学校なんて組織は、なんだかんだで情報が広まり易やすいもんだが。

「仕方ないな。一つだけ訂てい正せいしときたいんだが──」

「なんだよ」

「お前の友達は愛と勇気だけじゃない。──セラやユー、俺だって、なんなら織おり戸とだってお前の友達に入るぞ」

　嬉うれしいのか嬉しくないのか、顔を真っ赤にしたハルナは複雑な表情を浮うかべる。

「友達にした覚え……ないんだけどな」

「友達なんて肩かた書がきは、するとかしないとか、作るとか作らないとかじゃないんだよ」

　そうさ。いつの間にか、知らないうちにそうなっている。それが友達なんだよ。

　俺はそれを声にしていたつもりだったが、出ていなかった。

「なんだよその怪かい奇き現象みたいなの……それに、アユムと友達なのは──ちょっと……」

　あ、ちょっとカチンと来ましたよ。

「そうかい。そろそろ、戸を閉めろ。──変態」

「んなっ！　なんだよ！　アユムのエロバッカっ！」

　それを言うならエロガッパだろ。何勝手に蔑さげすみのランクを上げてんだよ。

　ハルナはさっさと脱衣所をあとにし、俺は目の下まで湯船に浸かる。

　ふう──あがるか。

　風呂の良い気分が消し去ってしまった。全く──誰が後片付けをすると思ってるんだ。ハルナが散らかしたモノを片付けて、タオルで頭をワシワシしながら部屋へ戻もどろうとしたが、玄げん関かんで足が止まった。

　そこには、チェーンソウが立てかけてある。

　これは魔装少女に変身するために必要なハルナの魔装錬れん器きだ。

　見る人が見れば、靴くつベラに見え────ないな。

　そして、傘かさ立たてには日本刀が二本刺ささってる。

　見る人が見れば、傘に見え────ねえな。

　鞘さやすらなく、包丁のように剝むき出だしの刃やいば。この二本はハルナの担任教師、恐おそろしく強い大先生の魔装錬器だ。大先生は無事だろうか？　あの人がそうそう殺されるとは思わないが、魔装錬器無しでは──はあ。

　この日本刀ぐらいはハルナがもっと大事にするかなと思ったら、この始末。魔ま除よけになりそうだし、まあいいけど、大先生が見たらショックだろうね。

　しみじみしながら眺ながめていると、玄関の戸が開いた。

　世界が嫉しつ妬とする黒くろ髪かみをポニーテールにした女性が飛び込んできたんだ。

「セラ？」

　俺は倒たおれ込むように入ってきたセラを抱だきとめる。いつもなら害虫でも服に付いたかのようにはねのけてくるんだが、今日はそんなこともなかった。

　──出来なかったのだ。

　風呂から上がったばかりの俺の手には血がべっとりと付いていた。

　セラの体からドクドクと血があふれ出ている。それは一いつ箇か所しよだけではない。ぜい肉のない腹、細い肩かた、谷間を作る整った胸。どこも血で赤く染まっている。

　ただの人間なら即そく死しだろう。彼女は吸血忍者だから、この致ち命めい傷しようでもそうそう死んだりはしないようだが、それでもさすがにこの出血はマズイんじゃないか？

「ハルナっ！」俺はお隣となりさんに怒おこられるんじゃないかと心配になるほどの大きな声でハルナを呼ぶ。

　二階にいたハルナは俺に呼ばれたことがイヤなのか、ひょこっと顔だけこちらに出し、

「なんだよ～、変態」なんて悪態を吐ついたあと、目を大きく見開いてセラを確認すると、転がり落ちるように階段を降りた。

「アユム！　あんた何やってんだよ！　応急手当しろよなっ！」

「あ、ああ……」そう言われも、応急手当なんてよくわかんねえよ。俺はゾンビだから、いつも傷はそのままだし。いや、言い訳なんでどうでもいい。とにかく止血だ。

　え～、あー、えー。どうすりゃ良いんだっけ？　くそっ！　学校は応急手当の授業を取とり入れるべきだと思う。なにをすれば良いのか全くわからん。

「セラ──」

「ああ！　もう！　どけよなっ！」

　俺の体を押しのけたハルナが、セラを応急手当する。

「ダメだ！　なんだよこれっ！　全然血がとまんない！」

　Ｔシャツを血だらけにして必死に止血するハルナを、俺は見てるしかなかった。

「血が……足りません」

「ハルナ、わけてやってくれ」

　吸血忍者はその名の通り、人の生き血をすする。そうすれば、ゾンビのように傷も癒いやせるんだ。だが、ハルナはイヤな顔を見せる。

「え？　またあれ──すんのか？」

「頼む。それが一番の手なんだ」

「……それしか……ないんだったら……」

　仕方がない。と口にしようとしたハルナの唇くちびるに、セラの唇が重ねられる。

　状況が緊きん迫ぱくしてなければ「あらあら良いですねー」と呟つぶやいてしまいそうだが、これにはちゃんと訳があるので、俺はふざけたことは言わず、ただ無言でそれを眺めていた。

　驚おどろくハルナの首筋に、セラが歯を立てる。

「んあっ！」

　頰ほおを赤く染めたハルナが声を上げた。

「ちょっ……や……だっ、んぁっ」

　セラの肩をつかんで引きはがそうとするが、その手に力はない。

「やっぱ……や……ちょっ……た、助けろーっ」

　ハルナがとろんとした目のまま俺の服をつかむ。血を分けると決心したが、やっぱりイヤなようだ。

「ハルナ。頼む──吸わせてやれ」

「ぐぬっ──しゃ、しゃーなし……だから……な」

　セラの魅み力りよく的な唇の端はしから赤い血が滴したたり落ちる。よほど喉のどが渇かわいていたのだろう。

　何秒間そうしていただろうか。ハルナがへなへなになって崩くずれるように倒れ、口元をぬぐった赤い目のセラは、すっくと立ち上がる。

「ありがとうございます。おかげで、一命を取り留めました」

　さっきまでの瀕ひん死しの姿はなんだったんだ？　さすが吸血忍にん者じやだ。血を吸うだけでここまで元気になれるのか。

「二度と……やんなよな……」

　ハルナは肩を大きく動かして呼吸しながらセラを見上げていた。

「すみません」

「ハルナ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「う、うん。ちょっと貧血なだけ」

　ハルナは耳まで真っ赤にして、首を押さえている。

「で、セラ。何があったんだ？　お前がそこまでやられるなんて──まさか、京子か？」

「いえ、……この傷は……」

　赤く染まるシャツを握にぎりしめたセラは、いつもは見せない寂さびしげな顔を見せる。

「──着き替がえてきます」

　そそくさと立ち上がるセラに、俺は惚ぼけた顔のまま風呂場を指さした。

「風ふ呂ろ……沸わいてるけど？」

　早く血を洗い流して貰もらおう。血だらけになっている女の子を見るのは、趣しゆ味みじゃないからな。俺はゾンビであって、吸きゆう血けつ鬼きじゃないのだから。

「そうですか。では入らせて頂きます」

　何事もなかったよう凛り々りしい声。少し引きずるような足取りで風呂場へ向かう。

　セラには、メガロもどきの動向を探って貰っていた。

　京子を探すには、京子の生み出したメガロもどきを探すことが一番近いと思ったからだ。

　メガロを見つけても戦わないように言っておいたんだが──無理したんだろうな。

　ハルナは二階にある自分の部屋へ戻ってしまったようだ。俺は一度キッチンへ向かい、冷蔵庫から麦茶を取り出すと、湯飲みを二つ持って居間へ。テレビを見ながらセラを待っていた。

　三十分ほど時間が経ち、風呂から上がってきたポニーテールじゃないセラへ、お茶の入った湯飲みを渡わたす。

「で、何があったんだ？」

「湯船に浸つかりながら、私はどうやって噓うそを吐つこうかと必死に考えてました。ですが、やはり私には噓の吐き方がわからないので、真実を伝えます」

　やけにイヤな予感をさせる前振りをしたあと、セラは真しん剣けんな表情で言った。

「私を襲おそったのは、私と同じ保守派の吸血忍者。──私は、吸血忍者から……仲間から攻こう撃げきを受けたのです」

「なぜ？」俺はその一言しか返せなかった。吸血忍者という種族は、つくづく俺の理解の範はん疇ちゆうを超こえる行動をしやがるな。

「私が、任務を放ほう棄きしたからです」

「ユーを殺せって言われたあれか？」

　セラはユーを殺す任務を受けていた。それを破は棄きしたからって、命まで狙ねらわれるのか？

「吸血忍者にとって、任務は何よりも優先されます。それを放棄するような人間は、私でも殺したいと思います」

「……お前、それが分かってて、なんで報告したんだよ？」

「どういうことです？」

「黙だまってりゃ良かったじゃねえか。放棄するなんて言わなければ、命を狙われることもなかったんだろう？　任務は受けておいて実行しなけりゃいいじゃねえか」

「……ええ」

「……だろ？」

「その発想はありませんでしたね」

　あー、こいつは噓が吐けないだけじゃなく、真実を隠かくすことも出来ないのか。

「そこがお前の良いところなんだけどな」

「とにかく。私はもう吸血忍者としての行動が出来ません。申し訳ございませんでした」

　セラは頭を下げた。下から上うわ目め遣づかいに見つめてくるその表情は、綺き麗れいというよりは可愛いといった表現が似合う。

「いや、仕方ないさ」

「話は変わりますが──」

　キリっとしたヒスイの瞳ひとみが俺を見み据すえていた。セラは麦茶で少し喉を潤うるおす。

「ん？」

「ヘルサイズ殿どのが我々の下もとを去ったのは、何が原因だと考えますか？」

　去った理由？　ユーは感情を動かすだけで周りの人間によくないことが起こる。だからいつも無表情だし、そのせいで俺たちに悪い影えい響きようが起きないようにって出て行ったんだろ？　セラだって、ユーが優しい女の子だってことは知ってるはずだ。自分の能力で人が傷つくのを恐れていたことも。それでもこんな話を切り出したってことはつまり──

「もしかしてお前は、俺たちに原因があると考えてるのか？」

「ええ、ヘルサイズ殿が去ったのは──我々にも問題があるのではないでしょうか。しかし、それが何かは私には分かりかねます。だから、意見をお聞きしているのですよ」

「そんなこと──俺にもわかんねえよ」

　だが──確かに、あるかも知れない。ユーが去った理由。──いや、ユーが俺たちと一いつ緒しよに居られないと確信したものが。

　そんなもん、ユーにしかわかんねえよ。──くそっ。

「ところで、湯加減は大丈夫だったか？　俺、結構長く入ってたからな。少し湯の温度が下がってたかも」

「……まさか、歩の浸かった湯に入らされたのですか？」

　さっきとは打って変わって、エベレストから見下ろすような視線。その表情は、綺麗というより──まあ、鬼おにのようだ。

　……俺はなんで、こうなるのが分かってて報告したんだろうね。



















「──俺たちは、トレジャーハンターの心を持っているんだよっ！」

　織おり戸とのメガネが光った。握りしめた拳こぶしは殴なぐるためのものではない。熱くたぎる思いを握りしめているのだ。

　いつもならば無視する俺も、今回ばかりは神しん妙みような面持ちで頷うなずき、賛同する。

「わかる。宝物を発見して、胸が熱くならない男はいないからな」

「だが、決してトレジャーハンターになってはいけない！」

「ああ、そうだ。盗ぬすみは犯罪になっちまうからな」

「ういーっす相あい川かわ～っ！　何の話してんだ？」

　そこに、頭の後ろで手を組んだショートカットの少女が現れた。口元がいつも笑っているように見える、活発で元気な少年のような女の子だ。両手を腰こしに当てて、仁王立ちしていた。興きよう味み津しん々しんと言った感じに、「ん？　ん？」と大きな目をさらに大きくさせて俺と織戸の顔を交こう互ごに見合わせる。

「トモノリ、お前も男だ。綺麗なものを見ると心が躍おどるよな？」

　上じよう機き嫌げんな様子の織戸がツンツン頭をいじりながら、さっそく友トモ紀ノリにも話題を振ふる。

「んー、まあ。オレは『オ・ン・ナ』──だけど、心は躍るぜ」

「織戸、こいつに共感を求めるのは無理だろ？」

　という俺の言葉に、友紀は表情を曇くもらせた。

「そんな言い方すんなよ～。寂さびしいじゃねえか。オレも話に加えろよ～」

　友紀は俺の肩かたをつかんで、豪ごう快かいに俺の上半身をシェイクさせる。全く──理解は得られないだろうが、俺はため息を吐つくような気け怠だるい声で話を進める。

「じゃあ、トモノリ。偶ぐう然ぜん発見した宝と、自分の手で発はつ掘くつした宝。どっちが興奮する？」

「え？　んー、オレは──偶然発見した方、かな。探そうとしてなかったものがいきなり見つかると『うお！』ってなるし」

「お？　意外だな」

　俺は素直に感心した。普ふ通つうなら発掘した宝の方が評価が高いと思ってたからだ。

「な？　相川。やっぱりこいつは、俺たちと同類なんだよ」

「そうみたいだな。トモノリ、お前を甘く見ていたよ」

　俺は織戸と一緒に腕うでを組み、うんうんと頷いた。友紀は頭に手を置いて笑顔を見せる。

「いやあ、そこまで褒ほめられるとなんか──」

「織戸よ。これで、パンチラやポロリは偶然起こるからこそ夢があるんだ。という俺たちの説は、より強固なものとなったな」

「──へ？」

「そうですな。まさか女のトモノリがパンチラの崇すう高こうさに共感してくれるなんて思わなかったよ。こいつ、やっぱり男なんじゃねぇか？」

「……は？」

　俺たちは笑い合う。俺と織戸は、この夏空のようにすがすがしい笑顔で、トモノリは砂さ漠ばくのように乾かわいた笑いで。

「お、お前ら……とてつもないほどに変態だなー」

「おいトモノリ、お前は何を言ってるんだ？」

「そうだ。本物の変態を知らない奴やつの発言だ」

「あーもう！　お前ら何の話してんだよっ！　もっと健全な話題を──健全な──」

　友紀は短い髪かみをワシワシとかき回し、別の話題を模も索さくする。

「いや、だからパンツを見たくない男なんていないって話を、今してたんだろうが」

　わかっちゃいないなー。と手のひらを上に向けた織戸は、やれやれと首を振る。

「そうだな。至って健全な話題だ」

　俺は腕を組んで、うんうんと頷いた。

「──そんなに見たいん？」

　友紀は据すわった目で腰に手を当てた。どうやら、別の話題に振るのはあきらめたようだ。

「ああ、見たいね」

「もちろん見たいね」

「──じゃあ、見せてやろうか？」

　ニヤリと友紀が不敵に笑い、スカートを摘つまみ、見せつけるように少し引っ張る。

「いや、別にいい」

「へ？」

　俺の返答が早かったのが、とても不思議だったようだ。ほんとに分かっちゃいないな。恥はじらいもなく見せられるパンツになんの楽しみがある？　つい見えてしまい、恥じらう女の子の可愛らしさがダイヤよりも輝かがやくんじゃないか。

　俺たちは、そこまで餓うえてない。

　よし、この件は三十分かけて講義してやろう。

「お前は何を聞いてたんだ？　俺たちは偶ぐう発はつ的なモノにこそ夢があるって話を──」

　──織戸、お前もそう思うだろ？　俺は友紀にパンチラの力がどれだけの威い力りよくを持っているのかという話を振りながら、ちらりと織戸に目を向ける。

「トモノリ様！　是ぜ非ひこの卑いやしいワタクシめに慈じ悲ひを！」

　……織戸お前、そこまで。メガネの奥にある瞳ひとみはチワワのように潤うるおい、コアラのように友紀の腕へしがみつこうとした。

「ちょぇい！　こら！　……じょ、冗じよう談だんに決まってるだろ！　誰が見せるかよ！　うわああ！　つ、つかむなーっ！」

「男に二言はないというあの言葉は噓うそだったのか！」

「男じゃねえし、そんな台せ詞りふ言ったこともねーよーっ！」

「いいから見せろよほら！」

　織戸は友紀のスカートを摘み上げた。

「見てどうするんだよっ！」

「宝石と同じだ！　目に焼き付けたり、身につけたり──」

「身につけんな────っ！」

　そのとき放った友紀のパンチは、コークスクリューブローだった。織戸の角つのの如ごときツンツン頭の上から、百ひや会くえと呼ばれる脳天のツボを押すように、振り下ろされた。

　よく見れば、中指の関節部分を突つき出だした拳の握にぎり方。あれは──鉄てつ菱びしかっ！

　織戸は机の上に倒たおれ、テンカウントしても起き上がる気配を見せなかった。

　さすが友紀さんだ！　人間にも容よう赦しやないぜ！　汚きたないな、流さす石が忍にん者じやきたない！

「人間ってのは欲よく深ふかい生き物だ。必要以上を求めてしまう、浅ましくて寂しい動物──」

　俺は強引に締しめへ入った。なぜならば、織戸がボコボコにされた以外に、もう特筆することがないからだ。

　さて、いい加減昼飯にするか。







　学校が終わって放課後になったのだが、窓の外にいる夏の太陽はマリオ３に出てくる太陽ぐらいしつこくて、なかなか日が落ちない。俺が動き回れるようになるまでは時間が掛かりそうだ。

　最近は昼まで学校、夜はユーやメガロもどきを探し回るという生活を繰くり返かえしている。

　だが、手がかりは何一つつかめないどころか、メガロ一いつ匹ぴき見つからない。セラの件が災いしているのか、学校にいる吸血忍者からも情報を貰もらえない。

　はあ、やっぱりユーは冥めい界かいに帰っちまったのかなー。どこにいても、会いにいってやるという気持ちはあるが──方法がないんだ。

　いつしか──「もうあきらめろ」と心の中で呟つぶやき出す俺がいる。それは、昔からずっと俺の心にいる奴さ。その横で、「なにか方法があるはずだ」と叫さけぶ俺がいる。こいつは、最近心に住みだした奴だ。ずっと胸がむずむずしている。──気分が悪いね。

　太陽が落ちるまでの長期戦に備そなえるため、コンビニへ織戸をパシらせ、鮭さけおにぎりを買ってきて貰い、俺たちはおにぎりを頰ほお張ばりながら世間話に花はなを咲さかせていた。

　俺の席を囲むように、前の席に織戸が座り、横から椅い子すを持ってきてトモノリが座る。

　もうすっかりこんな光景が当たり前になっていた。

　織戸がトイレへいってしまい、会話が途と絶だえたとき、やけに友紀がそわそわし出した。

「お前もトイレか？」

「ち、ちげえよ！　アホっ！」友紀は一度拳を振り上げる。だが、すぐにその手を下ろして、カバンから何かを取り出した。

「──相川……これを」

「ん？　チケット？」

「い、一いつ緒しよに……プラネタリウムでもどうかなって」

「プラネタリウム？　前売り券なんかあるのか？」

「頑がん張ばって入手したんだぜ」

　ぐっと親指を立てる友紀が、俺の目には少し可愛く映った。なんというか、いつものサバサバした感じよりも、乙おと女めな表情を見せていた。

　こいつ、こんなロマンチックなものが好きなのか。

「宇宙ってな！　すっげーんだぜっ！」

　祈いのるように指を絡からめ、星のように煌きらめく瞳を窓の外へ向ける。まるで恋こいする少年のような少女の瞳。

　まあ、凄すごいとは思うが──遊びにいくなら他にも良いところがあるだろ？

　チケットは二枚。ハルナやセラは誘さそえないか。

　そこへ、織戸がトイレから帰ってきたので、トモノリがプラネタリウムの良さをもう一度説明しようとした。

「お？　なんだそれ？　中日巨きよ人じん戦かっ！」

　そのときの友紀の顔を、俺はどう表現すればいいのか困っていた。複雑な様子だけが見て取れる。

　俺の手からチケットを奪うばい取る織戸。

「ぷらねたりうむ？　お前、そんなのが好きなのか？　陸上部のくせに」

　バカにしたような表情を見せると、友紀の表情が修しゆ羅らに変わる。よく友紀のチケットだとわかったな。まあ、俺がそういうところへいかないことは知ってるだろうしな。

「宇宙ってなっ！　すんげーのっ！」

　両手を突き上げ、友紀は大きな声で叫ぶが、織戸は友紀を無視してチケットをぴらぴらさせる。友紀は必死にチケットを取り返そうとするが身長に差があるため、ピョンピョンと跳はねることしか出来ない。

「相川ー、俺といこうぜっ！」

「お前といくくらいなら一人でいく」

　俺は織戸からチケットを取り返し、友紀に返した。

「一緒にいこうぜー。な？　一っ生～のお願い！」

　友紀が手を合わせて懇こん願がんする。こんな姿を見せられたら断りにくい。なんでこんなに必死なんだろうね。

　織戸も同じことを考えていたのか、首を傾かしげてツンツン頭をいじりながら、

「おいトモノリ、なんでそんなに必死なんだ？」

　友紀は俺から目をそらす。拝むように合わせた手で、そのまま指をパーに開いたり指先だけを合わせたり、そわそわしている。

「だってさ。もうすぐ夏休みだし──」

　あんまり口を開かずにごもごもと呟く。なんだこの可愛い反応は。

「じゃあ、夏休みになってからで良いじゃねえかよ。お前バカじゃね？」

　織戸は肩かたをすくめ、鼻で笑い飛ばした。

「それが──追試の総合点が……期末を下回りまして」

　てへっ。やっちゃった。とでも言わんばかりの開きなおりだった。普通、再テストしたら点数上がるだろ。

「点数どんくらいだったんだ？」

　どんだけ悪いのか気になって聞いてみると、

「全教科…………マイナス２点」

「「マイナスってなにっ！」」

　織戸と俺の声が重なった。百ひやつ歩ぽ譲ゆずって、数あるテストの内一つがマイナスなのは許す。だが、全教科でマイナス取るのは相当の努力が必要だぞ！

「いやはや、名前欄らんについつい『メイル・シュトローム』って書いちゃって」

　吸血忍者としての名前か。本名だから仕方な──くねえよ！　気付けよ！

「欧おう米べいかっ！」

　織戸がぺしっと友紀の頭を叩たたく。

「と、とにかく！　オレには夏休みがないんだよぉ！　だから、相川に会えなくなるし」

「トモノリ、じゃあ俺を誘えよ！　なぜに！　なぜに相川なんだよ！」

「だってオレ、相川のヨ「わかったよトモノリ、明あ日したにでもいこうか」」

　俺は咄とつ嗟さに言葉を重ねた。こいつ、また『嫁よめ』だとかなんとか言おうとしたな？　もうてっきり友達の感覚だと思ってたが、やっぱり肩かた書がきはそのままなんだ。

「ほんとに！　いってくれんのか！　やっぱ相川って良い奴だよな～。プラネタリウム、誰だれも一緒にいってくれなかったんだよ」

　まあ、気晴らしにもなるしな。この胸の中にもやもやと渦うず巻まいているモノをどうにか出来るなら──

「トモノリ！　だから俺を誘えよ！　なして！　なして相川なんだよ！」

　メガネの奥に滝たきのような涙なみだを流し、織戸が友紀へ手を差さし伸のべる。

「織戸はまあ、正直二人きりで歩きたくない」

　差し伸べられた手を払はらい落とした友紀は口を少し尖とがらせて、織戸から顔を背けた。

「あ、普ふ通つうに傷ついた」

　ＦＦ４のブレイクぐらい石化した織戸。さすがに可か哀わい想そうに思ったのか、友紀は顔を戻もどした。俺もさすがに可哀想だと思う。

「だってお前、やけに腰こしに手を回してくるって噂うわさが」

　はい。弁解の余地、無し──と。

「いや、回すだろ！　デートならお触さわりも望むところだろ？」

「だからヤなんだよ！　そういうキモい理論の奴やつと一緒に歩くのがヤなの！」

「え？　キモい？　本気と書いてマジで？」

　織戸が「そんなことないよね？」とでも言いたげにチワワのような目を俺に向ける。

「まずお前がデートしていたことに殺意が沸わきたっているので、同情は出来ん」

「それがさ、遠足んときに作ったカレーの買い出しにいったときの話なんだぜ？」

「じゃあ、織戸。お前の負けだ」

「え？　あれって俺に気があった訳じゃないの？　あれ？」

「日本に銃じゆう刀とう法ほうがあってよかったよ」

「世が世なら切腹だよなー」

「あれ？　え？　あれ？　…………マジで？」

　俺と友紀は、同じタイミングで、それはもう患かん者じやに死の宣告を言い渡わたす医師の如く、深刻そうにゆっくりと頷うなずいた。







　次の日、今日の体育は選せん択たく制だった。ウチの学校は生徒の意見を良く聞いてくれて、度々こういう有り難い制度を取り入れてくれる。

　プールか、体育館でバスケか。当然俺は後者を選んだ。織戸がとてつもなくイヤな顔を見せたが、だったらプールを選べば良いのに、何な故ぜか俺と同じ選択をしやがる。

　当然ながら過か半はん数すうを超こえる生徒たちがプールを選択した訳だが、そのおかげで、この広々とした体育館を好き放題使える訳だ。

　ふっふっふ。やっとゾンビの運動能力をお見せする時が来たな。

「あーいかわ！」友紀が俺の名を呼んだ。

「チーム分けはどうなるんだ？　男女別にするほどの人数でもないな」

「適当でいいんじゃね？」

　織戸がストレッチしている女子を眺ながめていた。とりあえず全員が中央に集まり、公平にグッパで決めることになった。

「やったぜ！　オレ相川と一緒だっ！」

　敵将を討ち取った戦国武将ぐらいに張り切る友紀と、同じチームになってしまった。他に知っている人物は──

　結んだ髪かみを胸の前に垂らした、お下さげ髪がみのおとなしい少女。薄はつ幸こうの美少女という設定で童話のヒロインになりそうな、綺き麗れいな女子だ。

　彼女は、平ひら松まつ妙たえ子こ。俺と同じクラスで、学年トップクラスの成績を持ち、百人一首大会で優勝したこともある優等生だ。織戸に以前レクチャーを受けたことがある。

「がっはっはっ！」織戸の下品な笑いが体育館に反はん響きようする。「こりゃ勝ったなっ！」

　織戸のチームを見てみると──うおっ！　なんかすげー背の高い人が居るぞ。あんなの卑ひ怯きよう過ぎるだろ！　イギリスの王子みたいな綺麗な顔をしている、青い目の男。

「すごいな、あんな奴居たのか」

「相川くん……今まで……アンダーソンくんを……知らなかったの？」

　平松がそっと囁ささやくように応えてくれた。友紀はいつの間にかボールを取りにいっている。

「アンダーソンっていうのか？」

「……本当は……下しも村むらくんなんだけど……どう見ても外国人だから……」

　あー、下村の『下』をもじって『アンダー』で村を『ソン』と読んだ訳ね。

　って、あれ外国人じゃないのか？　どう見ても顔つきとか日本人離ばなれしてるだろっ！

「あんだけイケメンならモテるんだろうな」

　ちょっと話をしてみたい。

　そう思っていた自分自身に、俺は驚おどろいていた。学校にどんな奴が居て、どんなことが起こったのかなんてことは、織戸から散々聞かされている。でも、それがどうした？　俺になんの関係があるんだ？　と興味を抱いだくことなんか一度もなかったんだ。

　ほんと、ユーと出会ってから、俺は変わったんだな。

　全部、あいつのおかげだ。

「うん……すごく……人気あるよ……ごめんね」

「ん？　何がだ？」

「私……運動オンチだし……足……引っ張ると思うから……私のせいで負けたら……」

「体育なんて運動が目的なんだし、勝ち負けより楽しむことを考えようぜ」

「……うん。ありがとう……相川くん」

「よーし！　相川勝負だ！　まあ、勝ち目はないけどなっ！　こっちにはアンダーソンと三み原はら。バスケ部員が二人もいるんだし！」

　織戸は俺と平松の空気を台無しにした。──空気の読めない男だな。

　友紀がボールを持ってきて、センターサークルへ。

　織戸がリーダーのつもりなのか、バスケ部二人が自じ粛しゆくしたのか、ジャンプボールには織戸が来ていた。ならば、俺がいくしかなかろう。

「じゃ──いくぜっ！」

　友紀がボールを放り投げ、俺と織戸はジャンプを──こいつ！　足あし踏ふみやがった！

　敵てき陣じんに跳ねたボールを敵の女子が取とる。

「いっくよーん」自信に満ちあふれた笑み。茶ちや髪ぱつの髪をアップにまとめた女の子だった。そこそこ背が高く、少し大人びた雰ふん囲い気きを持つ女子。ドリブルをつくその仕草だけで、俺はこいつがバスケ部だと気づく。

「三原はヤバい！　マーク付けっ！　早くっ！」

　俺のチームの男子が叫さけび、自らマークに付くが、友紀が大きな声で言う。

「かなみには二人付いた方が良いって！」

　その指し摘てきは少し遅おそかった。右から左へ一度切り返すだけで、簡単にディフェンスを抜ぬいてしまう。慌あわててフォローに入ったもう一人も、すんなりとかわされた。

　あの子、名前は三原かなみと言うのか。友紀のクラスにも、そこそこ可愛い子がいるんだな──って、なんか俺、織戸みたいになってきたな。

　友紀がマークに付くや、ボールに向かって手を伸ばす。うりゃうりゃと強引にボールを奪うばうつもりで手をばたばたさせるが、三原は笑顔でさばいていた。

　そして、ぽーんとボールが放られて、アンダーソン君に渡る。

　あ、しまった。織戸なんかマークしてる意味ないわ。

　結局、簡単にダンクを決められてしまった。おおー。ぱちぱちと拍はく手しゆが沸き起こる。

「相川走れーっ！」

　友紀の声で、俺は全力で敵ゴールへと走る。友紀の考えていることは、恐おそらく超ちようロングパスだ。誰もが一度はするよな？

　三原たちも遊び半分でやっていたせいか、俺へのパスが通る。あとはレイアップでちょいっと点を返してしまおう。

　ふわりと宙を飛び、指先からボールが離はなれるその瞬しゆん間かん──

「甘いぞ相川っ！」

　織戸のディフェンスは──バスケではなかった。

「ぐへっ」醜みにくい悲鳴を上げた俺は、肩からぶつかるようなボンバータックルを受けて体育館の壁かべに激げき突とつする。──ファールお構いなしか！

　ふふふ──良いだろう！　やってやろうじゃねえか！

　そこでバスケは終わった。そこから行われていたのは──刃ば巣す血けつ吐と暴ぼう流る。反則関係なしのじゃれ合いだった。

　友紀はシュートの際に三原にこちょこちょされ、俺は織戸にボールを投げつけ、他の男子もドッジボールの感覚だ。

　まともだと思っていたアンダーソン君は織戸にボールをパスし、織戸がレイアップシュートにいった瞬間、バレーボールかというぐらいのブロックでボールを弾はじく。そんなアンダーソン君のズボンをずらす織戸。

　遠くで見ていたスポーツが苦手な平松たちは、ずっとその光景を見て笑っていた。

　唯ゆい一いつちゃんとバスケをしていたのは、バスケ部の三原だった。

　ボールを足の下に通して、楽しそうにドリブルをする三原の前に、俺が立ちふさがる。

　こいつの稲いな妻ずまのようなドライブだけは阻そ止ししないとな。ボールを持つ手から進路を見極め、腰を落とす。

「相川──いいディフェンスじゃん。経験者？」

「体育でちょっとやった程度だけど」

「もしこの一本止められたら、ユキちゃんの旦だん那なとして認めてあげよう」

「なんだそれ。俺は別に認めて欲しくなんかないけどな」

「ふーん。あ、ユキちゃんが織戸にセクハラされてる」

　ちらりとほんの一いつ瞬しゆん、顔を横にした瞬間──

「えい」シュートは放たれていた。イヤなフェイントしやがって。

　そのとき、俺は一つ過ちを犯した。──馬ば鹿か馬ば鹿かしいファール合戦でテンションが上がっていたせいなのか、負けたくないなんて欲よくが出てしまったのか、三原の言葉に何かを感じてしまったのか、それは全くわからない。

　ただ、俺はボールを追いかけて一メートルほどジャンプしていた。

　──ゾンビパワーを、ちょっとだけ出してしまったのだ。

　ボールをつかみ、着地する。一メートルぐらいなら、気づかれていないか？　とドキドキしていたら、その場にいる人間たちはみんな石のように固まっていた。

　──マズいかも。

「あ、相川……」ワナワナと震ふるえる手で、三原が指さす。とても怯おびえた表情だ。どうやら俺が人並み外れた能力を──

　がしっ。──ん？　なんだこの異様に長い手は──どうして俺を羽は交がい締じめにしているんだ？　そう、三原が指していたのは、目をぎんぎんに光らせたアンダーソン君だった。

「相川！　是ぜ非ひ我がバスケ部へっ！」

　アンダーソン君が鼻息を出しながら俺を抱だきしめていた。

「いや、今のジャンプはバレーボールで生かすためのものだっ！」

　同じチームの男子が興奮していた。

「いやいや、我がパンチラ研究会へっ！」

　え？　ウチの学校にはそんなに興味深い研究会があったの？

「おい、お前ら、一つ忘れてないかい？」

　壁に手をついた織戸が、汗あせをきらりと飛ばし、ツンツン頭をいじりながら言った。

「──相川は、すぐ倒たおれる」

　そう言えばそうだったと言わんばかりに、肩かたを落として落らく胆たんする勧かん誘ゆう者たち。

「天は、二物を与あたえないのか」

　アンダーソン君は泣いていた。いいから手を離せよ。

「アンダーソンが一番知ってるだろ？」

　ん？　どういうことだ？　織戸が前まえ髪がみを搔かき上げながらこちらへやってくる。

「あー、相川は当事者だからわかんないよな。いつも保健室に連れて行くのはアンダーソンなんだ。ほら、一番体デカいし」

「ああー」と俺は感心してから、「いつもお世話になってます」と頭を下げる。

「困ったときは、お互たがい様さまだ」

　にかっと白い歯を見せるアンダーソン君。ああ、こいつ──めちゃくちゃ良い奴やつだ。

　こうして、俺は久しぶりに体育という授業を満まん喫きつした。

　友紀と二人仲良くボールを片付けに、倉庫へ向かってる途と中ちゆう。

「そうだ相川。明あ日した調理実習があるの、知ってるか？」

「へえ、知らなかった」

「やっぱりなー。どうせまた寝ねてただろ。なんか明日、料理人を先生に招いての調理実習があるみたいでさ。オレ、相川と同じ班にして貰もらったからよろしくっ！」

「クラス合同でやるのか？」

「おう。明日は四時間目の体育が家庭科に変わるんだ。だから、今日が最後の体育だぜ」

　なるほど。友紀とは隣となりのクラスで、体育は合同でやることになっている。それが家庭科に変わっていたのか。──俺が寝ている間に、そんな計画が進められていたとは。

「でさ。オレ、味み噌そ汁しるにジャガイモ入れる主義なんだよ。なんで、相川はジャガイモ担当な。ジャガイモ忘れずにー」

「へいへい。他には、誰だれがウチのメンバーなんだ？」

　友紀は頭の悪い子供のように指折り数えながら記き憶おくを手た繰ぐる。

「えーっと──織戸と相川とオレと、かなみに平松──あとアンダーソン」

　あいつらか。まあ──なんだろう。俺は学校生活でこんな気持ちになったことはない。

　──調理実習も楽しみだな。と、なぜかそう思った。







　俺は学校が終わってすぐに帰宅した。というより、友紀に無理矢理家まで引きずられたんだ。太陽光でくらくらする頭を押さえながら玄げん関かんの戸を開ける。あいつ、わざわざ日ひ向なたを選んでいくことないだろうに。──くそ。

「おや？　今日はお早いですね」

　居間からひょっこりとセラが顔を見せた。

「ああ、友紀に送ってもらった。今日ぐらいの陽気なら気絶するほどじゃないしな」

「相変わらず──仲がいいですね」

　暗い表情。セラと友紀は敵対する組織の人間だ。ちょっとは嫉しつ妬とをしてくれてるのかな。

「で、これからちょっとプラネタリウムへいってくるわ」

「プラネタリウム？　ヘルサイズ殿どのが見つかったのですか？」

「いや、……まあ、友紀と遊びに──」

「……そう、ですか。ま、息いき抜ぬきも必要かも知れませんね。慌てて探し回るより、効果があることも──あるでしょうし」

　どこか怒おこった様子の声だった。「そんなことしてる場合じゃない」ってはっきり言ってくれた方が気が楽だよ。

　俺は頭を押さえたまま階段を上がり、着き替がえをすます。

　約束の時間までは少しあるが、家に居てもやることはないし、早めにいっておくかな。

　部屋を出ると、ハルナとばったり会ってしまった。ハルナは大きめのＴシャツに水玉のパンツだけという格好で、アイスを頰ほお張ばっていた。

「ほえ？　アユム居たんだ。どっかいくの？」

「ああ、ちょっとデートにな」

「デ！　デ！　でーん！」

　なんだよそのサスペンス劇場みたいな効果音は。

「ば！　バカアユム！　あたしはいかないからなっ！　あたしとデートしたい気持ちはわかるけど──ま、まだ」

「いや、お前とじゃねえから」

「んなっ！」

　動く石像のポーズで固まったハルナの横を通過して、俺は階段を降りた。







　駅前で待ち合わせ。約束の時間まで十五分ほどあるはずなんだが、すでに友紀は俺を待っていた。俺の姿を確認すると、手を振ふりながら駆かけ寄よってくる。

「相川おせえよ～」

「いや、指定時間より早いけど」

　私服の友紀なんか見たのは何度目だろうか。

　てっきりＴシャツにジーパンみたいな適当な格好をすると思っていたが、細くて健康的な足を覆おおうのはショートパンツ。制服の時よりも二割増し大きく見える胸を包むのは白のシャツと黒のベスト。靴くつはスニーカーではなく、ブーツだ。

「はい切きつ符ぷ。ほら、早くいこうぜー」

　友紀は俺の手を取り、改札口まで飛とび跳はねるように走る。

　十七時までにいかないと駄だ目めなそうで、急いでいるようだった。

　電車に乗っている間、友紀は常に笑顔で、鼻歌すら聞こえてきそうだ。こうしてると、まるで少年みたいだな。

　このまま電車に揺ゆられていてもいいんだが、せっかく二人きりだし、吸血忍にん者じやの情報を聞き出そうと思ったが、なにも出てこない。友紀にしか聞けないこと。友紀に聞いておかなければならないこと。──何があったかな。

　ん？　友紀と言えば──

「気になってたんだが──なんで、吉よし田だ友ゆ紀きって名前にしたんだ？」

「んー」少し考えた素そ振ぶりを見せたあと「そうそう」と切り出す。どうやら、忘れていたようだ。

「なんつうか『吉よし』から始まると女の子な感じがするだろ？　女の子らしい名前にしたかったんだよ」

「メイルだって女っぽいだろ」

　そういうと、友紀の表情がこわばった。

「オレも、つけて貰ったときは、なんか良い名前だって喜んだよ」

「つけて貰ったときに喜んだって──普ふ通つう、生まれる前か、生まれた瞬しゆん間かんにつけるだろ」

「オレたち吸血忍者は、修行が終わるまで名前が貰えないんだ。修行を終えて『おー、これなら妖よう怪かいと戦えるな』って判断されたとき初めて、ユークリウッド・ヘルサイズの血を分けて貰って、吸血忍者になるんだ。名前はそんときに襲しゆう名めいされる」

「歌か舞ぶ伎き俳優みたいだな」

「まあ、そんなところ」

　俺たちは笑い合った。

「で、去年の話、オレは今の頭領代理がプレステのゲームをしてるところを発見したんだ」

「ほお、それで？」

「オレ、見ちまったんだよ。敵モンスターが『メイルシュトローム』を使うところ」

「ゲームの技名なのか」

「もう、すんごいショックでさ。別の名前が欲しいって思ったんだよ。高校に入れば、絶対偽ぎ名めいが必要になるし」

「お前、まさかそれだけの理由で学校に通ってるのか？」

「オレが見たとき、──イカが使ってたんだよね。メイルシュトローム」

「なんか──すまん」

　イカはショックだろうなー。なんのゲームだったんだろう。サガ系なら、そいつにも会ってみたいね。あと聞いておきたいことは──そうだ。

「なあ、友紀……セラのこと、聞いたか？」

　セラと友紀は敵対している組織の人間だ。だが、同じ吸血忍者。セラが任務を放ほう棄きしたことを知っているんだろう。友紀も、セラを殺したいほど憎にくんでいるんだろうか？

「セラフィムのこと──うん、そりゃあ──聞いてる」

「やっぱり、許せない？」

「セラフィムの気持ちはわかるけど──正直なところ、吸血忍者として許せねぇよ」

　友紀ですらそう思うのか。もしかして、こいつもセラフィムを殺したいとか考えているのか？

「でもさ、すげーよ」

「凄すごい？」

「うん。半はん端ぱな決意で出来るもんじゃねーもん。最悪、抜ぬけ忍にん扱あつかいで死ぬまで追いかけ回されるから──その道を選んだセラフィムも、それだけの決意をさせたユークリウッド・ヘルサイズも両方すげーと思う。だから──オレは殺したいなんて思わない」

　そうか──そうだな。友紀は、こういう奴だった。掟おきてとか建前より、起こったことをそのまま評価出来る。だから俺は──そんな友紀のことが──

　……なんだ？　くそ。まただ。また胸がムズムズしやがる。なんでだろう。ユーの寂さびしそうな表情ばかりが脳内を駆け巡めぐっていた。







　さて、プラネタリウムなんて別段興味もなかったし、どうせ寝てしまうんだろうと思っていたが、思ったよりも説明するお姉さんの声が可愛くて、夏の大三角形や星座になった神々の話など、ついつい聞き入ってしまった。

「おおーっ！　マジでかーっ！　すげーな相川っ！」

　ことある毎ごとに大きな声で友紀は反応する。その子供のような反応に、周りではくすくすと微ほほ笑えましい笑い声が漏もれていたが、横にいる俺は恥はずかしかった。

「トモノリ、もう少し静かに……」

「こ、こんなところでトモノリ言うなっ！」

　どこなら良いんだろう。

「とにかく、静かにしてろよ」

　なんて苦言も効果はなく、まるで子供のようなはしゃぎっぷりだ。

　全く、騒さわいでるのはお前くらいだぞ。周りを見てみろよ。周りの人はみんな静かに──

「あーっもうっ！　赤い彗すい星せいはいつだよっ！」

　周りの人はみんな静かに──

「それに、なんだあの北ほく斗と七しち星せい！　死兆星が足りないじゃん！」

　うるさい奴が、もう一人いるな。

　その声を聞くだけで俺は椅い子すからずり落ちそうになった。思わず身を引いてしまうほどに、聞きたくない声だったんだ。

「ハルナ、少し落ち着いてください」

「だって！　ナメック星のことすらいってないじゃん！　こんなこともあろうかとナメック語を専せん攻こうしたのにっ！」

　マテライズ魔ま法ほう学校ではナメック語を習えるのか。その授業受けてみたいな──なんてダメだダメだ。

　無視しよう。

　うん──何も、いなかった。何も──いなかったんだ。

　アルタイルとベガの話になり、俺は七たな夕ばたのことを思い出していた。七夕と言えば、ユーは今、どうしてるだろうか。ユーに会いたい。今すぐにでも会って話をしたい。

　アルタイルとベガは十五光年離はなれてるそうだ。織おり姫ひめと彦ひこ星ぼしはそれだけ離れていても必死に出会うんだな。方法がわかれば俺だって──

　なんてこともしんみりと考えてはいられなかった。

「ベーガー」

　セガっぽく言うな。

「ＮＥＣのベガ！」

　通つう販はんのやたらテンションの高い社長っぽく言うな。しかもベガはソニーだ。

「イスカンダルは？　シャドルーの総そう帥すいとか、ただの点でも頑がん張ばったら動物に見えるとかはどうでも良いから、ちゃんとした星を紹しよう介かいしろよな！」

　あいつはどうしてフィクションとノンフィクションの区別が出来ないんだ？

　──いかん。──ツッコミたい。

「相川、どうした？　なんか……顔が引きつってるけど」

　心配そうに友紀が声を掛かけてくれる。お前のせいでもあるんだがな。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだ」

　危うく振り返かえって指さしながら「ベガ違ちがいだ」とか何度か言い掛けたが、友紀の声が俺を思いとどまらせた。

　よく耐たえたよ。頑張ったな──俺。




　そのまま帰るのもなんだし、俺は友紀を食事に誘さそった。

　近くのデパートに入り、レストランが立ち並ぶ通路をぶらぶらと歩く。イタリアンが良いか和食が良いか。店の前にあるサンプルを指さして笑い合いながらのんびりと選んでいた。そんな中、どうも先ほどから友紀がちらちらと振り返っていた。

　俺は気づいていた。いや、気づかない訳がない。

　やけに大きな荷物を抱かかえた少女が二人、俺たちのあとを追っているんだ。

「友紀、気にするな。気にしたら負けだ」

「お、おう──でも……」

　友紀はどうも無視できないようだ。

　仕方がない。ここは俺がビシッと言ってやろう。

「ちょっと待ってろ」と一言告げて、俺は早歩きでハルナたちのところへ向かう。

　ハルナはシャツにデニムの短パン。セラはジーパンにキャミソールの上から七しち分ぶ袖そでのＶネックといった格好だ。

「お前ら、なんでここに居るんだ？」

「た、たまたまに決まってるだろっ！」

「噓うそつけ。セラ、どういうことなんだ？」

「強いて言えば、あなたの幸せをどうにか妨ぼう害がい出来ないかと考えた結果がこれです」

「なんて悪あく趣しゆ味みな！」

「デートなんて、ハルナさん絶対許さないからな！」

　巨きよ大だいな恐きよう竜りゆうが放射能でも吐はき出しそうな感じに口を開き、ハルナは威い嚇かくしてくる。お前は俺のなんなんだよ。

「ところでアユム！　見ろこれを！」

　とにかく帰れと言うより早く、ハルナが意い気き揚よう々ようと大きな荷物を掲かかげた。

「なんだよそれは」

「弁当に決まってるだろ！　めちゃくちゃ美味いからなっ！」

　ごくり。ハルナの料理を想像するだけで唾つばが出る。ダメだダメだ。俺はこいつらに帰れって言いに──

「どっか食べられるスペースないの？」

「屋上へいきましょうか」

　ちょ、セラ──手を離せ。実力行使か！　腕うでをつかまれ、強引に引っ張られる。

　すごい力だ。何か悪いことでもしたのか？

　ぽかんと口を開けたまま見つめている友紀へ「お、屋上で飯を食おう」と呟つぶやくのが限界だった。

　エレベーターに乗り、屋上へ出る。空はすっかり暗くなり、人の数もまばらだ。

　観葉植物と街明かりに囲まれながら、ハルナが重箱をテーブルに広げた。

「友紀、すまん」

「ん？　ああ、いいよ別に──満足してるぜ！　少しでも、一いつ緒しよに居られたから……はは」

　セラのヒスイ色の瞳ひとみは、細い刃やいばの如ごとく友紀に向けられていた。苦笑いを返す友紀は少し寂しそうな笑いをして、「んーっ」と大きく伸のびをする。

「やっぱり、オレは先に帰ろうかな」

　セラといるのが気まずかったのだろう。セラだって、友紀が自分を殺す可能性を考えているはずだ。だから、常に友紀の方を警けい戒かいしている。まあ、こんな人目の付く場所で斬きり合ったりはしないだろうが、一いつ触しよく即そく発はつの空気だった。

　立ち上がる友紀の寂しそうな表情に、罪悪感を覚えたのか、ハルナが友紀の腕をつかんだ。

「ま、まあ──あんたも、食べていけよな」

「え？　いいよ。オレ、腹が減らない体質だし──」

「噓つけ」

「ホントだって！　オレは──」ぐ～。

　またこのパターンか。こいつはなんでいつも腹が減ってないと噓を吐くんだろう。

　顔を真っ赤に染めた友紀に、ハルナはうんうんと頷うなずいた。

「お腹なかって、気にした途と端たんに減ってくるよなー」

「へ、減ってねーよーっ！」

　そこからの友紀は、いつも通りの明るさだった。

「一緒に食べようぜ」

　俺は友紀に笑いかける。飯なんて、人数が多い方が楽しいに決まってるのさ。

「良いよな？　セラ」

「私は別に構いませんが──」

　セラは、友紀を気にしているようだった。自分は良くても、友紀がダメと言うに違いない。セラの美しいヒスイの目には、敵意がこもっていた。

「セラ、友紀は他の吸血忍にん者じやとは違うから安心しろ。そんなに怖こわい顔をするな」

「あなたの顔の方がよっぽど怖いですよ。気持ち悪いという意味で──ですが」

「やっぱりオレ──」

「いいから、友紀。一緒に食おうや？　頼たのむから」

「あ、相川がそこまで一緒に食いてぇってんなら──」

　友紀は鼻の頭をポリポリ搔かきながら、席に戻もどった。そして俺と友紀は笑い合う。

「なんか、五番アイアンで殴りたくなる笑い方だな」

　なんでだよ！　ハルナは頰ほおを膨ふくらませて神しん妙みような面持ちを見せていた。

　さて、今日の飯は──

　かぱっと期待を込めて開けてみれば──なんだこの十秒でチャージできそうなゼリーは。こっちはただのビスケットにしか見えないし。

「フグとかフォアグラを宇宙食っぽくしてみたんだ！」

　なんという無む駄だ遣づかい！　なんだよこの猫ねこ缶かんの中身みたいな肉は。

　文句を垂れつつ一口。ハルナの料理は、見た目はどうあれ最高の一品だろう。

　全く──ほらな。やっぱり美味い。

　くそっ、なんだ？　味付けと歯ごたえが素晴らしい。うん、それしか言えない。

　その様子を見ていた友紀は、じゅるりとヨダレを飲み込んだ。

「ほら、食えよ友紀」

「やっぱりオレ──」

「メイル・シュトローム。あなたにダイエットは必要ありませんよ？」

　セラに本音を見み抜ぬかれた友紀は耳まで真っ赤にする。

「いいから食え。──お前の食べるとこ、見ていて楽しいからな」

　俺がそういうと、友紀は「相川がそこまで言うなら仕方がない」と言い訳がましいことを言いながら、猫缶のような肉を一口。

「すげーっ！　オレこんなの食べたことねーよ！」

　友紀は文句一つ言わず、バッグからごま油を取り出す。こいつ、いつもドレッシング類を持ち歩いてるんだよな。

「トモノリ、絶対かけるなよ？」

「え？　ダメなのか？」

　今にも泣き出しそうな顔をしていたので、俺は弁当箱のフタを友紀に渡わたす。専用の小皿だ。

「もう、サンドウェッジでアユムをフルスイングしたい気分なんだけど」

　だからなんでだよ！　ハルナは頰を膨らませて神妙な面持ちを見せていた。

　ゼリーを箸はしでつかめないセラは困こん惑わくした表情で猫缶のようなものばかり食べている。

　ごま油にまみれたゼリーを頰ほお張ばった友紀は至福の表情を浮うかべていた。

「うんめーっ！　すげえなこれ！　どこで売ってんだ？」

「ほえ？　あたしが作ったんだけど？　あ、これがバハムートのフォアグラね」

　竜りゆう王おうの脂し肪ぼう肝かん──なんか、寂さびしい。

「すんげーっ！　師し匠しようって呼んで良い？」

「ししょ──あ、あたしに言ってんのか？」

　ハルナはウザいものを見るような目を見せたあと、頰を赤く染める。

「師匠！　オレに料理を教えてくれ！」

「ほえ？」ハルナは目をきょとんとさせたあと、まんざらでもない笑顔を見せた。

「まあ……別に……いいけどにゃ」

　にゃ……にゃっ？　にゃって言ったかっ？　俺は思わず、照れるハルナを二度見した。

　何その猫ねこ耳付けたような語ご尾び！　可愛すぎるだろ！

「ありがとう！　師匠ありがとう！」

「し、しゃーなしだからなっ！」

「やったぜ相川！　これでオレも相川を唸うならせる料理が作れるぜっ！」

　そう言いながら、友紀は白い歯を見せて笑う。すると──

「やっぱりダメだっ！　ダメに決まってる！」

　ハルナは「うがーっ」と鳴いた。

　コホンと一つ咳せき払ばらいが聞こえ、俺とハルナと友紀は、ヒスイ色の瞳を持つポニーテールの美女へ視線を流した。

「次は私ですね」

　とセラが胸を張る。「まさか」──そんな言葉が頭をよぎった。

「ハルナ……セラをキッチンに入れたのか？」

「ううん。今日は──一度も入ってないはずだけど？」

「ええ、ハルナがどうしても台所へ入れてくれなかったので、苦労しました」

　そう言いながら、重箱よりも大きな風ふ呂ろ敷しきを置く。今までどこに隠かくしてたんだ？　この忍者め。

　もうその風呂敷の形がおかしい。なんで壺つぼの形をしてるんだろうと思っていたら、セラが風呂敷を広げると、現れたのは見事なまでに壺だった。中に何が入っているのか、のぞき込むほどの勇気はない。

「さあどうぞ」

　友紀がどれどれと興きよう味み津しん々しんな顔で壺の中をのぞき込む。トモノリさん、あなた──なんて怖いもの知らずなの！

「あれ？　なんも入ってねえぞ？」

　壺を持ち上げ、逆さに振ふる。しかし、何も出てこない。

「さあ、歩。かぶりついて下さい」

「この壺に？」え？　まさか──そうなのか？

「ええ」やっぱりだーっ！　この壺が完成品だったーっ！

「これ、料理じゃなくて陶とう芸げいじゃねえの？」

「おかしな物言いをしますね。どこからどう見ても餃ギヨ子ウザです」

「餃子だったんだ！」

　衝しよう撃げきの事実に、ハルナですらツッコミを入れてしまう。

「ええ。餃子の皮を作るためにろくろを回していたら──あら不思議」

「不思議すぎるだろっ！　不思議すぎて鼻水が出たわっ！」

「でも、どんな味がするんだろうな」

　友紀さんが興味を持ち始めた────っ！　まさかこいつ──命が惜おしくないのか？

「是ぜ非ひ、メイル・シュトロームも一口どうぞ」

　興味を持って貰もらえたことがよっぽど嬉うれしいのか、強こわ面もてだったセラはにこにこしている。友紀には見えていないのだろう。その壺の後ろで「おいでおいで」している死神の姿が。

「ようし！　いただきまーす！」

　ドレッシングを壺の口にかけ、大きく口を開けた友紀は、無む謀ぼうにも壺にかぶりついた。

　好きなおやつを食べる少年のような満面の笑みで、壺にかぶりついたんだ。

　ひまわりのような明るい笑顔のまま、壺にかぶりついたんだ。

　そしてそのまま、友紀の時間は止まっていた。

　ふっとロウソクの火が消えるように、友紀の瞳から光が消えた。

「あ、いか──わ。たす──『母体に異常を確認した。術式限定を解除する』」

　友紀の背後に幽ゆう霊れいのようなものが出現する。右半身は屈くつ強きような男、左半身はゆらゆらと揺ゆれる炎ほのおのようだ。──これは大先生が友紀の中へ仕込んだ魔ま装そう兵器。

「凍いてつく心を解き放て」『第一詠えい唱しようを確認、術式解放』

　って！　友紀の中にある魔装兵器が発動してる────っ！

「トモノリ！　おい、トモノリ！　とりあえずヨダレを拭ふけ！」

「其そは神々の息い吹ぶきさえも吹ふ雪ぶきへと変えるだろう」『第二詠唱を確認、冷れい却きやく準備完かん了りよう』

　これって確か無差別に周りを凍こおらせる奴やつだよな？　こんな往来で──やばいぞ！

「ちょ！　なに？　何が起こってるわけ？」

　ハルナがあたふたしながら俺と友紀の顔へ視線を送る。

　そう言えば、ハルナは友紀の中にある兵器を見るのは初めてだな。

「歩！　早く止めて下さい！」

　最悪の事態を考こう慮りよしたセラは、すぐにでも避ひ難なんできるように腰こしを浮かす。

「トモノリ！　頼む！　意識を取とり戻してくれ！」

　両りよう肩かたをつかんでゆさゆさと揺らし続け、友紀は「はっ」と意識を取り戻す。

　と同時に、背はい後ご霊れいのような魔装兵器は煙けむりのように消え去った。

　どうやら、友紀の意識がなくなることが魔装兵器の起動条件になっているようだ。

「あ、相川──今何が起こったんだ？」

「お前は死にかけたんだ。料理で」

「んなアホな」

「まあ、普ふ通つう、食べれないものでも食べれるようにするのが『料理』だからな」

　料理人であるハルナの言葉が心の奥まで染みわたる。ハルナさん今良いこと言ったよ。うんうん。

「ええ、全くその通りですね」

　俺と同じように、セラもうんうんと頷いた。お前に頷く権利はねえよ！

「では、続きまして──」

　まだ続くのかよ！　勘かん弁べんしてくれよ。

　続いて取り出した風呂敷は──めっさもぞもぞしてるけど──生きてるのか？

「タコさんウインナーというものに挑ちよう戦せんしました。歩が家に帰ってきてから料理を開始したのであまり時間はなかったのですが、頑がん張ばりました」

　お？　切り込み入れて焼くだけだったらセラでもちゃんとしてるかもな。

　なんて心で呟つぶやきながら、俺は風呂敷を開けた。そこで──

　動いていた時点で「うん、それはないな」と何な故ぜ考えなかったのか、頭を抱かかえた。

　風呂敷を開けると、そこには一いつ匹ぴきのタコが。

　ホンマにタコさんやー。なにこのタコ。なんで眉まゆ毛げがあるんだ？　そしてなんでこんなにダンディズムを感じる表情なんだろう。

「生きてるじゃん」

　友紀が無謀にもセラの胸めがけてツッコム。大きめの胸に、友紀の手ての甲こうがふにふにんと触ふれる。するとセラはその手を捻ねじり上げた。

「ちょ！　ギブ！　ギブだって！　ギブの強兵だって！」

「デビッシュは良い食材だよな。煮にて良し焼いて良し」

「デビッシュ？」

「デビルフィッシュの略」

　ハルナはタコの頭をもにゅもにゅとマッサージする。ダンディなタコはきりっとした眼で俺を見つめていた。きりっとしているように見えるのは、眉毛のせいかもしれない。

「見た目は悪くないんじゃないか？」

　友紀、とりあえずヨダレを拭きなさい。

「これ、もしかして食べれるんじゃない？　料理では決してないけど」

　ハルナがアホ毛をピンと張る。

「たしかに──そんな気はするが──十二分に奇き妙みような生き物だし」

「養よう殖しよくではありませんよ。れっきとした天然物です」

　ふふん。と鼻を鳴らす。こんな奇妙な生物が天然で居るのかよ！

　頭の後ろを見てみると、『遺伝子組くみ換かえでない』と書かれている。足の一本にはタグが付いていて、『メイドインマーズ』ってこいつ火星出身っ！

「なんでこんなものを──」

　俺の呟きに、セラはこれまで見せたことのない照れた表情を見せた。

「以前、ハルナが言っていたのです。料理とは作ることが目的ではなく、食べて貰うことが目的なのだと──ですから、あなたに食べて貰おうと」

　なるほど。いつもはただ料理を楽しんでいた。だから食べたら昏こん睡すいするような料理になってたんだな。

「セラフィムが……人のために料理を──」

　友紀がごくりと喉のどを鳴らした。ああ、俺もびっくりしてるよ。

「あなたに負けてはいられませんから。──さ、切り分けましょう」

　どこからともなく木の葉が舞まい降おりた。それはセラの手の中で剣けんに変わる。

　刹せつ那な──危険を察知したタコがテーブルからレンガ色の床ゆかへダイブした。

　八本ある内の四本がまるでスプリンターのような足の動きをする。残り四本は手のようになって、これまたスプリンターのように大きく振られていた。あいつ、関節とかあるのかな。ますます奇妙な生物だ──って感心してる場合じゃない！

　俺は席を立ってあとを追う。

「セラ！　捕つかまえろ！」

　セラは新たに一枚の木の葉を手にするとそれを投げつける。

　さくっ！　ナイフのような木の葉が、俺に刺ささった。

「はずしましたね」……じゃねーよ！　謝れよ！

　あのタコ！　なにがフィッシュだ！　陸上の生物なんじゃないか？

　ゾンビより速いなんて。星降る腕うで輪わでも付けてるのかってぐらいの速さだ。マズイな、建物の中へ入りやがった。あんなのが走り回ってたらパニックになる。

　こうなったら忍にん者じやが──忍者──誰だれも来てねえ。追いかけてるの、俺だけかよ！

　界王様の修行ぐらいの気持ちでタコを追いかける。

　……俺は、なんでこんなものを追いかけているんだろう？　他にも追いかけなければいけないものがたくさんある。

　あー、また胸の中がムカムカしてきた。

　ユー、大先生、京子、夜の王。──おっと、別のことを考えすぎていた。

　タコがひょいっとつかみ上げられる。

　目の前には、エプロン姿の男性。どうやら、タコを捕まえてくれたみたいだ。エプロンに犬の絵が描えがかれているところを見ると、ペットショップの店員かな。

「あ、すいません！　そのタコ──」

　妙みようなタコだ。さぞかし気味の悪そうな表情をされているのだろうと、恐おそる恐る低い姿勢から視線を上げて顔色を窺うかがってみると、

「やあ、奇き遇ぐうだね」

　そこに居たのは、にっこりと笑う──夜の王。

　え？

　……え？

「よーしよしよし」タコのぶよぶよとした頭を撫なでるその男は、優しい笑みを浮うかべている。あのきりっとした眉毛のタコが、泥でい酔すいしたかのような表情だった。

　……え？　別人？

　犬の絵が描かれているエプロンを着た──事件の黒幕。周りには狭せまいケースで眠ねむる猫ねこや犬たち。緊きん張ちよう感かんの欠か片けらもない場所で、俺は倒たおすべき相手に出会ったのだ！
















　全体的に丸っこい、気のよさそうなおばちゃんがタコを抱だく夜の王へ話しかける。

「夜よる野のさん夜野さん、良いノミ取りシャンプーないかしらぁ？」

　よ、夜野さんっ？　まさかこいつ、夜の王的な名前で働いてるのかっ！

「これとかどうでしょう。最近入荷したものなんですけど、オススメのノミ取りシャンプーです」

「あら。夜野さんのオススメなら買っちゃおうかしら」

　お客様の信しん頼らいを得てる良い店員さん──じゃねーよ。俺は首を振ふって邪じや念ねんを払はらい、真しん剣けんな顔を作った。

「お前──夜の王だよな。こんなところで何してんだよ」

「この世界では生きてるだけでも金が必要になるからね。バイトぐらいはするさ」

　いや、そうかも知れないけど──なんか、お前はバイトしちゃいけないだろ？

　しかもペットショップて。おばちゃんがシャンプーを手にレジに向かうのを尻しり目めに、俺は大先生のことを聞こうとしたが──

　夜の王は、ふれあい子犬コーナーに居る子犬の毛を手入れしていた。

　鼓こ動どうが早くなるのに気づいた。緊きん張ちようしているのではない。嬉しくて仕方がないんだ。

　はぐれメタルよりも会いたかったからな！

「夜野さーん、上がりですよー」

　他の店員がやってきて、夜の王はブラシを渡わたす。

「君は動物が好きかい？」

　バイトはもう終わりの時間らしく、エプロンを畳たたみながら、笑顔で世間話を仕し掛かけてきた。俺はまだ、この状じよう況きように頭が混乱していた。

「ああ、嫌きらいじゃないが──」

「実は、メガロを動物の姿にしようと言ったのは俺なんだ」

「そんなことより──大先生は、無事なんだろうな？」

「ん？　ああ、彼女は俺を殺してくれる可能性がある人物だ。殺したりはしないさ」

　肩かたに乗るぐらいタコがなついていた。ケースに入れられた犬たちも夜の王を愛いとおしく見つめている。

「魔装兵器とやらは出来たのか？　どんなすごい力なのか、一度はお目めに掛かかりたいもんだが」

　興味があることを臭におわせると、人はその話題をしたくなる──ような気がする。

「もうすぐさ。この世界を混こん沌とんに堕おとすものを発注しているよ」

　あまり、時間はないのか。先ほどのおばちゃんが夜の王へお辞じ儀ぎして、満足そうな笑顔のまま去っていく。なんだよ。さっきから──普通に良い奴やつに見えてくるじゃねえか。

　俺が考え込んでいる内に、夜の王はペットショップのレジの奥へといってしまった。

　──マズイな。どうすりゃいい？　ここでみすみす見み逃のがすなんてありえない。

　やっと見つけた手がかりなんだ。

「あ、居た居た。アユムなにやってんの？」

　ハルナやセラがペットショップへやってきた。

「ペットが欲しいのですか？　ダメです。捨ててきなさい」

　お母さんみたいな厳しさを見せるセラ。何も捨てなくても。

「あたし、マグロ飼いたい」

「師し匠しよう。それって、飼ってもすぐ死んじゃうんじゃ」

　すっかり仲良くなったのか、ハルナと友紀が笑っている。

　友紀──そうだ！　吸血忍者の力を借りよう！

「友紀、すまんが俺のために動いてくれ」

　真剣な表情を見せた俺に、三人も真剣な表情を浮かべた。







　空はすっかり暗くなっていた。東京の空は濁にごりきっていて、今日も星が見えない。

　天には雲しかないが、地には星の如ごとく多くの人が溢あふれている。仕事帰りのサラリーマンや、部活帰りの学生。──その中に、あの男は居た。

　夜の王──俺と同じ、ゾンビ。その名の通り、この時間帯は奴の世界だ。

　デパートを出た俺たちは、悠ゆう々ゆうと歩く夜の王を尾び行こうしていた。飲食店の並ぶ大通り。川が流れるようにゆっくりと進む人々に合わせた歩調で、駅の方へと向かっている。

　尾行に気づいているのか居ないのか、ポケットに手を入れたまま歩道を進む。

　俺はハルナやセラと共に、出来るだけ遮しや蔽へい物に身を隠かくしつつその後を追っていた。

　友紀には吸血忍者を集めて貰もらっている。今ここで俺たちが捕まえるより、吸血忍者に包囲して貰った方が確実だからな。

「アユム──いつまでつけ回すんだ？」

　ハルナは少し気が立っているようで、アホ毛がゆらゆらしている。

「吸血忍者が来るまでは──」

「あたしもう待てない！」

「バカ！　ここで逃にがしたら、また大先生の手がかりが──」

　気持ちが先走っているのか、上半身が前に倒れるような走り方でハルナが距きよ離りを詰つめる。

「聞いちゃいねえか」

「大先生はどこだ！　こんの変態！」

　ハルナの怒ど声せいが空を裂さく。それに合わせて、夜の王は人ひと混ごみから消えた。

「歩っ」セラが眉み間けんにしわを寄せて、叫さけぶように俺の名を呼んだ。

「わかってる。いくぞ」

　やっちまったな。こうなったら、何が何でも捕まえないと。

　ハルナは方向を修正し、俺もアスファルトを蹴ける。

　いきなり全力疾しつ走そうをしだした俺たちに、周りの人たちは不ふ審しんがっているが、そんなことはどうでもいい。ボケッと立ってないで、邪じや魔まだから道を空けてくれ。

　空気的に分かるだろ？　分からないか。

　夜の王が軽い足取りで逃げる。まるで、俺たちを誘さそっているような動きだったが、知ったこっちゃない。そこに待まち伏ぶせや罠わながあればむしろ好都合だ。

　それがなんであれ、手がかりになる！

　いくつか角を曲がり、細い路地に入った時、先を走るハルナが足を止める。

　そこは、袋ふくろ小こう路じだった。飲食店の間に挟はさまれた、細くて長い、薄うす汚よごれた袋小路。ゴミ捨て場なのか、悪あく臭しゆうが鼻につく。

　そこに、男が一人で立っていた。相変わらずの微び笑しようを浮かべ、ポケットに手を入れたまま、だらけた立ち方をした男だ。

「ユークリウッドの姿が見えないな。彼女が一番俺を恨うらんでいるはずだが──」

「ユーは……」

「まさか、冥めい界かいに帰ってしまったのかい？」

「ああ、恐らくな」

　短く返事をした刹那──にこにこしていた顔が、修しゆ羅らの如く変へん貌ぼうした。瞳ひとみには憤ふん怒ぬの色が見える。その瞳に見み据すえられただけで、俺は鳥とり肌はだが立ってしまった。

　だが、そんな表情も一いつ瞬しゆんだけで、すぐに人を小こ馬ば鹿かにしたような、上から目線の不敵な笑いを見せる。

「よし、君たちを殺そう」

　肩を少し上げ、バカにしたように夜の王はそう言った。セラが赤い瞳で夜の王を見る。

　じり。一歩こちらへ歩を進めるだけで、すごい威い圧あつ感かんが全身を襲おそう。

　俺は夜の王ではなく、周囲を警けい戒かいする。セラも同じように、視線をあちこちに飛ばしていた。もしかしたら、罠があるかも知れない。

　ただ、ハルナは──

「とにかく一発殴なぐらせろおおお！」

　拳こぶしを振りかぶっていた。俺は咄とつ嗟さにその手をつかむ。

「バカ！　ハルナ！」

「止めんな！」振り返かえるハルナの大きな目は、熱情に焼かれていた。

「そいつは、俺が殴る」

　罠に飛び込むなら、死なない人間が適任だ。ハルナを押しのけるようにして、俺は夜の王の懐ふところまで飛び込んだ。と同時に、アゴを蹴り上げられた。

　全く見えなかった。目の前に青い霧きりが現れたと思ったら、次は頰ほおに衝しよう撃げき。

　顔面を、何かで強打された。

　それも、全く見えなかった。なにをされたのかさえ、理解出来なかった。

　だが、そんなことはどうでもいい！　俺は踏ふみとどまって殴りかかる。

　次は、脳天にかかとを落とされ、俺は地面に這はいつくばる。

「君はたしか、ゾンビだったね？」

「お前もたしか、ゾンビだったな」

「じゃあ、君は意味がないな。残りの二人を殺すか」

　──マジかよ。俺は、どこかで安心しきっていた。

　こんなところで、いきなり決着をつけに来るなんて思わなかったからだ。てっきり、ちょっと顔見せして逃げようとするんじゃないかと思っていたさ。

「理由を言え」唸うなるような俺の声に、夜の王は見下しながら、

「理由か……そうだね。退たい屈くつしのぎになるし、殺しながら説明しよう」

　夜の王はそう言うと、一瞬でハルナの背後に回った。

　超ちようスピードとかそんなチャチなもんじゃない、もっと恐おそろしい何かを感じた気分だ。

　振り向むくハルナ。ポケットから出した男の右手が、小さく可愛らしいアホ毛の上から振り下ろされる。

　その右手を、セラが切り落とした。夜の王はハルナとセラのちょうど中間に居た。つまり、ハルナの背後は、セラの前なんだ。

　ナイス！　さすがだ！

「秘ひ剣けん、燕つばめ返し！」

　そして、切り返し。これは回かい避ひできないはず。

「思ったより速いじゃないか」

　次の瞬しゆん間かん、何故かセラの背中から血が噴ふき出し、膝ひざから崩くずれ落ちる。また、何をしたのかが分からなかった。

「理由だったね。結論から言おう。ユークリウッドをこの世界へ引きずり出すためだ」

「その結論だけ言われても、全く理解出来ないね」

「君たちはユークリウッドと仲が良さそうだった。だから、君たちを二人ほど殺せば、絶対に現れる。──あいつは、優しかったからね」

「あたしをエサ扱あつかいするなんてふざけんなっ！」

　ハルナが足あし払ばらいを掛ける。ビシっといい音がしたが、びくりとも動かなかった。

「魔ま装そう少女、君は楽しいな。戦意を保っててくれて嬉うれしいよ。普ふ通つう、萎い縮しゆくしてしまうからね」

　にっこりと感情のこもっていない作り笑いを見せやがる。たしかにこいつの言うとおり、俺は萎縮していた。わけのわからない攻こう撃げきを受け、セラが突とつ然ぜんやられ、体を動かすのを忘れていた。

　すぐに起き上がり、攻撃に向かう。

「君たちも友なら、ユークリウッドのために死ぬべきだ。彼女が冥界でどういう仕打ちを受けるか、知らないのかい？」

「ああ、知らないね！」

　四二○％！　右手に力を込める。夜の王はハルナを蹴り飛ばし、地に落ちた自分の右みぎ腕うでを取ると、それを──俺に投げつけた。マジンガーかお前は！

　まさか、自分の腕うでを投げつけてくるなんて思ってなかったので、腹部にヒットする。いや、腹部を貫かん通つうした。

「今のは人間の出せる力から換かん算さんして四〇〇％程度だ。君が人間だったら、すごく痛いはずだけど、残念だよ」

　遊ばれている。完全にもてあそばれている。

　木の葉の剣を支えにして立ち上がったセラも、どういう攻撃に出ればいいか悩なやんでいるようだった。

「さあ、お話の続きだ。ユークリウッド自身は、それほど戦せん闘とうには向いていない。だが、彼女は魔装少女との戦争に不可欠だ。治ち癒ゆ能力、不老の血、言こと霊だま。彼女がその気になれば、魔装少女に対たい抗こうできる。──しかし、彼女はその力を使おうとはしないだろう。すると、冥界人はどうすると思う？」

「──無理矢理にでも、使わせようとする」

　ハルナが唸るように答えた。

「正解だ。しかし、痛みなんかでは屈くつしない。ユークリウッドはそんなものに慣れてしまうほど、これまで辛つらい目に遭あってきた。どうだ？　助けてやりたくなるだろ？　──俺もかつてはそうだった。気持ちは痛いほどよくわかるさ」

「ゾンビであるお前に、痛みがわかるとは思えないね」

「これは失敬。──でもね、君たちが死ねば、彼女はまたこの世界に現れる。どうだい？　死にたくなってきたかな？」

「ふざけんなっ！　あたしはな！　生きて会うって決めてんだっ！」

「君は眩まぶしいね。まるで太陽のようだ。夜の王としては、すごく──不ふ愉ゆ快かいな存在だよ」

　そのとき、空気がどす黒く見えた。夜だからではない。空気そのものがそっくりそのまま殺気に変えられたような、ひどく息苦しく、居い心ごこ地ちの悪い空気に変わっていた。

　なんだこれ──信号無視で飛び出したときに車を前にして、早く動かなくちゃいけないのに動けないときのような──

　バカか俺は！　そんなつまらないことを考えている暇ひまがあったら、足を動かすんだ！

「ハルナ！　引け！」

　叫びながら俺は低空タックルをかける。

　ハルナは俺の言葉通りエビのように飛び退のいた。俺のタックルが決まれば、ハルナは奴やつの攻撃射程圏けん内ないから抜ぬけられるだろう。だが、失敗すれば──

「いきますっ！」

　セラが緑の葉を投げつけていた。手しゆ裏り剣けんのようにくるくる回りながら、それは夜の王の足の横を通過する。避さけられたのだ。

　しかし、そのおかげもあってか、俺は夜の王の腰こしをつかむことが出来た。

　──これでどうだ？

　ちらりとハルナの方へ顔を向ける。この距離なら、さっきのロケットパンチでもしない限り攻撃は届かないだろう？

　だが、ハルナは頰を殴り飛とばされていた。結界でガードしたのだろうが、それでも小さな体はゴミ袋ぶくろの山目がけて吹ふっ飛んだ。

　今回は、何が起こったのかを見ることが出来た。

　そうか──こいつの能力がやっと理解出来たよ。

　恐らく、こいつの暗い青色の霧は、物体をワープ移動させることが出来るんだろう。

　右手首の向こうは霧に包まれ、ハルナの顔の横にも、霧がある。そこから、拳が突つきだしていたんだ。

　吹っ飛んだハルナを追いかけるように、霧が移動する。

　ハルナはまだ、霧の能力に気づいていないようだ。

　セラ！　なんとかしてくれ！　どう阻そ止しすればいいのか、俺にはわからん。

　そこに、吸血忍にん者じやたちが現れた。

「やれやれ──この世界の守護者は良い嗅きゆう覚かくをしているよ」

「報告にあった男を発見した！　救きゆう援えんを頼たのむっ！」

　セラもそうだが、吸血忍者はいつもヒーローのようなタイミングで現れてくれる。もしくは、ハルナの運が良いのかもな。

　青く透すき通とおる剣を携たずさえた若い女性が、俺たちの前へとやってくる。彼女はセラと同じ保守派の吸血忍者で、俺と同じ学校に通っている。名前は──そう言えば聞いてないな。

　水で出来た剣を振ふるうと、夜の王は俺を弾はじき飛ばし、霧を体に纏まとわせる。

　俺は静かに、時間を計っていた。

「残念ながら、捕つかまる訳にはいかないんだ。俺はまだ──死にたいのでね」

　不敵な笑みを浮うかべていた夜の王は、霧の中へと消えていく。

　霧が集まりだしてから奴が消えるまで、およそ五秒。恐らく、それなりの濃のう度どに達するまでワープは出来ないと考える。

　あいつを逃にがさないためには、最低でも五秒以内に失神させる必要がある訳か。

「絶対に逃がすなっ！」

　女生徒の声で、集結したばかりの吸血忍者が四散する。残った数人の吸血忍者は俺たちなんか眼中にないのか、何かを話し合っている。

「すみません、サラス──助かりました」

　声を掛かけたセラへ、女生徒は鬼おにのような表情で水の剣を振り払はらう。

　あ、彼女はサラスって名前なんだ。

「気安く声を掛けるな！　この裏切り者が」

　セラの目は驚おどろきに満ちている。振られた剣は牽けん制せいではない。切っ先はセラの肌はだを切きり裂さいていた。

「目め障ざわりだ。消えろ、セラフィム」

　怒いかりを込めた声で、剣をもう一度振るう。

　いつもなら華か麗れいに避よけるセラだが、足取りがおぼつかなくて避けきれなかった。

「おい、ちょっと待てよ。お前、サラスだっけ？　何してんだよ」

　俺は水の剣を持つ女生徒の肩かたをつかもうとしたが、他の吸血忍者に剣を向けられ、動けなかった。

「気安く呼ぶな！　私の名はサラスバティ。サラスと呼んで良いのは──仲間のみだ」

　水の女神だったかな。サラスの方が呼びやすいのは確かだ。

「じゃあ、むしろ俺だって呼んで良いな。それより、セラは何もしてないだろ？」

「何もしなかったから、許せないのだ」

　何もしなかったから──ユーを殺せという任務を放ほう棄きしたことを言ってるのか。

「いいじゃねえか。一回ぐらい任務を断っても」

　俺の言葉に対し、サラスは鋭するどい目で俺の胸ぐらをつかんだ。

「イヤだからやりません。が通用する世界ではない。我々は命を賭としているというのに」

　そうか。吸血忍者は掟おきてバカで任務が第一だ。その任務の中には、納得いかないものもたくさんあるんだろう。

　それでもこいつらは、辛い選せん択たくを選んできた。

　言葉にしなくても、俺にもそれくらいは分かる。

「セラフィム、貴様の顔など誰だれも見たくはない。二度と私たちの前に現れるな」

　俺の体を押したサラスは、水の剣をセラに突き立たてた。

「──はい」

　セラはただ、震ふるえる声で小さく返事をした。




























　吸血忍者の仲間から冷たい言葉を掛けられたセラは、よほどショックだったのか部屋に引きこもってしまった。

　俺はそんなセラにどんな言葉を掛ければいいのかも分からず、部屋を覗のぞくことも出来なかった。

　学校が終わって夜になると、ジョギングをするようにメガロもどきを探し回るのが最近の日課だった訳だが、今日は動く気になれず、俺は部屋で寝ね転ころんでいた。

　夜の王は、完全に遊び半分で俺たちを殺そうとしていた。

　全力を出さずとも、簡単に殺せると思ってるんだろうね。だからこそ殺し損ねたんだろうが、間ま違ちがってはいない。

　きっと、虫を殺すように俺たちを殺すことが出来るんだ。だから、別に隠かくれることもせず、いけしゃあしゃあとバイトなんかしていた。

　全く、あんなの──どうやって倒たおせばいいんだよ。

　今俺がメガロもどきを追いかけて、その結果、京子や夜の王まで辿たどり着ついたとする。

　そこからどうする？　頑がん張ばって探し当てましたと達成感に酔よいしれるか？

　何も出来ないじゃないか。──くそっ！

　また胸の中が疼うずく。形容しがたい気持ち悪さだ。ユー。ユー。ユーっ！　俺は無意識のうちに、なぜかユーの名前を連呼していた。

　そうか──これだ！　ユーが俺たちの元から去った理由は！　俺の力が弱すぎて、ユーを守ってやれない。弱くて火の粉こを払いきれない俺が、見てられなかったんだ！

　俺に足りなかったもの。ユーが信じられなかったもの。それは──力だ。

　少なくとも、夜の王を倒せるぐらいじゃないと、なんとかしてやるなんて言葉を信じて貰もらえない。またいつか、ユーは俺の元から去ってしまうだろう。

　ずっと寝ねそべっていると、ハルナが部屋へ入ってきた。

「なにやってんの？」

「見てわからないのか？　ていうか、ノックぐらいしろよ」

「あんた、他にもやることいっぱいあるだろ？」

　ハルナは大先生のために、夜の王を探しにいけと言いたいんだろう。

「ああ、──わかってるさ。だがな、ハルナ。対たい峙じしてさらにわかったよ。夜の王を追ったところで、相手にならない」

「そうだ！　だからなんだ！　もっと強くなればいいだけじゃんか！」

　簡単に言うねー。そんなこと、出来るわけ──

「ハルナ、お前は結界を張るしか出来ないんだっけ？」

　待てよ？　俺にはまだ可能性があるんじゃないか？

「ん？　まあ、その内魔ま力りよくが全快して──」

「なんて言ってたっけ、お前が俺と出会ったとき」

　そう──確か、




『あたしの魔ま装そう錬れん器き！　返せっ！　早く！　急げ！　すぐさま刹せつ那なの内に早々に早々と即そつ行こうで瞬またたく間まに束つかの間まに瞬しゆん時じに一いつ瞬しゆんでたちまち今すぐさっさとすぐさま返せっ！』

『待て。待て待て。魔装錬器ってなんだ？』

『あんたが持ってるそれだ！　それがないとあたし、攻こう撃げき魔ま法ほうが使えないんだからな！』




　あの言葉は、こう解かい釈しやく出来ないだろうか？

「もしかして、魔装錬器があれば、俺でも攻撃魔法が使えるのか？」

　と。大先生がやるような派手な奴やつじゃなくてもいい。ゾンビは光と火に弱いんだ。火で攻撃出来るなら、夜の王にだって勝機があるかもしれない。

「出来るに決まってるだろ。ミストルティンなめんなよな」

「ほんとか？」

「だってあんた──魔装少女だしな」

　そう、だな。少し光明が差したような気がした。いや、光明が差したらゾンビとして困るので、希望の光が見えてきたと表現しよう。

「じゃあ、ハルナ。教えてくれ──頼たのむ」

「ほえ？　──うん！　あたしに全て任せれば完かん璧ぺき悪あく魔ま男だん爵しやくにしてやる！」

　よし、全ては任せないようにしよう。途と端たんにやる気がわいてきた。一日も早くマスターしてやる！　その前に、やっぱり、セラを勇気づけてやらないとな。

「ハルナ、セラと話したか？」

「ほえ？　まあ──ちょっとだけ」

「どうだった？」

「しおしお～としてたな」

「そうか──ちょっと、様子見てくるわ。ハルナ、準備だけしておいてくれ」

「わかった！　任せろ！」

　ハルナの元気が心強いと感じた。こいつがいなかったら、俺はふてくされたままだっただろう。

　部屋を出て、一つ大きく呼吸をすると、セラの部屋の戸を叩たたく。

　返事がなかったので中へ入ってみると、部屋の真ん中で目を閉じたまま鎮ちん座ざしているセラがいた。黒くろ髪かみは滝たきのようにすとんと落ちていて、清せい楚そなイメージだ。髪かみを下ろしたセラもなかなかいいなと唾つばを飲んでしまった。

「セラ、ちょっと良いか？」

「──何か？」

　開いた両目は、鋭い刃は物もののようだった。いつも向けられる侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしとは違ちがった、寂さびしげな目だ。

「まあ、なんだ──お前の気持ちは……わかるよ」

　と切り出したは良いが、何も言葉が出てこなくて、二人で黙だまり込んでいた。それでも何かを言わなくちゃならないと、俺は特に何も考えずに話かける。

「小学校のとき、両親の海外旅行に付き合って二年ほど日本にいなくてさ。帰ってきたら、友達だった奴にはみんな別の友達がいて、流行とかもわかんなくてさ、せっかく話しかけてきた奴にも、うまく話出来なくてな。俺はその内──小五の頃ころには、ほとんど人と話さなくなっちまったんだよな」

　セラは聞いているのかいないのか、何の反応も示さない。

「そんなとき、また両親が旅行へいこうって言い出してな。まあ、その旅行とやらで現在も未だに帰ってこないんだが、俺は──付いていかなかったんだ。なぜだかわかるか？」

　俺も、なんでこんな話を切り出したのか、わからなかった。

　頭で考えるより先に、次々と言葉が流れ出ることってあるよな。

「いえ。なぜ──付いていかなかったのですか？　誰だれもあなたを必要としていなかったのでしょう？」

　セラらしい、ナイフで傷口を抉えぐるような指し摘てきだな。──まあ、慣れたけど。

「ずっと孤こ独どくだった俺は、もう孤独で良いって考えて逃にげてたんだ。孤独はそんなに悪いもんじゃないってな」

「つまり、あなたは私に割り切れと言いに来たのですか？　仲間に見放され、蔑さげすみの目を向けられて、それもまた良しと？」

「いや、そうじゃない。今こうして話していて、自分でも初めて気づいたんだが、俺には友がいたんだ。いや、友達なんて言葉は当てはめたくないんだが、そいつは俺がどんだけ『孤独で居たいから近寄るな』って言っても毎日毎日寄ってくるんだ。──今でもな。もしかしたら、俺は──あいつが居たから、日本に留とどまることを選んだのかもしれない」

「私には、もう──そんな友さえ居ない」

「俺たちが居るだろ。とにかく──俺が言いたいのは──一人じゃ無理でも誰かに引っ張って貰って進んでいれば、いつかきっと元の道に戻もどれるってことで──」

「ふふ、歩は説明が下へ手たですね。言いたいことが全然伝わってきません」

「わるかったな」

「でも、言いたいことはハルナと同じのようですね」

「ハルナ？　あいつ、なんて言ってたんだ」




「失敗ってのは、転ぶことじゃなくて、転んだあとに起き上がらないことだ！　あんたはまだ生きてるだろ！　なにやったのか知んないけど、ぐだぐだやってないで早く挽ばん回かいしろよなっ！　あんたが出来なくても、あたしがやってやるから安心しろっ！」




「と言ってました」

「相変わらず上から目線な物言いだな」

「あなたも同じ意見でしょう？」

「──まあ、だいたい合ってる」

「ふふ、……大だい丈じよう夫ぶですよ。私は──」

　ぽろり、ぽろり。セラの目から滴しずくがあふれ出す。

「でも……私はもう──吸血忍にん者じやとして認められないでしょう。自分から決意して、名めい誉よよりも友を選んだのに──なのにまだ私は……吸血忍者として生きていたいと感じている。私の決意など、まだまだ甘ったれていた！　それが──何よりも悔くやしい！」

　俺はセラの頭にぽんと手を置く。そのまま髪を撫なでようとしたが、

「歩、セクハラです」

　セラは涙なみだ目めで俺を睨にらみ付けたので、手を離はなした。

　すると、セラはいきなり胸に飛び込んできた。

「おいおい、セクハラだぞ」

「これは、……サービスと言うんですよ」

　セラは声を押し殺し、俺のシャツをぎゅっとつかんだまま、ずっとそのまま泣いていた。

　やっぱり俺は、セラの髪を撫でた。







　うまく励はげませたのか甚はなはだ疑問ではあるが、セラは「もう大丈夫です。ご心配をお掛かけしました」と髪をポニーテールに結んでいたし、俺は自分の部屋へと帰ってきた。

　ハルナは俺のベッドの上で『これでターゲットもイチコロ』なんていう妙みような本を読みふけっていた。俺の姿を確認するや、

「早速始めるぞ！」と布ふ団とんのシーツを剝はがす。

　魔ま法ほうを覚えるに当たって、それなりの姿勢というかフォームがあるそうで、言われるまま、じっとハルナの用意を待っていた訳だが、どうも腑ふに落おちない。

「とりあえず正直に言っていいか？」

　気がつくと俺は、何故かシーツでぐるぐる巻きにされ、右手だけを前に出していた。

「ほえ？」

「なにこの格好」

「じゃ、とりあえず光魔法からいこう。カッコイイから」

　あ、無視された。なんで眠ねむりを妨さまたげられたばかりのミイラみたいな格好なんだよ。

「光って、ゾンビには相性悪いんじゃ──」

「光魔法『かっこいいポーズ』がいいな！」

「勇者限定の魔法じゃねえか！　お前パクるクセを直せよっ！」

「あー、そっか。勇者専用だったな。──じゃあ、光魔法『太たい陽よう拳けん』から始めるかぁ」

「魔法じゃねえよ！　武術だよ！　いや、武術としても違い和わ感かんが残るよ！」

「よし！　妖よう精せいから魔力を奪うばおう！」

「妖精になんの恨うらみがあるんだよ！」

「地球育ちのサイヤ人だって、力を強制徴ちよう収しゆうした挙げ句に、力を貸してくれた星を破は壊かいしようとするじゃん。恨みがあるとかは関係ないのだよ、ワトソン君」

「星を破壊するつもりはないだろうよ。あと私の名前は相川歩ですが」

「いい？　アユム。魔法には色々あるわけ。基本的には、自分の中にある魔力を使って現象を起こすんだけど、アユムの魔力はあたしのだから使ったら殺す。──そこで、別の媒ばい体たいから魔力を借りるんだ。呪じゆ文もんってのは、そんときの契けい約やく内容を読み上げるって感じなんで、絶対必要な」

「で、妖精さんから魔力を借りると──この世界に妖精さんなんかいるのか？」

「マイケルが『アオッ』とか『ポォッ』て言ってるとき、妖精が魔力貸してたし大丈夫」

「あれって魔法の呪文だったのか！」

「本人は気づいてない感じだったけどな」

　もしかしたら、イチローとか超ちよう人じん的な人間は魔法を使ってたりするんだろうか。

「じゃ、まずは呪文覚えろ」

　ハルナはどんな意味なのかわからない奇き声せいをいくつか上げ、最後に、

「シャララララララーン」

　と腕うでを前に出す。ずいぶんだっせえ呪文だな。

「とまあ、こんな感じ。だいたいは小声でいいけど、最後のは絶対声を大きくして言うこと。全部大きな声で言っちゃうと、相手にどんな魔法かバレちゃうから気を付けろよな」

　一通りのレクチャーが終わり、俺はさっそくぶつぶつと呟つぶやいて、

「シャラララララーン」

　はーっ。と差し出した手の平からじわーっと汗あせがにじむ。──とても気持ち悪い。

　何これ？　魔法に成功してるのか？　にちゃにちゃする。

　あれ？　ちょっと良い匂におい。何このダシのきいた感じ。

「バカっ！　ラが一つ足りない！　それじゃ意味が変わるだろ！」

「どういう意味になったんだよ」

　俺は右手ににじむ汗のようなものをシーツで拭ぬぐう。

「ほえ？　えーっとだな」




『すいません、追加で豚ぶた汁じるを』

『え？　ブラジル？』

『いえ、豚汁です』

『……ブラジル？』

『トンジルお願いします』

『あ～っ！　申し訳ございませんでしたー。ちょっと耳が遠くて』

『いえ、こちらこそすいません。分かりにくくて』

『けんちん汁じるがお一つですね！』

『………………ええ、はい』




「って意味」

「実話っぽいよ！　すごいノンフィクションな感じがするんだけどっ！」

「うっさい！　アユムが間ま違ちがえるからだろっ！」

　この手から滲にじみ出てるのはけんちん汁だったのか。

「本当はどう言う意味だったんだよ！」

「ほえ？　えーっとだな。汝なんじ、蒼そう炎えんの名を冠かんする──」

「待て待て！　入りの部分から違いすぎるだろっ！　そんなに差があるのかっ！　たった『ラ』一つでっ？」

「当たり前だ！　『チャウチャウ』と『ちゃうんちゃう？』だって一文字で全然意味違うだろ！」

　な、なんという説得力だっ！

「魔ま装そう錬れん器きがなかったら出来ないんじゃなかったのか？」

「攻こう撃げき魔ま法ほうじゃないじゃん」

　なるほど。攻撃魔法でなければ、素の俺でも発動するのか。──え？　俺今魔法使つかいになれたのか？　けんちん汁をじわりとにじみ出す魔法使いに？

　──自じ慢まん出来ねーなー。それにしても、一文字違ちがいでそこまでの差が出るのか。

「じゃあ、もう一つラが少なかったら？」

「んー、やってみたら？」

　俺はださくてあまり大きな声で言いたくない呪文をぶつぶつと唱え、最後に少し大きな声で言う。

「シャララララーン」

　両手が光ひかり輝かがやいた。そのまばゆい光を目にしたとき、俺はそれが太陽光であることに気づいた。──と同時に、意識を失った。

　た、太陽拳──かよ。







　気絶から立ち直ったあとも、ハルナの元で魔法の修行をしていたが、ハルナ曰いわく、俺には才能が皆かい無むなために、攻撃魔法は愚おろか、ほぼ全ての魔法が使えなかった。

　けんちん汁だって、あの一回以来成功していない。

　ハルナがトイレ休きゆう憩けいにいっている間にもう一度、唯ゆい一いつの成功であるけんちん汁を出してみようと試みたが、失敗した。

　そんなときだ。『ピーンポーン』と滅めつ多たに鳴らないチャイムが鳴った。

　新聞の勧かん誘ゆうか、宗教の勧誘か──そう言えば以前チャイムが鳴ったときはトレンチコートを着込んだ犬が訪ねてきたな。──鬼おにが来たか蛇じやが来たか。

　俺は「はいはーい」と軽く返事をしながら階段を降りて玄げん関かんへと向かう。チェーンソウと傘かさ立たてにある日本刀を見られないように注意しながらそっと扉とびらを少しだけ開いた。

　だが、そこには誰だれもいない。視線を落とすと、玄関には段ボールが。

　辺りを窺うかがってみても誰もいない。ピンポンダッシュか？　妙な荷物だけを置いて？

　送り状を見てみれば、差出人不明、商品名不明。

　俺はやけに怪あやしげな荷物をどうするべきか悩なやんだ末に、扉を閉めた。

　あんなあからさまなもん、中に入れてたまるか。どうせロクなもんじゃないさ。

　自分の部屋へと戻もどろうとしたところに、ハルナがトイレから現れた。

「あれ？　荷物届いたんじゃないの？」

「ハルナがなにかを注文したのか？」

　ということは、この荷物はヴィリエからの贈おくり物ものってことなのだろう。

「うん──ほら、葉っぱの人がなんかへなちょこになってたから……あたしが直々に料理を教えてやろうと思ってさ」

「へえ、てことは、これは料理の材料とか？」

「うん。この世界の料理で簡単そうだったから──えっと、ストラッティだったかな？　スパなんとかッディ？」

「スパゲティじゃねえの？」

「違う！　アユムはホントバカだなっ！　本にはちっちゃい『ッ』を入れない奴やつは知ったか野郎って書いてあった！」

「あー、それは俺が悪かった。スパゲッティな」

「うん、それそれ。確かそうとも言う奴」

　満足したのか、ハルナは玄関を思いっきり開ける。

　楽しそうにアホ毛をピコピコさせる姿を見て、その行動を戒いましめることが誰に出来ようか。俺はただハルナが段ボールを運び入れるのを冷めた目つきで眺ながめていた。

　まあ、スパゲッティの材料ぐらいなら──

　ガムテープを剝がして段ボールを開けると、中から出てきたのはヴァイオリンだった。

「なんでやねん」

　心の中で言っていたはずの言葉は、無意識のうちに口から発せられていた。

「これを麵めんにするなんて、この世界の料理人は狂くるってるな」

「どう見たら麵めん類るいに見えるんだよ」

「あ、この部分が乾かん麵めん？　これっぽっちしかないの？　なんという高級食材！　あたしにうってつけだな！」

　そう言えば、こいつよく高級食材を使うよな──って、それ、ただの弦げんだから。

「いや、これは──」

「歩、誰か来たのですか？」

　そこに、腕うで組ぐみをしたセラが現れた。

　目が少し赤いところを見ると、まだ泣いていたのかも知れない。

　俺は、セラを元気づけようと笑い飛ばしながらヴァイオリンを取り出す。

「見てくれよ。ハルナがスパゲティと間違えてヴァイオリンなんかを──」

「スパゲッティだっ！」

　どうしてもそこは譲ゆずれないようで、ハルナは両手を突つき出だして「うがー」と鳴いた。

「おや？　ストラドモデルですか。懐なつかしいですね」

　ストラドモデルって何？　って顔を俺はしていたんだろうな。セラは俺の顔を恨めしそうに見たあと、

「ストラディバリウスの名くらいは知ってますよね？」

「あー、なんかロマネコンティ的な？」

「……もう発想が気持ち悪いですね」

「一いつ緒しよじゃねえかよ。最高級品なんだろ？」

「これは、ストラディバリウスの寸法を真ま似ねた『ストラドモデル』と言われる一いつ般ぱん的なヴァイオリンですよ。ですが──とても良いものですね。これはニスの塗ぬり方も丁てい寧ねいですし、一度演奏してみないとわかりませんが、綺き麗れいな作りです。相当なものではあります」

　そっと抱だきかかえるように持ったセラは、ヴァイオリンを見ながらふむふむと頷うなずいた。

「うきゃーっ！　これ間違ってる！」

　ハルナが奇声を上げた。まあ、どうせ名前を間違えて発注したんだろう。スパゲッティとストラディバリウスを──全然合ってないけどな。語感が少し似てるかなってぐらいか。

「にゃははは！　もう！　見てよこれ！　『アントニオスパゲッティ』頼たのんだはずなのに、『アントニオ・ストラディバリ』になってる」

　ハルナは大笑いして明細を俺に見せる。

　値段は──六万ミャーン。何この単位。可愛いんだけど。

　ていうか、『アントニオスパゲッティ』は何味なんだよ。

　どう考えても注文段階でハルナが間違ってるな。これを指し摘てきするべきなのか悩んでいたが、ハルナが「参ったな」「だめだめやな」なんて呟つぶやいているので、野暮なことはしないことにした。

「で、セラはヴァイオリンなんか弾ひけるんだな」

「ええ。昔──里の仲間と楽団をやってましたから」

　しみじみとした、切ない表情。しまった。吸血忍にん者じやの仲間に関することはタブーだ。

　俺の心配した表情を気にしたのか、セラはぱあっと明るい表情を見せる。俺には、その笑顔が必死に作られたものだとわかっていた。

　バカだな、お前は。──セラって奴は、料理に関すること以外でそんなに明るい表情を見せないんだよ。いつも、凛り々りしくて何事にも動じない、美しい表情なんだ。

　だからこそ、俺は、胸が締しめ付つけられそうだった。

「まあ、娯ご楽らくのようなモノです。──私は秘ひ剣けんの修行をしていたかったのですが、上司に誘さそわれれば断れないですしね」

　セラは弦を指でなぞる。その表情は、まるで子こ猫ねこを見るような柔やわらかいものだった。

　俺はセラに弓を渡わたす。

「ん？　なにか？」

「いや、弾ひくのかなって」

「イヤですよ。その期待している目がやる気を削そぎます」

　どうみても弾く流れだろうよ。──イヤなら良いけどさ。

　俺は少し口をとがらせながら弓を段ボールへ戻した。

　ハルナはまだ書類を見ている。そう言えば、こいつは楽器とか弾けるのだろうか？

「ハルナ、お前楽器とか弾けないのか？」

「で、出来るに決まってんだろっ！　鍵けん盤ばんハーモニカとか」

「どうせ猫ねこふんじゃったとかだろ？」

「バカにすんな！　『猿さるゴリラチンパンジー』とか『鬼のパンツ』とか、なんでもいけるからっ！」

「ちゃんと曲名覚えろよ」

「冷れい徹てつ大陸とかなら！」

　情熱を持ってやれよっ！

「あ、冷徹大陸なら私も──」

　お前もかっ！　セラには凄すごく似合う曲名だけども！

「じゃあ、弾いてみてくれよ」

「イヤですけど？」

　ちくしょーっ！







　魔ま法ほうの修行が終わった後は、朝五時まで外を歩き回っていた。こんだけ探し回っても、メガロどころか吸血忍にん者じや一いつ匹ぴき見つけられない。

　ユーが居た頃ころは、毎日のように何かしらバケモノが現れていたんだが──やはり、あれはユーの感情が動いていたから、なんだろうか。

　とにかく、なんの収しゆう穫かくもないまま、俺は帰宅する。

　あ～、超ちようお腹減ったし。

　居間へ向かっても誰もいない。この、誰も居ない居間ってのが、すごい寂さびしく感じるんだ。いつもは、ここにユーが居たからな。ユーが居た時間はたった一ヶ月程度なのに、なんだろうな。この気持ちは。

　まただ。また胸の中がきゅんきゅんしやがる。──何か水をがぶ飲みしたい気分だ。

　キッチンへ向かい冷蔵庫を開けるが、なにもない。

　──コンビニいってくるか。いや、いいわ。とりあえず学校へいく準備をするか。

　階段を上がり、自分の部屋へ戻ろうとしたところで、何かが聞こえてきた。

　何かの音楽だ。セラがいる部屋の様子を窺ってみると、──そこには、ヴァイオリンを奏でている美女が居た。

　この曲は──聞いたことがあるようなないような──

　あっ！　あれだ！　暴あばれん坊ぼう将軍が暴れてるときの曲だ！　廊ろう下かを歩きながら五人ぐらい斬きってるところだな。

　なんだかんだでヴァイオリン、弾きたかったんだ。

　──そっとしておこう。俺は扉をそっと閉めた。廊下へ出ると、さっきの音の他にもう一つ聞こえていることが分かる。ハルナの部屋からも音楽が聞こえるのだ。

　なるほど、左右から別の曲が聞こえていたから、俺は扉を開けるまで暴れん坊将軍が暴れているときの曲だとわからなかったのか。

　さて、ハルナはどんな曲を奏でているのかな？

　俺が扉を開けようとしたら、声が聞こえてきた。

「はーあーあーあ……どぅびどぅぱっぱら」

　しまった！　これは最後の部分だっ！　フルハウスのテーマを聞き逃のがしたーっ！

「ハルナ！」

　俺は涙なみだ目めになって扉を開けた。妙みように懐かしい曲って、無性に聞きたくなるよな。

　もう一回最初の「はーあーあーあ……はあぁ～」からやって貰もらおう。

　ハルナは部屋の真ん中で何故か上じよう半はん身しん裸はだかに水色チェックのパンツ一枚で鍵盤ハーモニカを持っていた。

　その鍵盤ハーモニカ、弟の奴だろ？　懐かしい。

「ハルナ──なんて格好してんだよ」

「あ、アユムっ？　またあんたは勝手に入って！　このロックマンエッロスっ！」

　Ｘの方っ？　エロックマンじゃなくてっ？

　ベッドの上に放り投げられていたキャミソールを急いで取り、胸を隠かくす。

　俺はくるりとハルナに背を向けながら、

「で、裸はだかでなにしてんだよ」

　気を遣つかってやった俺の背中に、跳とび蹴げりが入る。──こんのやろう。

「このエッロスメンっ！　トリプルエッロスっ！」

　まあ、エックスがありなら、いくらでもあるよな。ゲシゲシと俺の背中をスタンピングし続け、俺はそれをただ耐たえていた。怒いかりが収まったのか、深呼吸したハルナは、

「寝ね起おきで着き替がえようとしてたら──これ見つけて」

　と鍵盤ハーモニカに息を吹ふき込んだ。

　着替えの途と中ちゆうであっても、興味を持ったものが優先なんだな。──ハルナらしいっちゃあハルナらしい。

　俺はハルナの方へ顔を向け、手を合わせる。

「すまん、もう一度最初から演奏してくれないか？」

「え？　──やだ。どうせバカにするんだろ？」

　キャミソールにパンツ一枚の姿に変へん貌ぼうを遂とげたハルナはべーっと赤い舌を出した。その水色チェックのパンツはなかなか可愛いな。なんて視線を落としていると、キャミソールでガードされた。

「バカになんてしないさ」

「じゃあ──」

　ハルナはトランペットでも吹くように鍵盤ハーモニカを構える。アホ毛が指揮棒のように四よん拍びよう子しを刻む。

　その音色は、鍵盤ハーモニカの良さを全く殺していた。そう、それは鍵盤ハーモニカの音ではなく、まるでピアノのようだった。

　それもつかの間、すぐにそれは、もはやオルガンの域に達する。

　と思いきや、ちゃんとトランペットの音が出た。

　──ちゃんとじゃねえよ！　バカか俺は！　ていうか、なんでトランペットの音が出るんだよ！

　しかも曲がフルハウスじゃなくて、はぐれ刑事純情派のテーマになってるじゃねえか！

　……でもまあ、嫌きらいじゃないです。

　一曲演奏したハルナに、俺は軽く拍はく手しゆを送る。

「ハルナお前」と切り出すと、ハルナは目をじとっとさせた。

「やっぱりバカにするつもりだろ？」

　俺は首を横に振ふりつつ、

「上手かったよ。お前はこういう分野にかけては本当に天才だと思うわ」

　ハルナは顔を赤くして、目を背けた。照れているのだろう。アホ毛はガッツポーズを取っているから、本心では「やっぱりなっ！　さすがあたしだ！」とでも思っているんだろうね。

　良い気分になったのか、ハルナは手を突つき上げる。

「じゃあ、次はあたしのオリジナル『縄じよう文もん時じ代だいのポリエステル』を──」

　なんだその曲！　興味深～い。







　変なことをしていたら、時間は六時を過ぎていた。夏の日の出は早く、急いでいかないと辿たどり着つけなくなる。

　ゾンビが歩けるかどうかを判断するには、空よりも地面を見ればいい。

　人の影かげが見えない程度だったら大だい丈じよう夫ぶ。くっきりと影が見えるようなら完全にアウト。

　今は──セーフか。急いで学校へ忍しのび込み、自分の教室へ。

　俺の席には、友紀が寝ねている。こいつは毎日毎日、俺と同じ時間に登校するようになっていた。待ちくたびれたんだろうな。

　俺は起こさないように前の席に座り、あくびを一つ。

　友紀の寝ね顔がおは、とても間の抜ぬけたものだった。

　落書きでもしてやろうかと筆箱を漁あさっていると、友紀が手を伸のばし、口をもごもごさせる。──寝ね相ぞう悪いなこいつ。

「むにゃむにゃ──もう食べれないよ～」

　なんて古典的な寝ね言ごとを。

「だ、誰だれだ貴様は！　謀はかったなっ！　親の敵かたきめ──」

　一服盛られたのか！

「いえ、人ひと違ちがいです」

「素で返しちゃったよっ！」

　起こさないように心の中でツッコミを入れていた俺だったが、声に出してしまった。

「あ、相川……来んの遅おせぇよ～」

　ふわー。と恥はじらいもなく大きなあくびをして、目をこすっている。

「気持ちよさそうに寝てたところに悪かったな」

「……キスぐらいしちゃったか？」

　しししし。と、チキチキマシンに出てくる犬のような笑い方をする友紀。

「織戸じゃあるまいし、そんな無ぶ粋すいな真ま似ねはしないさ」

「わぁかってるよ～。冗じよう談だんだぜ！」

　寝起きなのにテンション高いなー。今、朝の六時だぞ？

「あ、相川。ちゃんとジャガイモ持ってきた？」

　ジャガイモ？

「なんでジャガイモ？」

「──相川てめえ……今日調理実習だって忘れてるだろ？」

　俺は海馬の中をスプーンでえぐり出すように記き憶おくを探り、体育の終わりに友紀が調理実習の話をしていたことをなんとか掘ほり当あてた。

「……あっ！」

　そして、そのとき、確かに友紀は言っていた。『ジャガイモ忘れずにー』と。

　すっかりぽっくり忘れてたわ。

「悪い！　ほんとーにすまん！」

　俺は手を合わせ、頭を下げる。

「まあ、相川らしいから良いけどさ」

　ふう、と一息吐はいた友紀は、またしししし。と白い歯を見せて笑った。







　さて、調理実習という授業は必要なのかと問いかける奴やつが居る。

　だが、俺はあえて言いたい。『必要』であると。

　体育よりも、家庭科の方が社会人として必要だと俺は考える。

　なぜならば、飯を食わずして人は生きていけないからだ！

　と、声を大にしてまで言いたくなるのは、俺がセラの料理を味わったことがあるからで、一いつ般ぱん的高校生の方々は、この授業に反対だった。

　まあ、面白くもなんともない授業だからな。

　何せ、こういう授業は経験者が全てを仕切ってしまう。つまり、女子に主導権があり、俺たち凡ぼん夫ぷは、ただ隅すみの方で駄だ弁べって完成を待つしかない。

　これほどつまらない授業があるだろうか？　まあ、実際あるんだけど。

　班ごとに分かれて洗面台に集まる。体育のときに見た面々が顔をそろえた。

　お下さげ髪がみの美人──平松。お淑しとやかな感じがどこかユーに似ている。

　次にバスケのときは茶ちや髪ぱつのロングヘアーをアップにまとめていたが、今は下ろしている三原。制服を腕うでまくりしてやる気十分だが、どうやらそのやる気は友紀をからかうためのものだろう。

　そして、高身長の下村。手も背中も大きく、引ひき締しまった肉体に、甘いマスク。青い瞳ひとみを持つイケメンと、どこもかしこも日本人離ばなれしている。だからあだ名はアンダーソン。

　あと友紀と──なんか織戸的な奴。

　何故か織戸のエプロンは気持ち悪いひらひらがついていた。俺は忘れたので、体育用に持ってきたジャージで参加だ。

「えー、今日は魚をさばいて──」

　担任の先生、通つう称しよう『特とく徴ちよう無しハリケーン』が授業内容を説明している間に、俺は肘ひじで織戸を小こ突づいた。

「お前、なんだそのエプロン」

「これか？　通つう販はんで買ったんだ。セラさんに着て貰おうと思ってな」

「裸エプロンか？　止やめた方が良いぞ。東京湾わんがお前の血で染まる」

「バカだな相川は──これはただのエプロンじゃない。メイド服の一部なのだっ！」

「うん、なんで俺は今、バカ呼ばわりされたんだろう」

「こら！　そこ！　気持ち悪いぞ！」

「センセー、怒おこり方がちょっとおかしーです」

　俺たちの横にいたアンダーソン君が長い手を挙げて抗こう議ぎをしてくれる。

　担任の先生、通称『無個性タイフーン』はコホンと一つ咳せき払ばらいをする。

「えー、実は、今日予定していた美食クラブの海うな原ばら先生がちょっと息むす子こさんにヒントを与あたえなくてはならないとかで突とつ如じよこれなくなりました。平たく言うとドタキャンです」

　ええ～。と不満の声が上がった。──この学校、どえらい人物を呼ぶ予定だったんだな。

「そこで、臨時に誰か頼たのめないかと悩なやんでいたところ、吉よし田だが紹しよう介かいしてくれました」

　俺の前に居た友紀がふふん。と鼻を鳴らす。

　吸血忍にん者じやのたぐいでも呼んだのかと思っていたが──

「では、先生どうぞ～」

　ガラガラガラ。入ってきた人物の姿に、俺は鼻がブタのようになるのではないかというくらい顔面がくしゃくしゃになった。

「可愛いー」「ちっちゃーい」女子たちの黄色い声が飛ぶ。

「普ふ通つうに可愛い」「アホ毛すげーな」「アリだな」男子のどす黒い声が飛ぶ。

　教きよう壇だんに立ったのは、身長一四五センチの少女だった。猫ねこのように大きな瞳。肩かたまでの栗くり色いろの髪かみとそのてっぺんにそびえ立つアホ毛がトレードマークの少女。

　その名は──

「あたしが天才美少女悪あく魔ま男だん爵しやく魔ま装そう少女ハルナちゃんだっ！」

　盛大な拍手が巻き起こる。

「ハルナちゃんは何者なんですかー？」

　少し小こ馬ば鹿かにしたような質問が即そく座ざに投げかけられた。

「見ての通り──軍人だっ！」

　どの角度から見たら軍人に見えるのか、是ぜ非ひそこからご教授願いたいね。

　どっと笑いが巻き起こる。──ハルナは迷めい惑わくごとさえ起こさなければ可愛いからな。こんなよくわからない言動をしていても、笑いで済まされるのだろう。

「今日はあたしがレクチャーしてやるから感謝しろよなっ！」

「師し匠しようーっ！　頼みますぜーっ！」

　友紀が楽しそうに声を掛かける。

「ハルナちゃーん。俺だよー。パンティおーくれ！」

　織戸がふざけたことを抜かす。それはドラゴンボールを全部集めてからにしろよ。

　俺は一人、頭を抱かかえていた。

　よし、ここはハルナと俺が無関係な方向で進めよう。極力ハルナの視界から外れるんだ。「今日の課題はサバを味み噌そで煮込んだもの。略して『あなたのそばに』を作るぞー。材料はサバ、赤あか味噌、酒。あーあとついでに味噌汁と卵焼きな」

「センセー、『あなたのそばに』だとサバじゃなくてソバ料理になるのでは？」

「うっさい黙だまれ！　死ねっ！」

　質問には答えない。さすがハルナだ。

「はい、じゃあまず『どきどきサバイバル煮ぃちゃん』からな」

「名前変えた」「やっぱり無理があったんだ」「でも『サバを味噌で煮込んだもの』より長くなってない？」「きっと『サバニぃ』って略したいんだよ」「お前すげーな」

　ヒソヒソとした話し声が聞こえてくる。そんなものお構いなしに、ハルナはレシピを黒板に書かき連つらねる。書いた場所が下過ぎて見づらいので、担当の先生、通称『無価値』が大きく上の方に書き直した。

「味噌汁はまあ、お好みで、問題は卵焼きだな。これを嘗なめてる奴は、百年以内に絶対死ぬから気を付けろよなっ！」

　もう、みんなツッコミを入れなくなっていた。かといってハルナを無視するわけでもない。「小さくて可愛い生物が虚きよ勢せいを張っている」のが、見ていて楽しいようだ。

「はいあんた！　あんた、卵焼きにいつも何掛ける？」

「俺は醬しよう油ゆです」

「じゃあ、あんたは？」

「ソースです」

「バカばっかだな。──あんたは？」

「塩だけです」

　ハルナはバンと黒板を叩たたく。

「ダメだお前らはっ！　いいか！　卵焼きには、命を賭かけろ！」

　小さな膨ふくらみしかない胸を叩き、熱弁するハルナ。

「魂たましいを吹ふき込こめ！　その結果、たとえ百年以内に死ぬとしてもだっ！」

　じゃあ、結局百年以内に死ぬんじゃねえかよ。

「センセー」

「なんだ！」

「もしかして、センセーは相川に卵焼き作ったことあるんですかー？」

　その質問を誰だれがしたのか、俺は特定できなかった。出来ていれば、あとでゾンビパンチをお見み舞まいしてやったのに。

　ざわざわとどよめきが巻き起こる。俺と同じクラスの人間は一度、『相川さん家ちの究極卵焼き』をご堪たん能のう頂いている。織戸や友紀が声を掛けたことと、今の熱弁を合わせて、その質問をするに至ったのだろうか。

「そりゃ、あるに決まってるだろ！　一いつ緒しよに──」

「いいから早く始めろっ！」

　俺はハルナの声を遮さえぎるように声を出した。顔を見られないよう、アンダーソン君を盾たてにして。







　ハルナが俺と一緒に住んでいることを公言する前に声を遮ったのは、ただの時じ間かん稼かせぎに過ぎなかった。

　女子たちはハルナ先生を囲んで、熱愛発覚した芸能人へインタビューするかの如ごとく、俺との関係を聞き出そうとしている。

　俺は織戸や他のあぶれた男たちと端はじっこで談笑タイムだ。

　一班に六人居ても、することなんざないからな。

「で、相川はどっちが本命なわけ？」

「うるせーよ」

　どっちというのはハルナと友紀を対象にしているようだ。

「そう言えば前に、ものごっつ綺き麗れいなお姉さんが弁当届けにきとったよなー」

「あ！　そうだよ！　顔もスタイルも半はん端ぱなかったよな」

「ゲゲェーっ！」

「その人はセラさんだ」

「し、知っているのか織戸！」

「セラもハルナも──ただの家族だ」

「じゃあ、本命はトモノリかよ！　くぅ～、俺トモノリ狙ねらってたのになー」

「お前、トモノリ好きだったんか？」

「だって、見ろよあの足。たまんねーよな」

「トモノリはああ見えて、隠かくれ巨きよ乳にゆうだ」

「し、知っているのか織戸！」

「ゲゲェーっ！」

「でも巨乳なら、相川の本命にはならないんじゃないか？」

「そうだよな」

「「だって相川はロリコンだもの」」

　声をそろえるな。どうしてそう、俺をロリコンにしたいんだ。

「実は相川の家には、ユウちゃんというもう一人の美少女が」

「し、知っているのか織戸！」

「ゲゲェーっ！」

　さっきから「ゲゲェーっ！」しか言ってない奴やつが居るな。

　あまりにウザいので、俺は友紀やアンダーソン君のところへいってみる。

「どうよ？」

　アンダーソン君に様子を聞いてみると、

「ほいよ。あーん」

　あーん。アンダーソン君が大きく口を開けるのに合わせて俺も口を大きく開ける。味噌汁を一口流し込んでくれた。んー、それなりに良い味がする。

「ど、どう？」

　友紀が心配そうに上うわ目め遣づかいで問いかけてくる。これは友紀が作ったものか。ということは、友紀の家庭の味。

「この味、俺は好きだなー」

「美味いとは言ってくれないんだ。でも──よかった」

　ほっと安あん堵どの息を吐はいた友紀を見て、俺はポリポリと頭を搔かいた。

「この味噌汁は美味い。故郷を思い出す」

　アンダーソン君が腕うでを組んでしみじみとしている。どこ出身なんだろう。

「よかったねー。相川好きだってー。お嫁よめにいけるねー」

　友紀の頭をよしよしと撫なでる三原。

「いや、オレはもう嫁なんだけど」

「で、相川はハルナ先生とユキちゃんとどっちが好きなわけ？」

　どこへいってもこの話題で持ちきりのようだ。友紀をよく知る女子はトモノリと呼ばずユキと呼ぶんだな。

　そうやって二極性を持たせるから、友紀が「トモノリ言うなっ！」なんて反応を示すんだ。もう全員がトモノリと呼んでやれば、きっと友紀もあきらめるだろうに。

「はぐれ刑けい事じに出てくる安やす浦うら姉妹だったら妹のユカさんが好きだ」

「小川範のり子こさんだな？　ボクも好きだよ」

　アンダーソン君、君ってホントに良い奴だよ。

「あ、あの……相川くん……その……この缶かんを……開けて」

　細々とした声と大や和まと撫なで子しこな優しい雰ふん囲い気きを持つ平松が、ミカンの缶かん詰づめを俺に渡わたしてきた。

「平松が居れば、この班に失敗はないな」

「そんな……そんなこと……ないよ」

　人と目を合わせて喋しやべることが得意ではないようで、いつも少し俯うつむきながら会話をする。

「ハルナ先生ー。相川君が平松さんを口説いてマース」

　三原が面白がってハルナを呼びつける。

　ハルナはアレン・アイバーソンのような身のこなしで生徒の合間をすり抜ぬけて俺の班までやってくると、問答無用で蹴けりを繰くり出だしてきた。

「見境なしかっ！　アユムは人間なら何でも良いのかっ！　ゾンビかっ！」

　ドロップキック……ドロップキック……ドロップキック。起き上がってはドロップキックを繰り出すハルナに拍はく手しゆが巻き起こる。

「センセー、料理に埃ほこりが付くのでそろそろ──」

　アンダーソン君がなだめてくれて、ハルナは手を洗う。

　君は本当に良い奴だな。助かったよアンダーソン君。

「ハルナ先生はどういうタイプの男が好きなんですかー？」

　三原が友紀に抱だきついたまま手を挙げて質問する。

「ほえ？　んー、世界のナベアツをジャリズムの渡わた辺なべって言う人かな」

「じゃあ、ユキは？」

「え？　オレは──トルクチューンモーターとレブチューンモーターの違ちがいがわかる人」

　友紀さん素敵！　俺は両手で友紀と握あく手しゆする。

「あーっと！　トモノリに軍配が上がった！」

「あ、あたしが──負けた──」

　ハルナが口を三角形にする。アホ毛がしおれていた。

　睨にらみ付けるハルナと、状じよう況きようをイマイチ理解出来ていない友紀。その構図に放り込まれ、三角関係を強引に作られる。

「修しゆ羅ら場ばだ修羅場だ～」

　生徒たちが集まり、楽しそうに笑っている。

「勝負だっ！　あたしと勝負しろっ！」

「オレが師し匠しようと？　無理無理。勝てるわけねーよ」

　笑顔を見せながらぱたぱたと手をあおぐ友紀。

「え？　そう？　やっぱり？　にゃはは」

　あ、少し機き嫌げんが戻もどった。

「じゃあ、卵焼き対決だ！」

　ビシっと指を突つきつける。機嫌が直っても勝負はやめないんだな。

　こうして始まった卵焼き対決で、両りよう雄ゆうの性格がモロに出ていた。

　なにをするにも楽しんでやるのが信条なのか、友紀は卵を割るだけでも笑顔だった。

　ゲームでもしているようだ。

　生クリームを入れただし汁じるを使うなどの工夫をこらしつつも、普ふ通つうに料理を進めていく。

　対してハルナは、キュッキュッと靴くつ音おとを鳴らして一歩進んでは一歩戻ってピボットピボット。恐おそろしく無む駄だな動きをしていた。──ゲームでもしているようだ。

「なにしてんだお前」

「卵持ったまま三歩以上歩いたらトラベリングになるだろっ！」

　誰が笛を鳴らすんだよ。

「だらっしゃーっ！」

　目の前に用意されたステンレス製抗こう菌きんボウルではなく、教きよう壇だんのところにあるボウルへ卵を投げる。

「「フェイダウェイシュートっ！」」

　バスケ部の三原とアンダーソン君が驚おどろきの声を上げた。アンダーソン君はとてもネイティブな発音だ。

「リバンっ！　卵が零こぼれるぞ！」

　皆みんなが固かた唾ずをのんで見守る中、綺麗な弧こを描えがく卵。

「静かにしろい。この音が……あたしを蘇よみがえらせる。何度でもな」
















　ばきゃっ。卵はボウルの縁ふちに当たる。そうして、見事なまでに卵が割れた。

　と同時に、溢あふれんばかりの声せい援えん。教壇に一番近い男子が、おそるおそるボウルの中身を確認する。

「こ、これは──卵の殻からが一切入っていない！　しかも、すでに搔き混ざっている！」

「噓うそだろ──おい」と言ったのは俺だ。どう考えてもそれは無理だろ？

　拍手喝かつ采さいされ、ハルナは目を閉じて天てん井じようを仰ぐ。賞賛を体の奥底まで染みこませているようだった。

「しかも、今のはスリーポイントシュートじゃないか？」

「違う──ただのスリーポイントじゃない」

「え？」

「ハルナ先生がシュートした場所は、さらに一メートル後方、つまり──」

「ＮＢＡライン」

　アンダーソン君が本場の発音で呟つぶやいた。お前やっぱり日本人じゃないだろ。

　ギャラリーの心はハルナに傾かたむいていた。三原やアンダーソン君ですら、ハルナ側に付いていたのだ。もはやこの勝負、誰だれもがハルナの勝利を疑わない。

「すげーっ！　師匠すげーよっ！」

　友紀も目を輝かがやかせてハルナを眺ながめている。悔くやしがる様子も見せない。ハルナが友紀の立場だったら、すぐに不ふ機き嫌げんな顔をしていただろうな。

　そのとき、事件が起こった。友紀の卵が入ったボウルに、なぜか毒どく蛇へびがっ！

「うわあっ！　蛇へびだっ！」

　これで、友紀の周りに居る生徒は一人もいなくなってしまった。

「俺は見たぞ！　スリーポイントのとき、ハルナ先生がバックビハインドパスで蛇を入れたんだ！」

「言いがかりはやめろっ！　あのシュートは両手で撃うってただろっ！」

　外野から様々な声が上がる。

「ハルナ、正直に言え。お前が入れたのか？」

　俺は少し怒いかり気味にハルナを問とい詰つめる。

　すると、ハルナはひゅーひゅーと空気だけの口笛をしながらあさっての方向を向く。

　こいつは……白々しいにもほどがあるだろ。

「ハルナ──」

「いいって相川。師匠を疑うのは失礼だぜ！」

「友紀……お前──」

「最初からやり直すからさ」

　明らかに嫌いやがらせをされたのに、全然苦にしていない。──いや、友紀は人が良すぎて気づかないんだ。……いやいや、それも違うな。ただ単に、こいつがアホなんだ。

「なんだよ──こいつ」

　逆に、嫌がらせをしたハルナが不機嫌そうな表情を浮うかべている。

　鼻歌交じりにフライパンで卵を焼く友紀。ハルナはそれを腕うで組ぐみしながら見つめていた。

　そんなときだ！　ハルナの足下に、さっきの卵まみれになった毒蛇がっ！　危うしハルナ！　一体どうなってしまうのかーっ！

「ハルナ先生ーっ！」

　ハブとマングースのような白熱したバトルが始まり、ハルナは地面を這はいつくばるようにジタバタしている。

「師匠っ！　大だい丈じよう夫ぶかよっ！」

　友紀はハルナを助けようと手を伸のばすが、蛇にシャーッと言われて思わず竦すくんでしまった。

「心配すんなっ！　あたしに構わず早く焼けーっ！」

「師匠……」友紀がきゅんとしている。

「友紀、卵焦こげるぞ」

　やれやれと首を振ふりながら俺が呟くと、友紀は即そく座ざに卵をひっくり返す。

「え？　あーっ！　もう焦げてるっ！」

「頑がん張ばれハルナ先生！」「負けるなハルナ先生！」

　ハルナコールが巻き起こる。エプロンを卵まみれにして毒蛇と死し闘とうを繰り広げていた。

　そして──

「また最初からやり直すかー」

　意い気き消しよう沈ちんした友紀に、すっくと立ち上がったハルナが、

「はい。しゅーりょー」

　ぱちぱちと手を打った。──こいつ、まさか友紀の卵を焦がすために一ひと芝しば居い打ったのか？

　憎にくたらしい奴やつだな──って、お前いつの間に卵焼き上げたんだよっ！

「これが、卵焼きに命を賭かけるってことか──」

「毒蛇との死闘で発生した熱気が、ハルナ先生の卵焼きを焼いたのね」

　ギャラリーにはアホしかいないのか。「ふふん、どうだ見たか」と言わんばかりに腰こしに手を当てるハルナ。小さな胸を大きく張り、アホ毛をビッコンビッコンさせる。

「皆みなさんも是ぜ非ひ一度お試し下さい」

「出来るかーっ！」

　毒蛇がどう、とかじゃなく、その手法で、卵焼きが、……出来るかーっ！

　こうして二種類の卵焼きが並んだ。友紀の卵焼きは焦げてしまったが、ハルナの卵焼きは美しい黄金の色をしている。

　そこに、職務放ほう棄きしていた担任の先生、通つう称しよう『無がエクスデスを飲み込みだした！』が様子を窺うかがいにやってきた。

「お？　出来たか。どれどれ──」

　誰が制止するまでもなくハルナの卵焼きを一口。すぐに目を丸くする。

「これ、誰が作ったんだ？　良いお嫁よめさんになれるな」

　残念です先生、そいつは良いお嫁さんになれません。他の家事が一切ダメですから。

　続いて生徒たちが箸はしを取り出した。

　誰もがハルナの卵焼きに箸を伸ばし、友紀の焦げた卵焼きは誰も手を付けない。

「うめーっ！」「舌が別の生き物になったみたいだ」「ビリビリと全身が痺しびれてるわ」

　巻き起こる絶賛の嵐あらし。

「当然だっ！　根暗マンサーに食べさせてやりたいほどの出来映えだからなっ！」

　まるで天下人にでもなったかのような高笑いをして、腰に手を当てる。

　友紀の卵を誰も食べることなく、ハルナは勝者になっていた。そうだろう。友紀に限らず、誰が相手でもハルナが負けるとは思わない。

　悔しがるかに見えた友紀は──

「うんめーっ！　さすが師匠だぜ！　すんげーっ！」

　もはや、勝負を忘れていた。こうして、クラス中の人間が箸を伸ばし、瞬またたく間まにハルナの卵焼きは無くなってしまう。

「バカ共っ！　アユムがまだ食べてないじゃんかっ！　もうっ！」

「俺はいつも食べさせて貰もらってるから、別にいいさ」

「これはいつもとは違ちがう仕様なんだっ！　根暗卵だっ！　だから、アユムが食べないとダメなんだっ！」

　ユーのために改良を加えた卵焼き──そうか。こいつもこいつなりに、ユーを引き留めるためにどうすれば良いかを考えてたんだな。

「じゃあ、もう一回作ればいいだろ？」

「むー。次は絶対食べろよな──そして、その美味さをちゃんと伝えるんだぞ？」

「ああ、当然だろ」

「ならば良しっ！」

「師し匠しよう！　オレの、どうですか？　オレは師匠のために作りましたっ！」

　友紀が笑顔のまま、焦げた卵焼きを差し出す。

　友紀の卵焼きを口に運んだハルナは、腕うでを組み、アホ毛を波立たせる。

「せん……」

「せん？」

「六百三十五点」

「「何点中っ？」」

　延べ六十人の盛大な合唱だった。

「ふっくら加減が足りない。かき混ぜすぎ、生クリーム入れすぎ、だし汁じる入れすぎ」

　ぶつくさぶつくさと欠点を並べ続ける。

「……だけど、あたしは好き。だから──千六百三十五」

「あ、でもそれまだ完成じゃないです」

　そう言いながら、友紀はシーザーサラダドレッシングをぶっかける。

　完成した友紀の卵焼きを食べたハルナはうーと唸うなったあとで。

「一・五から二・〇」

「「大おお幅はばに下がったーっ！」」

「や、やったぜ相川。二・〇と言えば、視力検査で言うとほぼ満点──」

「これ、視力検査じゃないから。どんだけポジティブなんだお前は」

「あーもう！　一から叩たたき込んでやるっ！　……あんた、名前は？」

　俺は驚きよう愕がくした。ハルナが名前を聞くなんて。それだけ友紀が認められたということなのか？　よかった。これでハルナも嫌がらせを止めるだろう。

　こうして、調理自習は滞とどこおりなく終わりを迎むかえた。

　そのまま昼休みに突とつ入にゆうし、班ごとにわかれて出来上がった料理を堪たん能のうする。

「はい。これアユムの分な」

「お？　ユーのために作ったって奴か？」

「これは──アユム用だ。この世界の本を読んで勉強したんだっ！」

　なるほど、ハルナぐらいになると、個人に対して味を変えるのか。どれどれ──

　んー、マンダム。大人の味だね～。いつもより苦みが少しきいているが、それがまた良い。セラの料理と違って、ハルナの料理は安心して──ひで──ぶ──

「相川ーっ！」

　俺は盛大に口内にある物質を全て吐はき出しながら、前のめりに倒たおれた。

「アユム？　アユム！　あれ？　あたしちゃんとこれの通りに作ったのに」

　ハルナが俺に見せたその本のタイトルは『これでターゲットもイチコロ』だった。

　表紙には、スーツ姿でグラサンをかけたスキンヘッドのおっさんが物もの陰かげに隠かくれながらアサルトライフルを持っている。

　お前──それ──イチコロの意味が──殺すって意味じゃ──

　あ、ダメだ。







　うっすら目を開けると、すっかり見慣れた保健室の天てん井じようが広がっていた。

　完全に俺のミスだ。まさかセラじゃなく、ハルナの料理が失敗するなんてな。

　上半身を起こす。そのとき、俺に覆おおい被かぶさるように寝ねているハルナを発見した。

「ハルナ……」

「はわっ！　アユムいつの間に！」

　ハルナは薄うす目めを開けたままがばっと起きる。

「あたしに変なことしてないだろうなっ？」

「お前こそなんかしてないだろうな？」

「あ、リンゴでウサギ作ったから食べろよな」

　それは、見事なウサギだった。木き彫ぼりの伝統工芸のような、すさまじくしっかりしたウサギ。相っ変わらず料理に掛かけては天才的だな。

　そんな天才的なハルナが、なぜセラのような殺人料理を作ったのか。

　それを聞いてみると、ハルナはアホ毛をしゅんとさせる。

「それは──アユムが悪いんだ」

「俺、何かしたか？」

「アユムがあんな奴とデートなんかするから！　イチコロにしてやろうと」

「なにも毒殺しなくてもいいだろ？　俺のことが気にくわないなら、いつもみたいに──」

「違うもん！　勘かん違ちがいすんなよなっ！」

「わかってるさ。嫉しつ妬となんかじゃないよな」

「──やっぱり……勘違いしてんじゃん」

「よく聞こえなかった。文句があるならはっきりと言え」

　ハルナは不ふ機き嫌げんな様子でそのまま黙だまり込んだ。

　やれやれ──今何時だ？　携けい帯たい電でん話わを取りだして時間を確認する。今は──五時間目が終わったところか。結構寝てたんだな。

　セラのときはそのまま動けなくなるほどだったが、今回はすぐにでも動けるレベルだ。毒を盛るよりもセラの作った料理は危険なんだな。肝きもに銘めいじておこう。

　それにしても──ハルナの勘違いも困ったもんだ。

「ハルナ、俺じゃなかったら取り返しがつかなかったんだぞ？　もう少し考えて行動しろ」

「──反省してる」

　いやに素直だな。てっきり「うっさい！」とか言って切り捨てるか、はたまた別の話題にすり替かえると思っていたが。

「ほんと──ごめんなさい」

「俺がゾンビでよかったよ」

「うん。でも──ほんと……美お味いしく食べて貰おうと思っただけなんだ」

　泣き出しそうなハルナの頭を、ペシッと叩く。

「うきゅっ」体を強こわ張ばらせて小さく悲鳴を上げた。

「これで、許してやるよ」

　俺はふっと小こ馬ば鹿かにしたように笑みを浮うかべ、そのままハルナの頭を撫なでた。

「うん。──ごめんなさい」

　かつて、ハルナがこれほど素直に謝ったことなどあっただろうか。

　彼女に一体なにがあって、今何を思っているのか、エスパーではなくゾンビである俺には、さっぱりわからない。でも、これだけは言える。

　いつの間にか、こいつも人並みのことが出来るように成長してるんだな。

　──すげえよ。俺なんか、死んでも無理だった。

「うおーい、相川～」

　織戸が入ってきて、ハルナは咄とつ嗟さに体の向きを変えた。

「じゃ、じゃあ──あたし次の授業も講師やってるから」

　やましいことでも隠すように、ハルナは織戸と入いれ替わり、そそくさと保健室から出ていく。それを見届けながら俺のところまでやってきた織戸は、満面の笑みを見せた。

　どうせなら、友紀が来て欲しかったと思う俺は贅ぜい沢たくなんだろうか。

「大だい丈じよう夫ぶそうだな。相川がウイルスか何かでゾンビにでもなるんじゃないかってみんなで心配したんだぞ」

「その心配は無用だ。──もうなってる」

「お前体弱すぎだろ」

　織戸が拳こぶしを突つき出だしてくる。

「恐おそろしく強えよ。本気出してないだけさ」

　その拳に応えるように、俺も拳を突き出し、こつんと拳を合わせる。

「ハルナちゃんもトモノリも心配していたぞ。──ああしてると可愛いよな」

「ああ、そうだよな」

「可愛いと言えばな、さっき滅め茶ちや苦く茶ちや可愛い子を見たんだよ」

「お前、いつもそんなこと言ってるな」

「ロリコンの相川でも絶対可愛いと思うぜ？　あれは。胸もそこそこでかかった」

「へえ」

　俺は興味もなかったので適当に応えた。貧乳だったらもう少し興味も湧わいただろうが。

「でも、あんな子居たかなー」

　首を捻ひねりながらなにげに言い放ったその一言。その一言で、俺の興味は一気に膨ふくれあがることになる。

　織戸って男は、性せい欲よくの塊かたまりだ。全校生徒の女の子全てのデータを持っていると豪ごう語ごしていたこともある。そして、それは噓うそではなく本当だろう。

　可愛い女の子だというのに、誰だれだかわからない？

　織戸に限って、そう、織戸に限って言えば、それはありえない。

「そいつは、ウチの学校の生徒なのか？」

「ああ、制服着ていたからな」

　尚なおのこと気になる。吸血忍にん者じやや魔ま装そう少女の可能性も考えられるが、いずれにしても、夜の王やユーの手がかりになるかもしれない。

「どんな格好をしていた！」俺は興奮のあまり、今聞いたばかりのことを聞いていた。

「はあ？　だからウチの制服だって」

　記き憶おくを操作できる魔装少女か、はたまた潜せん入にゆうしている吸血忍者か。

「こう、肩かた過ぎぐらいの髪かみをツインテールにしてて、中学生みたいな──言うならロリ巨きよ乳にゆうキャラだな」

　その容姿に、覚えがある。ただそれだけの状じよう況きようで確定は出来ないが──京子。

　京子の可能性がある。

　わからん。京子ならなぜここへ来る？　この学校に俺が居るのは知ってるはずだ。

　俺の考え過ぎなのだろうか？　くそっ。気になって仕方がない。

「織戸、その子はどこで見たんだ？」

「どこって、ここに来る前に廊ろう下かで」

「そうか。ありがとうよ」

　俺は軽く手を挙げてベッドから降り、上うわ靴ぐつを履はく。

「ロリキャラって聞いた途と端たんに見に行くのかよ。さすがロリコンだな」

「俺はロリコンじゃねえよ」

　廊下には、ガヤガヤと喋しやべり声が絶え間なく響ひびいていた。どいつもこいつも知らない顔ばかり。俺は、この学校にどんな生徒が通っているのかなんて、どうでも良かった。

　そのせいで、織戸の言っていた人物が誰なのか、わからない。階段を上がったり下がったり、ウロウロ徘はい徊かいする。

　くそっ。織戸を連れて来ればよかった。

　六時間目開始のチャイムがあり、ぞろぞろと囚しゆう人じんが牢ろう獄ごくに戻もどるように教室へ人が入っていく。俺も自分の部屋へ戻ろうとした。

　教師と生徒が全員教室に入る。──俺以外、たった一人の少女を残して。

　その少女は、俺の知る人物だった訳だ。

　俺の勘かんは冴さえ渡わたっていたようだな。刑けい事じにでもなれるんじゃないか？　ゾンビ刑事も悪くない。俺の顔を目にした少女は、にっこりと微ほほ笑えんだ。

「こんにちは、相川さん。お元気そうで残念です」

　ついつい見続けたくなるほどの可愛らしい笑顔だったが、俺はそれを睨にらみ付ける。

「こんなところで会うなんて奇き遇ぐうだな。──何を企たくらんでる？」

「何を企んでいるかは相川さんもご存じのはずですよ？」

「──まさか、魔装兵器が」

「はい。完成しました。相川さん、見たがっていたんでしょ？　あの方が言ってました」

　そう言えば、確かに一度お目めに掛かりたいと言った覚えがあるな。

「私個人も、相川さんに是ぜ非ひご覧になって頂きたいと思ってますよー。あのときの恨うらみは死んでも忘れません」

「恨み？　いつのことだか俺は忘れちまったよ」

「──忘れたとは言わせません。エッチな本と兵器をすり替えるなんて」

　そんなこともあったかな？　よく覚えていないが。

「そこで、相川さんの悔くやしそうな顔を見るために、兵器の試験場にここを選びました」

　くすくすと笑う。本当に嬉うれしそうな顔だな。

「で、肝かん心じんの兵器はお前に憑ひよう依いしてるのか？」

「憑依？　おかしな表現をしますね。幽ゆう霊れいか何かと勘違いしてるんですか？」

　ん？　どういうことだ？　友紀の中にいる右半身だけの男が魔装兵器じゃないのか？

「兵器は、すでに発動させました。残り時間はあと六分程度です」

　何だと？　時限式なのか？　どうも俺の知っている兵器とは違ちがうようだ。──そうか。京子は魔装兵器の形状を知らないんじゃないだろうか？　魔装兵器の形状が幽霊のようだと知っていれば、エロ本なんか持って行かなかった。

「ふふふ、今から探しにいっても六分で探し出せるでしょうか？　まあ、せいぜい頑がん張ばって下さいね」

　両手でガッツポーズを見せるその姿は、運動部に居る先せん輩ぱい思いの可愛らしい後こう輩はいマネージャーの如ごとき可愛らしさだった。

　俺は踏ふみ出し、一気に距きよ離りを詰つめる。

「ヒントを差し上げま──」

　京子は驚きよう愕がくの面持ちで後方へ飛ぼうとする。俺は制服のセーラー服を握にぎりしめる。

　京子の豊満な胸がたゆんと揺ゆれた。

「な──」弾はじくように唇くちびるを動かす京子は俺を突き飛とばす。

「なに考えてるんですか！　兵器を探す時間はもうほとんど無いんですよっ！　私に構ってる暇ひまなんか──」

「お前だけは絶対に逃にがさない。たとえ──何が起ころうとな」

「──最っ低ですね」

　俺だって兵器を発動させたくはない。ちゃんと考えた上で、京子を追いかけてるんだ。

　京子だって、兵器で死にたくはないはずだ。ここで京子を六分間足止めすれば、否が応でも自分から兵器の発動を阻そ止しするはずさ。

　だから、ここは京子を追い続ける。倒たおす必要はない。ただ六分間、捕つかまえておけば良いんだ。

　京子は飛ぶようにして俺から距離を取ろうとする。

　俺は京子に追従するように、攻こう撃げきはすることなく、ただ追いかけた。

　腕うででもつかんでやろうと考えていたが──

　……やっぱり、無理だ。

　こいつさえ、こいつが居なかったら──俺が死ぬこともユーが帰ってしまうこともなかったはずだっ！　捕まえるだけじゃ気がすまない。──ぶん殴ってやる！

　俺は左足を前に出し、全身の力を込めて右ストレートを可愛い顔にたたき込む。

　京子はぱちんと指を鳴らし、小さな竜たつ巻まきが俺の右手にまとわりつく。その風は、刃はで出来ていた。

　皮ひ膚ふが切きり裂さかれ、血がはじけ飛ぶが、知ったこっちゃない。俺は六〇〇％の一いち撃げきをぶちこむだけだ。

　ジャストミートはしなかったが、京子の頰ほおを拳がかすめる。

　うまく避さけるな。京子は真っ赤に染めた深紅の瞳ひとみを俺に向け、奥歯を嚙かみしめた。

　右手に竜巻が集まり、それをドリルのように腹へねじ込んできた。

　──こいつ、やっぱり強いな。

　だが、魔装少女に変身していないなら、今の俺でも互ご角かく程度の戦いは出来るはずだ。

　腹筋が抉えぐられる中、俺は京子の大きな胸を押すように右手を伸のばす。

「バカムっ！　右下！」

　右下？　背後から声が聞こえ、ちらりと視線を右下へ移す。

　そこには、空気が渦うず巻まいていた。掃そう除じをサボっているのか、埃ほこりが舞まっている。

　俺がそれに気づいた瞬しゆん間かんに、空気は竜巻に変わる。

　完全にやられた。京子は俺が右手を突き出したときに出来る死角から、攻撃を放っていたのだ。

　もう俺の名前とバカを合体させて呼んだことなんか気にならないほど、俺は対処に困っていた。

「左から振ふり下ろし！」

　切せつ羽ぱ詰つまったハルナの声。その声で動きを止めたのは、京子だった。

　ハルナが言うような左からの振り下ろしはない。

　俺は左へ飛び退いて、京子の退路を断った。

　京子が俺に竜巻の剣けんを構えると、

「右から沈しずみ込むような体勢で来るから気を付けろよな！」

　ハルナが叫さけぶように言う。京子はハルナへちらりと流し目を送ったあと、何を思ったかその場でくるりと回転した。そして、もう一度ハルナへ流し目を送る。

　次に京子が右手を挙げたとき、

「今だアユム！　ぶん殴なぐれ！」

　俺は言われるままに、拳を振りかぶる。京子は何かを言いたそうに口を開くが、避けようともしない。

　え？　ホントにこのまま殴って良いのか？　そんなに簡単に？

　京子の頰に拳が当たる。

　意外にもジャストヒットしてしまい、俺は拍ひよう子し抜ぬけしていた。そのせいか、力がそれほど入ってなかった。

「どうして──」京子が鋭するどい眼差しでハルナを見る。

「どうして私の行動がわかるんですかっ！」

　ハルナはにやりと笑い、自信満々に言う。

「あんたと何回やりあってると思ってんだっ！　ほら、アユム！　今そいつ右回りに逃げようとしてるから気を付けろよなっ！」

　京子は苦虫をかみつぶしたような表情で動きを止めた。

「悪いな。ウチのハルナは──天才って設定なんだ」

「憎にくたらしいですね──だったら」

　廊下を蹴ける京子。正面から当たるつもりのようだ。

「アユム！　右手は使うなよなっ！」

　右手？　見れば、右から竜巻が来ている。

　手を出したら、巻き込まれてしまうわけだな。

　なるほど、ハルナが行動を読めるかどうかはどうでもいいってことか。

　正面からのぶつかりあい。こっちは左手のみ。

　やってやるよ！

　目の前に竜巻が巻き起こる。俺はお構いなしに左手を──あれ？

　京子が居ないっ！

　しまった。攻撃しにきたんじゃなくて逃げに徹てつしたのか！

「言ったはずだっ！　あんたの行動はお見通しだってなっ！」

　振り向むいた先で、ハルナが京子を押おし倒していた。

　ハルナさん格好いいけど、その台せ詞りふ初めてだよ！

「ハルナなんかに──落ちこぼれの──あんたなんかにっ！」

「ナイスだハルナ。ようやくこいつとの因いん縁ねんも終わったな」

　俺は京子の腕を搦からめ捕とり、髪かみの毛けをつかむ。聞きたいことは山ほどあるが、先に兵器を止めて貰もらわないと。

「さあ、早く兵器を止めろ。もうほとんど時間もないんだろ？」

「あははははは」

「何がおかしい？」

「私はちゃんと言いましたよ？　すでに発動しているって。私が止められると思ってたんですか？　無理ですよ」

「お前まで死ぬんだぞ？」

「生体の宝ほう珠じゆって、知ってますか？」

　俺はすっかり忘れていた。こいつは『生体の宝珠』という人類の夢のようなアイテムを持っていたんだ。それは死んでも大だい丈じよう夫ぶなんていう馬ば鹿か馬ば鹿かしいもので、もし今兵器が発動してここにいる生徒や教師が全員死ぬことになっても、こいつだけは蘇よみがえる。

　俺のせいで──みんな死ぬ？

　三原や平松やアンダーソン君や織戸──トモノリ。

　ハルナまで？

　ちらりとハルナを見る。ハルナは後ろに回した京子の両手首を、自分の手で包み込むようにつかんでいた。ハルナの手がルビー色の光を放つと、光輪が京子の手を固定する。

　魔ま装そう少女の手て錠じようのようなものだろうか。

「ハルナ、生体の宝珠でここにいる人間を救えたりしないのか？」

「魔装少女じゃないと触さわることも出来ないから、あたしやアユムだったら持つことは出来るけど──」

　同じように足も固定し、京子はただ廊ろう下かに横になって、ずっと笑っていた。

「よし、ハルナ。こいつから生体の宝珠を奪うばえ」

「あははは！　無理ですよ。ハルナにそんな技術はありません。いいですか？　生体の宝珠は物体じゃなく──」

　大笑いしていた京子が、はっと驚愕の表情を浮うかべる。

「ない──生体の宝珠が──一つもっ！　やられた！　全部あの女──」

　そこで、京子は言葉を失う。そして、明るい笑顔を見せた。

　学校の廊下に、あの青い霧きりが現れたんだ。さては夜の王が京子を助けに来たんだな？

　俺は京子を逃がさないように霧から離はなす。

　霧から声が聞こえる。

「君はもう、用済みだ」

　それはまさしく、夜の王が発する人を小こ馬ば鹿かにしたような声だった。

「噓うそ──なんで──」

　動かない手足をばたばたさせて、京子が藻も搔がく。だが、夜の王は応えない。

　たった一言を伝えるためだけに霧が現れたのか、そのまま空気に溶とけていった。

　ぎゅっと唇を嚙みしめた京子は、「あの──クソ女っ！」と恨うらめしそうに呟つぶやいた。

「どうやら、見捨てられたようだな」

「──アリエル先生が、交こう渉しようでもしたんでしょうね」

　京子は血が滲にじむほどに唇を嚙みしめていた。

　なるほどな──全ては大先生のおかげか。

　がらがら。

　教室の戸が一いつ斉せいに開いた。そして、ゆっくりと出てくる生徒たち。

　なんだ？

　授業は始まっていたんじゃないのか？

　そこから出てきた生徒たちは、皆みんな──異様だった。

　ゆらゆらと横に揺れながら、手を弛し緩かんさせた状態で廊下へ出てくると、皆いきなりテンションが上がり、動物の鳴き真ま似ねをする。

　何よりも奇きっ怪かいなのは、全ての人間の頭から──動物耳が生えていることだ。

　学園祭には、まだ早い──



















　ハルナが怯おびえている。無理もない。俺も怯えるほどの光景だからな。

　避ひ難なん訓くん練れんのときでも、これほど綺き麗れいに生徒が廊下へ出てくることはない。狭せまい廊下が猫ねこ耳やウサギ耳の人間でぎちぎちになってしまった。

　一体、何が起こってるというんだ？　なんのイベント？

「やられた！　まんまとっ！　何もかもあのクソ女に！」

　京子が何を悔くやしがっているのかも、俺にはわからない。

　俺は、手足の自由を奪われた京子の体を抱だき上げる。とにかく、ここから逃にげ出すべきだと考えたからだ。

「これは──大先生の使う魔ま法ほうの中でも最も恐おそろしいって言われてる呪のろいだ」

　ハルナが体を震ふるわせて俺の服をつかんだ。メガロと相対したときの震えとは違ちがう。獣耳に何かトラウマでもあるのだろうか？

「大先生の？」

「そう──魔装兵器とは、魔法の使えない男でも誰だれでも簡単に高度な魔法を使えるようにするためのもの」

　ぶつぶつと京子が呟く。

「これが、魔装兵器の力か？」

　実際魔装兵器を目にした人間としては、どうも違う気がするが。

「そうです。騙だまされたんですよ。『確かに無差別に攻こう撃げきする兵器は作った』という形だけの失敗作ですよ。まさか、こんなものなんて──」

　不本意な結果だった訳か。さすがです、大先生。

「でも、凶きよう悪あくですよ。この呪いは」

　別段、恐ろしくも感じないが。ただ獣けもの耳を生やすだけだろ？

「この呪いは──人間をだんだんと動物に変えていくんだ」

「可愛いもんじゃねえか」

「バカっ！　今はまだ耳だけだけど、その内本当の動物になって、そうなったらもう治らない！　とにかく逃げるぞアユム！　あいつらに触ふれたらそれだけで感染するんだ！」

「そんな凶悪なものなのかっ？　治す方法は？」

「動物にもわかる人間の生み出した文化。音楽を聴きかせるんだ！　笑いでもいいけど、一人でも感染者が残っていたらまた広がっていくんだ。やっぱり、音楽の方が有効範はん囲いが広くて楽だからな」

　なんちゅうアホな。まあ、言われるとおりにするしかないな。

　見れば、男子生徒たちは喧けん嘩かを始めていた。グルルルと威い嚇かくして両手を広げ、襲おそいかかるその様は、頭の犬耳に比例した姿だ。

　京子を担ぎ上げ、俺はハルナに付つき添そって音楽室へと走る。

　逃げるものを追うのは動物の習性だ。獣耳をした人間たちが俺たちを追っていた。

「ちょっと！　相川さん！　おっぱい触りすぎです！」

　少し黙だまれ。

「アユムの変態がっ！　エロンベアの門番がっ！」

　攻撃はやめて。

「くそ！　どこまでの人間が動物化してんだっ！」

「私が仕し掛かけたのは一階です。恐らく、一階の人間は全てアウト」

「さっき居たのは二階だろ？」

「呪いの粒りゆう子しは空気に乗って、どんどん上へと向かいます。窓を開けていたクラスは空気感染するでしょうね」

　ヴィリエの呪いってのは、細さい菌きん兵器みたいなもんなんだな。音楽室は四階にある。汚お染せんされてなければ良いが。

　三階へ上がり、俺は自分のクラスへと向かう。

　平松は吹すい奏そう楽がく部だったはずだ。どうか、みんな無事でいてくれ。

　ガラガラガラ。

「みんな無事かっ！」

　俺は大きな声を上げながら戸を開けた。教室にいる生徒たちは皆ぽかんと口を開けて、俺を見ている。

「あー、相川君。とにかく席に着きなさい」

　メガネを掛かけた白しら髪がの先生が、チョークで俺の席を指す。

　どっと笑いが巻き起こった。

　何この恥はずかしさ。

　まあでも、どうやら、ウチのクラスは無事なようだな。

「平松！　ちょっと顔貸してくれ！」

「え？　私……？」

　そんな恥ずかしい人間に声を掛けられてしまったせいか、平松は頰ほおを赤くして身構えてしまった。

「このままじゃ、みんな動物になっちまうんだ」

　という俺の説明に、また大きな笑い。俺は爆ばく笑しようを取りに来た訳じゃない。

　俺は脇わきに京子を抱かかえたまま、教きよう壇だんのすぐ前に座っている平松の腕うでをつかんだ。

「いいから、頼たのむ。──平松」

　俺の真しん剣けんな顔がさらにツボなのか、みんなの笑いは止まらない。

「相川君、今は授業中で──」

　強く言えない教師でよかったよ。とにかく俺には、周りの声に耳を傾かたむけている暇ひまはなかったんだ。

「それにしても暑いなー」

　俺の席の後ろに居たカーテン担当の男子生徒がそう言いながら窓を開ける。

「バカっ！　開けんなっ！」

　ハルナが叫さけぶ声が届く前に、窓は開かれた。

　そして──

　ポンポンポンポン。鼓つづみを叩たたく音と共に、頭から耳が生えていく。

　まるで、オセロで角を取られたときのように、端はじっこからどんどん猫耳に変わっていく。そして、獣耳を付けた人間は近くの人間に襲いかかり、驚きよう異い的なスピードで広がっていった。

「マズい！　アユム早くっ！」

　俺は平松の手を取り、教室の外へと走る。

「ぎゃあああ！　俺のトレードマークがあああっ！」

　織戸の叫びがこだまする。あのツンツン頭のうち、二本だけキリンの角に変わっていた。

　──似合ってんじゃん。

　強引に手を引っ張ったせいか、スカートが引っかかり、平松はその場で転てん倒とうした。

　俺はその手をもう一度つかもうとしたが──ちらりと見えたピンク色のパンツに気を取られ──くそっ！

「アユム！」ハルナに引っ張られたせいもあり、俺はその手をつかめなかった。

　教室を出るだけで精せい一いつ杯ぱいだったんだ。ハルナによって閉じられた戸の向こうから、可愛らしい様々な動物の鳴き声が聞こえてくる。

「ハルナ、口笛とかじゃダメなのか？」

「何分もずっと続けられるなら多分それでも良いけど」

「何分もとなると難しいな」

「私だったら出来ますよ」

　京子がふふっと笑みを浮うかべる。どうせ解放しろとか言い出すだろうし、無視だ。

　仕方がない。とにかく四階の音楽室を目指そう。今日音楽の授業がないことを祈いのるばかりだな。

　歩き出した所、隣となりのクラスの戸が開いた。

　そこから出てきたのは──猫耳になってしまった友紀だった。手を見れば、猫のように可愛らしい肉球が──症しよう状じようが進行してやがる。

「トモノリ──お前まで」

　熊くまのようなアンダーソン君や、尻しつ尾ぽの生えた三原まで廊ろう下かへ進出してきた。続いて俺の教室からも、キリン織戸やウサギ平松、サルになった先生まで廊下へと躍おどり出す。

「もう手て遅おくれだ！　急ぐぞアユム！」

　──くそったれ！　このまま動物にして堪たまるか！　俺たちは急いで目的の音楽室を目指した。脇わき目めもふらず、振ふり返かえることもせず、ただ一心不乱に。

　音楽室の戸は閉まっていた。鍵かぎが掛かっているってことは、使用中ではない。

　一いち縷るの望みはつながった。

　ゾンビパワーで強引に戸を開けて、中に避ひ難なんする。

　音楽室はがらんとしていた。あるのは黒板とピアノと、夜に目が動くと噂うわさの肖しよう像ぞう画がたち。

　楽器ってどこにあったっけ？　隣の準備室か。

「さ、ハルナ！」

「鍵けん盤ばんハーモニカはどこだっ！」

「高校の音楽室に鍵盤ハーモニカは──ちょっと」

「あはは！　私ならピアノ弾ひけますよ？」

「お前には聞いてない」

「別の部屋見てくる！」

　居ても立っても居られなくなったのか、ハルナはそう言い残し、音楽室から出て行く。

「うきゅっ！」

「どうした！」

「アユム！　絶対ここ開けるな！　もうすでに──」

「ハルナ！」

「アユム……あたしはもうすぐ理性を失う。その前に、言っておきたいことがあるんだ」

「ハルナ……」

「絶対に忘れるな！　ジャガイモは、ナス科の植物だってことを！」

「え？　ああ、うん」──ナスだったんだ。

　本当に言っておきたかっただけのようだ。

「あと、ホタルイカはホタルイカモドキ科の生物」

「え？　どういうこと？」ホタルイカに何があったんだ？

「あとネギトロのネギは野菜のネギって意味じゃなくて──う、うにゃーん」

　ハルナ──っ！　ネギトロの意味を教えて──っ！

「いよいよ、私と交こう渉しようするしかないですよね」

　こいつの思い通りにいくのだけはイヤだ。──どうする？　どうすればいい？

　まだある。ああ、そうさ。──まだ頼たよれる人物は残っている。

　俺は携けい帯たいを取り出して、電話を掛ける。

「もしもし、相川です」

　電話の先は自宅。──電話に出たのはセラだ。

　セラだったら、上手に弾けるし、幸か不幸かヴァイオリンも家にあるからな。

　今の状じよう況きようを説明し、セラの力を貸して欲しいと伝えた。

　すると──

「イヤです」

　びっくりする返事を返してきた。

　なんでやねん。いつも素晴らしいタイミングで助けに来てくれる僕らのヒーローが、今回は助けてくれないというのだ。

「学校には──友が……保守派の吸血忍にん者じやも居ますので」

　そうか。吸血忍者と会えば殺される可能性もあるんだったよな。

「頼む」

「イヤです」

「セラ──お前にしか頼めないんだ。俺を──ハルナを助けてやってくれ」

「……すみません。少し考えさせて下さい」

「セラ──頼む。セラ……」

　電話はそのまま切れてしまった。

　参ったな。──いや、きっと来てくれるさ。必ず──

「ここ、暑いですね。ちょっと脱ぬがしてくれませんか？」

「我が慢まんしろ。汗あせで濡ぬれるぐらいがちょうどいいさ」

　色いろ仕じ掛かけがゾンビに通用するかよ。お前の胸は顔に似合わずデカすぎるんだ。セラの絶品を見慣れている俺がそんなもんに──ごくり。いやー、おっぱいって本当に良いものですねー。いかんいかん！　状況を考えろっ！　良いおっぱいがなんだっ！　みんな動物化とおっぱいで苦しんでるんだぞ！　なんとかおっぱいしないと！

　──やっぱり脱がしてあげよう。可か哀わい想そうだもの。うんうん。おっぱいおっぱい。

「それより、聞きたいことが山ほどあるんだが」

「情報って、交こう換かんじゃないと成立しないと思いませんか？」

「俺から提示する情報は──魔ま装そう兵器は物体じゃないってことかな」

「そりゃそうでしょう。この世界で言う『科学』ではないのですから」

「でも、お前は持って歩けるものだと思ってたんだろ？」

「ええ、器に入れていないと発動してしまうじゃないですか」

「器──そうか、あいつは器なのか」

「あいつ？」

　言っていいのか少し悩なやんだが、どうしても聞いておきたい情報のために真実を語る。

「ああ、友紀って女の子の中に、お前が以前探していた魔装兵器はある」

「この世界に隠かくすって……この世界の人間に隠したって言うんですか！　人には人道に反することをするなとか言っておいてあのクソ女！」

　どうやら、さっきからクソ女クソ女と呼んでいるのは大先生のことのようだ。

「探しても見つからないはずです。持っているのではなく、入れられていたのなら──なるほど。で、相川さんは何が聞きたいんです？」

「大先生のことだ」

「ま、その質問でしょうね。良いですよ。あのクソ女にしてやられた訳ですし、私の完敗ですから」

「してやられたってのは？」

「アリエル先生が私たちに付いてきたのは、私から生体の宝ほう珠じゆを回収するためだったんですよ！　しかも出来損ないの兵器なんか渡わたした挙げ句に、あの方まで私から奪うばうだなんて──あーっ！　イライラする！」

「ちょっと待て。どうしてそんなことをする必要があるんだ？」

「ヴィリエ打だ倒とうのことしか考えてない人ですから、どうせそれ絡がらみでしょう」

「それもちょっと待て。ヴィリエ打倒ってなに？」

「あれ？　ハルナは雑ざ魚こだし知らないでしょうけど、相川さんなら話をされたと思ってましたけど？」

「ヴィリエってお前ら魔装少女の世界の名前だよな？」

「ええ。そうですよ。アリエル先生は、今の女王を倒たおすために強い人間をスカウトして、生体の宝珠を作り出し、兵器を作った。その兵器を知られたら困るので、この世界に隠したんです」

　強い人間をスカウト。そう言えば俺とセラが初めて大先生と会ったとき、大先生は突とつ然ぜんセラを勧かん誘ゆうしていた。

　とんでもない兵器も、魔装少女を倒すためと言うのなら、わからないこともない。魔装少女って奴やつは、俺が知っている種族の中でも最強だからな。

「お前、どうして吸血忍者の力を持ってるんだ？　どうして夜の王と連つるんでたんだよ」

　その話題には触ふれないでくれと言った寂さびしい表情を浮かべたあと、京子は安らかな表情を浮かべた。

「私ね、犬を飼っていたんです。実はあの人、ペットショップで働いているんですよ？　意外でしたでしょう？　まあ、出会ったきっかけなんてそんなモノです。私の犬は足が悪くて、病気がちで、いつも辛つらそうな顔をしていました」

　俺は、そんな昔話をする京子の顔を愛らしいと思ってしまった。こいつは、道を間ま違ちがえなければ、ただの可愛い女の子なんだよな。

「そんな私の犬を、あの方はどうしたと思います？」

「必死に看病してくれた？」

「殺したんです」

「は？　なんでだよ」




「生きることは、死ぬことより辛い」




「あの人はいつもそう言ってました。私だって、なんで一いつ生しよう懸けん命めい生きようとしていたのを殺したんだってすごい剣けん幕まくで迫せまりましたよ？　でも、それはただの私のエゴだったんです。生きていて欲しいって言うのは他人の願望。その子は──こんな姿で生きていたいなんて思ってなかったかも知れない」

「そんなことはない。死にたがる動物がどこにいるんだよっ！」

「まあ、あなたとあの人は合わないでしょうね。でも──死し刑けいより無期懲ちよう役えきの方が辛いと考える人間も居るってことですよ」

「辛いぐらいなら死んだ方が良いって、そんな逃にげた考え方があるかよ」

「ええ。私も死にたいとは思いません。むしろ、永遠に生きていたいと思ってます」

「だったら、なぜあんな奴と──」

「私は、あの人を殺してあげたかったから。──でも、やっぱり出来なかった。──この話は相川さん、今のあなたにも当てはまるんですよ？」

「俺がゾンビだからか？」

「ユーさん、あなたのところから去ったそうじゃないですか。──なのに、あなたは女め々めしくもずっと追いかけている。あいつだって一いつ緒しよに居たいはずだ。ってね」

「それとこれとは話が違ちがうだろ」

「一緒ですよ。彼女は辛い思いをするくらいなら逃げてしまいたかった。だけどあなたはそれをさせない。これって、本人は辛くて死にたいのに、生きていれば～とか綺き麗れい事を並べて死なせない他人のワガママと同じじゃないんですか？　『ありがた迷めい惑わく』ってこの世界の言葉で合ってますよね？」

　俺は──反論できなかった。京子は満足そうにくすりと笑う。

「竜たつ巻まきの能力については──ユーさん……でしたよね？　彼女の不老の血は、あの方にも分け与あたえられていた。私は、それを頂いたまでです。ま、私は生きたいと願いすぎていた。それが捨てられた原因でしょうね──ああ、もうやっぱりあの人は格好いいな」

「カッコイイ？　どこがだ？　お前の考えはわからん」

「おこちゃま」

　京子はくすくすと笑った。くそ。胸くそ悪い話を聞かされた。

「ありがとうございます。喋しやべってると、少し──気が晴れました」

　急に礼を言われて、俺は複雑な気持ちになっていた。

「……そんな表情をしても、絶対逃がさないからな」

「あは、そんなんじゃないですよ。大だい丈じよう夫ぶです。ちゃんとヴィリエで罰ばつを受けますよ」

　そのとき、俺は発見した。窓の向こう、隣となりの家の屋根に、一人の女性が居ることを。

　ヴァイオリンを持った、一人の女性だ。

　それは、初めて見る光景だった。

　まあ、屋根の上に上ったりするのはサンタか忍者ぐらいなもので、その両者はヴァイオリンなんか奏でようとはしないだろう。

「相川さん……何をするつもりですかっ！」

　窓を開けると、音楽が聞こえてくる。

　俺は音楽なんて詳くわしくないが、聞こえてくるこの曲がクラシックであることぐらいはわかる。

　窓を開けたせいなのか、ポンと音がして、俺の鼻がゾウになった。そしていざゾウになってみるとわかる。長いのは鼻じゃなくて──上うわ唇くちびるなのだと。

　ぱ、ぱおーん。と遠くまで叫さけびたくなったが、七福神もびっくりな福耳になった俺の耳にクラシックの音が入ってくると、一いち陣じんの風が吹ふき抜ぬけるようなさわやかな気持ちになる。

　俺の姿に気がついたのか、セラは音楽室へ飛んできた。気がつけば、俺の体の異変は収まっていた。こんなに速効で治るもんなんだな。──よかった。

「ありがとう。なんだかんだでお前は頼たよりになるよ」

「──あんな声で頼たのまれたら……夢見が悪いですから」

　ツンとした態度で、セラはヴァイオリンを構える。

　俺は音楽室の戸に手を掛かけた。

「じゃあ、開けるぞ──」

「ええ、いつでもどうぞ」

　扉とびらを開けるや否や、野生化した人間が雪な崩だれ込こんでくる。それらはセラの奏でる美しい音色に魅み入いられて、涙なみだを流しながら立ち止まった。

　風船が縮むように、動物化が治っていく。中にはもう半分以上動物になっていた人間も居たが、この様子じゃ、全員無事に治せそうかな。

「アユム！」

　音楽室へ飛び込むようにハルナがやってきた。どうやら、廊ろう下かにもちゃんと聞こえているようだ。

「葉っぱの人が来てるっ！」

「ああ、俺が呼んだんだ。ハルナ、京子をヴィリエに移送してくれ」

「え？　──うん」

　ハルナは頰ほおを膨ふくらませた。

「どうかしたか？」

「……別に──今日はあたしが活かつ躍やくしたのに」

「ああ、そうだったな。よしよし」

　俺はハルナの頭を撫なでてやる。ハルナは俺の手のひらにこすりつけるように、自らも頭を動かした。ある意味こいつは元々猫ねこみたいな奴だ。

「うにゅ～──じゃ、ない！　アユムのバカっ！」

　何怒おこってんだよ。

「あ──セラ。俺も付いていくわ。吸血忍にん者じやが何かしてきたら俺がなんとかしてやる」

　廊下へと足を踏ふみ出したセラの背中に続いて、俺も廊下へ出る。

「アユムのバホんだれ──っ！」

　阿あ呆ほうんだらと馬ば鹿かたれが融ゆう合ごうした新語で、何故か俺は罵ば倒とうされていた。







　次の日、学校は全校集会と通知表を配るだけで終わり、明あ日したからは夏休みに突とつ入にゆうする。

　全校生徒はセラのおかげで誰だれ一ひ人とり欠けることなく危機を逃のがれたようだ。背が縮んでしまって間かん一いつ髪ぱつな状態の生徒も居たが。

　京子の捕縛に成功したことで、俺は夜の王によって失われていた自信を取とり戻もどし始めていた。ハルナと二人がかりではあったが、変身無しで勝てたんだ。これは凄すごいんじゃないかな。

　まあ、確かに京子は魔ま装そう少女に変身していなかったし、何度か戦った相手だったが、それでもあいつは強い。俺もなんだかんだで強くなってんじゃね？

　うふふふふ。キモイ？　うふふふ。

　これで魔ま法ほうを覚えれば、もしかしたら夜の王にも勝てるんじゃないか？　そうすれば胸を張ってユーを迎むかえられる。

　さて、京子の情報により、メガロもどきの発生源がわかった。

　メガロもどきは一いつ箇か所しよで作られていた訳ではなく、何十箇か所しよと製造場所があった訳で、なるほど、それならば神しん出しゆつ鬼き没ぼつなのもわかる。

　ハルナは今ヴィリエに居て、メガロもどきの発生源を潰つぶすミーティングに参加しているらしい。

　ビシっと音がして、俺の肩かたに緑の剣けんが叩たたきつけられる。

「歩、何を考えているのですか。戦せん闘とう中によそ見していると死にますよ？」

　目の前に居るのは、鋭するどい眼光をしたセラだった。ハルナが帰ってきたら、三人で夜の王と大先生を捜そう索さくするつもりだったので、今俺は、セラに剣でも教わりながら待っているところだ。

「悪かったよ」

　チェーンソウを上段に構える。

「では、いきますよ？」

　秘剣、燕つばめ返し。浅く斬きりかかることで相手を怯ひるませ、返す刃やいばで真の一いち撃げき──ぎゃーっ！

「手加減しろよっ！　なに真しん剣けんでざっくり切り刻んでるんだよっ！」

「つい、調子が出てしまいまして。すみませんね、調子に乗っていて」

　つい──どころかさっきから常に全力じゃねえか。

「で、今のはなんという技にしましょうか？」

「技の名前？　燕返しじゃないのか？」

　はん。とバカにしたような笑いを一つ。美しくも憎にくらしい。

「目が節穴過ぎて反へ吐どが出ますね」

「そうかい。じゃあ──カッコイイ名前にしたいな」

「ふむ。カッコイイ名前ですか──爆ばく魔ま龍りゆう神じん脚きやく……返がえし」

「脚きやくってなにっ？　剣けん術じゆつだろうよ！」

「剣術に蹴けりはない……そんなふうに考えていた時期が私にもありました」

　そこはかとない哀あい愁しゆうが漂ただよってる表情で、述じゆつ懐かいする。

「もう、フライ返しとかでいいんじゃねえか？」

「はっ」吐はき捨すてるようにため息を吐かれた。「そんな誰だれにでも考えられるようなものをここで出してくるなんて、ボキャブラリィのなさが露ろ呈ていしますね」と、アイコンタクトで言ってくる。

「じゃあ、燕返しにカッコイイ名前を足すとか」

「例えば？」

「絶ぜつ氷ひよう、燕返し──とか」

「ほう」お気に召めしたご様子だーっ！

「天てん上じよう天てん下が、燕返し──とか」

「ほほう」ご満まん悦えつのご様子だーっ！

「神技、ニーベルン燕返し！」

「はぁ……」今まで積み上げてきたものが崩くずれ去ったーっ！

「今すぐ斬り殺したい」

　そして思おもいの丈たけをそのままぶつけてきたーっ！

「ただ斬るだけじゃ地味過ぎるよな。なんかこう、レーザー的なものとか出ないのか？」

「レーザーが出るなら、剣は不要ではないですか」

　そりゃそうだ。

「まあ、お前の最強の武器はそのボインだしな」

　ズビャアアアアーン。電流のようなものが、俺の全身に流れた。

「レーザー……出るんじゃん」

「ただの雷らい撃げきですよ。忍にん術じゆつです。──私は得意ではないですが」

「剣で斬ったあとにそれをやれば、派手でカッコイイんじゃないか？」

「こう、ですか？」

　ズバ、スビャアアアアーン。ぎゃああああ！

　瞬しゆん時じに背後へ回り込んだセラが、俺の背中を斬りつけ、そのあと電流が体を駆かけ巡めぐる。
















　ゾンビだからって──容よう赦しやなしかっ！

「ふむ。良い感じですね。名前はどうしましょうか？」

「か、返しにこだわらず──カッコイイ名前を付けるとか」

「カッコイイ……では、計けい都と羅ら睺ごう剣けん・暗あん剣けん殺さつ」

「グルンガストどころかボインバストだよっ！」

「あ？」セラが俺の頰をつかむ。

　ずみばぜん。

「ありがちなカッコイイ言葉ってあるだろ？　龍りゆうとか神とかさ。そんなのを入れれば自然とカッコイイ響ひびきの名前になるさ」

「──その意見には共感できますね。例えば？」

　ここで失敗すれば、またズバ、ズビャアアアーンをされてしまう。

　俺は恐おそる恐る呟つぶやいた。

「龍りゆう牙が雷らい神じん衝しよう──みたいな」

「ほほう」よかったーっ！　ご満悦のご様子だーっ！

　しかし、この『龍牙雷神衝』を完かん璧ぺきにするため、結局俺は何度も電流を流されることとなった。まあ、代わりに俺もチェーンソウの扱あつかい方を教えて貰もらったし、ギブアンドテイクにはなっていると思う。

　休きゆう憩けいも挟はさみつつ、二時間ほど斬り合っていたころ、ようやくハルナが帰ってきた。

「ただいまー。アユム──なんだか日焼けしたな」

「ああ、ちょっと雷かみなりに打たれてて」

「あんたら、家の前でなにやってんだ？　豚ぶた箱ばこにいきたいの？」

「全然気にしてなかったわ。──で、どうだった？」

「メガロの偽にせ物ものは、ヴィリエの人間だけで駆く逐ちくできそうだって話だった」

「つまり、俺たちが出しゃばる必要もないってことだな。──大先生は？」

　ハルナは首を横に振ふる。

「見つかんないみたい」

　そうか。やっぱり、京子を見捨てた時点で夜の王は根城を変えたんだな。俺でもそうするだろうし。これで、また振り出しからか──いや、メガロもどきが居なくなるのなら、進展はしているな。

「じゃあ、今からまた大先生を捜索するか」

「私は──やめておきます」

「どうして？」と聞いてから、俺はセラの表情に気がついた。

　やっぱり、まだ吸血忍者に会いたくないんだな。メガロもどきは吸血忍者も追っているし、顔を合わせる可能性もあるだろう。

「ハルナ、じゃあ二人でいくか」

「二人っきりで？　で、ででデートなんかしないからなっ！」

「友紀でも呼ぶか？」

「やだ！　し、しゃーなしだから……二人だけでいってやる」

「捜索だぞ？　わかってるよな？」

「なに着てこっかなー」

　聞いちゃいねえーが、まあ……いいや。







　捜索だって何度も言ったのに、俺とハルナはデパートの三階にいた。ここの三階は婦人服しか置いておらず、一男子高校生の俺は居い心ごこ地ちが悪いったらない。

「んー、いい仕事してますねー」

　なんでも鑑かん定てい団だんのような決め台ぜ詞りふでうんうんと頷うなずきながらフリフリの付いたシャツを鋭い眼光で見定めている。

「これは……いい仕事してますねー」

「お前、感想のバリエーションそれしかないんだろ？」

「あたしのボキャブラリィをなめんなよな！　とくとごらんになるんだなっ！」

　顔を真っ赤にして、ハルナがシャツをつかむ。

「えー、っと……こ、これが伝説のスーパーシャツかっ！　くそったれぇっ！」

　褒ほめろよ。

「えっと……まるでシャツのバーゲンセールだな」

「まあ、セール中はセール中らしいけど」

「あ、これテレビに居たなんとかって黒くろ髪かみの人が着てた服だ」

　と、真っ白なワンピースを手に取る。

「お前は相変わらず名前覚えないな」

「いや、もうここまで出てきてて」喉のどを指さし、目をつむる。

　そして、ぱあっと輝かがやいた笑顔で、

「思い出した！　貞さだ子こ！　『クール。きっとクール。きっとクール』って歌の奴やつ」

「そう言われるとむしろ印象が悪い。──他には？」

「ない」

「ないんかよ！」

　ハルナのボキャブラリィをなめてたわー。そこまで少ないとは。

「あ、この刺し繡しゆう可愛いっ！　あ、でもこれも捨てがたいし」

　Ｔシャツを手に取ったハルナはその隣となりにあったＴシャツに目をやる。

　口を三角にして「むー」と悩なやんだ末、

「アユムはこれとこれ、どっちがいいと思うっ？」

　黒地にピンクで字が書かれているシャツか、ラベンダー色のシャツの二択たく。

　俺の経験上、女の子が「どっちがいい？」なんて聞いてくるときは、自分の中で答えが決まっているときだ。どうせ選んでも無む駄だなんだよな。

「ラベンダー色の……かな」

「えー？　こっちぃ？」

　ほらな。最初から答えを決めた上で、もう一押しして欲しいだけなんだよ。

「じゃあ、黒でいいだろ」

「んー」煮にえきらねえ。どうせ俺の方を選ぶ気がないんだろうな。

「ラベンダーがいいのか？」

「えー？　んー。やっぱ黒にしよ。アユム買って」

　やれやれだ。──って、俺が金を出すのかよっ！　お前金支給されてるだろが。

　心の中で文句を垂れ流しつつ、俺は──ハルナのためにＴシャツを購こう入にゆうした。

　は、八千円……。意い気き消しよう沈ちんしている俺へ畳たたみかけるように。

「お腹空いたーっ！」

　お前は一体なにをしに来たんだ？

「なんか作って」

「こ、ここでか？　お前アホだろ」

「じゃあ、どっか食べにいこっ！　こんな廃すたれた世界でもご飯屋さんくらいあるだろっ？」

「まあ、あるにはあるが──」

「じゃあいくぞ！」

　ハルナは俺の手を引いて駆け出す。こうなったハルナを止められたことなど一度もない俺は、ただため息を吐くことしか出来なかった。

「疑問だったんだが、ハルナって何歳なんだ？」

「え？　永遠の十七歳だけど？」

「年上っ？　──な訳ないな。本当は何歳なんだよ」

「じっ……十四だ」

　歳としのサバ読み方がおかしいだろ。普ふ通つう『永遠の十七歳』を使うのはもっとご高こう齢れいの方だろうがよ。

「見た目通りだな」

「バカにすんなっ！　あたしは十四歳にして、すでに十五歳の知能を持つ天才だって言われてんだからなっ！」

　そんなに変わりねえじゃねえか。ハルナとユーは同じぐらいの年ねん齢れいに見えるが、ユーは何歳なんだろうな。色んな経験をしてきてるだろうし、案外うん千うん百歳だったりするのかも──今何をしてるかな。

「むっ」ハルナが口を三角にする。

「なんだ？」俺は優しい声を返した。すると、ハルナは俺にチョップを仕し掛かけてくる。

「アユムはいつもあたしと居ても別のこと考えてる」

「そんなことないって」

「そんなことあるわボケぇっ！　あたしのレーダーなめんな！」

　ハルナのアホ毛がくるくると回転している。──アホ毛のセンサーは注意しておこう。

「なあ、アユムにとって──」

「ん？」

「アユムにとって、根暗マンサーってなんなんだ？」

　俺にとってのユーか。なんなんだろうな。妹？　じゃないような──

「家族──いや、もっと言葉にしにくい関係かな」

「じゃあ、葉っぱの人は？　ユキノリは？」

「ユキノリって──友紀のことか？　セラは信しん頼らい出来る戦友かな。友紀は友達だ」

「ならば良しっ！」

「何がだよ。──じゃあ、お前にとって、ユーはなんなんだ？」

「ほえ？　残飯処理班──かな」

「お前にとってはそんな程度なのか？」

「バカにすんな！　必要な役職なんだ！　──居ないと、勿もつ体たいないオバケ出ちゃうから。だから、絶対必要──ていうかアユム！　この話はもう終わり！」

「そうだな。デートのときぐらいは、そいつのことを考えるのが普通だよな」

「そういうことだ」

「ん？」

「ほえ？」

「ツッコミなし？」

「あっ！　デートじゃないからっ！　これデートじゃないからぁっ！」

　ぶんぶんと手を振るハルナが面白くて俺は大きく声を出して笑ってしまった。

　そして、ハルナに連れられるまま、俺は買い物に付き合わされた。どこで飯を食おうかとぶらぶらしていたとき、ふっと何かが外を通っていった。

　なんだ？　今、何かが──

「あ、アユム！」

　ハルナが指をさした方には、セラの姿があった。

　なんだ？　なにかを追いかけて──セラの前を走るその姿に、俺は目を丸くした。

　プレートアーマーにガントレット。風になびく長い髪かみは、銀色に輝いていた。

　まただ──また胸が苦しくなってきた。

「ユーっ！」

「ほえ？　あ──」

　ハルナもユーの姿に気づいたようだ。

　俺たちは急いで走り出し、デパートを出て、セラのあとに続く。

　夜の王のときもこんな感じだったな。デパートから追いかけて、人通りの多い歩道を走る。夜の王を追ったときと違ちがったのは、どんどん人ひと気けの無い場所へセラとユーが向かっていることだ。マンションが建ち並ぶ住宅街に入ったところで、やっと追いつくことが出来た。

「ヘルサイズ殿どの！」

　セラが叫さけぶ。セラの手が今にも届きそうなときになると、巨きよ大だいな生物が邪じや魔まをする。

　それは、シロクマだった。少し丸みのあるシロクマ。

「くっ！」シロクマは攻こう撃げきをしてはいない。ただ前に立ちふさがるのみだ。

　突とつ然ぜん現れるシロクマに、一いつ般ぱん人から悲鳴に似た声が聞こえる。

　木の葉の剣けんをセラが払はらう。シロクマの体とそれを覆おおう学ランは煙けむりのように透すけ、セラの剣は豆とう腐ふでも切っているように手応えもなく体を通過する。

「うおふ」シロクマが頰ほおを赤らめ、気持ち悪い声を上げた。斬きられると興奮するタイプの厄やつ介かいな相手みたいだね。

「この変態シロクマ──」

　セラが舌を打つ。

「シロクマじゃなかと。アルビノパンダじゃけえ」

　アルビノというのは、白皮症と呼ばれ、皮ひ膚ふや体毛が白くなった生物だったかな。

「あ、あれ──」ハルナがガタガタと体を震ふるわせた。このメガロは本物か。

「あいつ──ＡＡＡ級メガロ『連れん邦ぽうの──あ、白しろい熊くま』クマッチだ！　あ、クマッチじゃないや──え～」

　惜おしい！　『白い悪あく魔ま』が凄すごい可愛くなってるぞ！　ＡＡＡ級なのに！

「あー熊……男だん爵しやく！　あー熊くま男だん爵しやくだっ！」

　困った挙げ句やっぱりそれか。相変わらず悪あく魔ま男だん爵しやくが好きだな。

　セラは『あー熊男爵』に──言いづらいからもうシロクマでいいや。パンダらしいけど。

　セラはシロクマに足止めされていた。俺はセラを助けることもせず、ユーを追いかける。

「ユーっ！」俺の呼びかけに、ユーはちらりとこちらを一いち瞥べつする。

　ユーの移動スピードは決して速くない。すぐに追いついたと思ったら、目の前に学ランを着たトラが現れる。毛が真っ白なトラ。ホワイトタイガーだ。

「アルビノタイガーっ！」

　自分からアルビノであると主張してきた。ちなみに、ホワイトタイガーはアルビノじゃない。

「どけ……」

　俺は睨にらみ付けて威い嚇かくする。尻しり餅もちをついてしまったハルナが俺に向かって叫んだ。

「ばかっ！　そいつもＡＡＡ級メガロ『白びやつ虎この白しら鳥とりさん』だ」

　そりゃまた紛まぎらわしい名前だな。

　メガロってのは、変身なしで戦えるほど弱くない。──そんなことはわかってるが、止まってもいられない。

　殴なぐり飛とばしてでも──いや、避さけるしかない。

　三五〇％ぐらいで大地を蹴けり、横に飛ぶ。その先に、ホワイトタイガー。先ほどまでいた場所へ顔を向けると、そこには何も居ない。

　なんだこいつ！　いつの間に移動したんだ？

　もう一度横に飛ぶ。その先にも、ホワイトタイガーが。

　速い。──セラと比べても相手にならないくらい速い。

「アルビノタイガーっ！」

　ホワイトタイガーが両手を天に掲かかげる。──攻撃してくるのか？

　俺が身構えるより素早く、ホワイトタイガーは俺に抱だきついてきた。

　ダンスでも踊おどりたいのか、しがみついて離はなれないホワイトタイガー。こいつら、ただの足止めをしたいようだ。くそっ！　ユーの指図かっ！

　その隙すきに、ユーはどこかへ消えてしまった。

　セラが木の葉を集めて翼つばさに変え、空へ舞まい上がる。

　ホワイトタイガーもシロクマも空までは飛べないはずだ。

　ハルナはなんでチェーンソウを持ってこなかったんだ？　デートしかする気がなかったからか？　俺が魔ま装そう少女に変身出来れば、こんなやつ──

　奥歯を嚙かみしめてジタバタしていると、急にホワイトタイガーは俺から離れ、シロクマと一いつ緒しよに逃にげ出した。──てことは、もう時間を稼かせぐ必要がなくなったということか。

　絶好のチャンスだったのに──

　ほんの数十秒ほどでセラが帰ってくる。木の葉の翼が消え去ると、俺にもたれかかるように倒たおれた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「ええ。血が足りないだけです。力を使いすぎました」

「お前、一人でユーを探してたのかよ」

「ええ──まあ」

　全く、探すなら一緒にいってやるのに。

「ハルナ」

「わかった。しゃーなしだからな」

　苦しそうな表情のセラは、どこか妖よう艶えんな笑みを浮うかべ、ハルナにキスをした。







　セラがユーを最後に見たのは、マンションに入っていく姿だったそうだ。

　俺たちが八階建ての新築マンションを見上げていると、轟ごう音おんが鳴なり響ひびいた。場所は六階の角部屋だ。モクモクと白い煙けむりが上がっている。

「あそこかっ！」

　俺は入り口から入ろうとしたが、セラがまた木の葉の翼をはためかせる。

「歩、飛びますよ！」

　俺とハルナを抱かかえ、セラは飛び上がる。むにゅんと柔やわらかすぎる至高の脂し肪ぼうが俺の顔に当たったが、俺もセラも気にすることはなかった。

　ユー……ユーっ！　頭の中が、銀ぎん髪ぱつの少女で一いつ杯ぱいだった。

　窓から部屋の中へ入ると、えらいことになっていた。

　焼やけ焦こげた壁かべと床ゆか。地面に倒れるホワイトタイガーとシロクマのようなパンダ。二匹ひきとも黒く汚よごれていて、学ランもボロボロだった。

　部屋の端はしには縄なわで縛しばられ、猿さるぐつわを嚙まされた大先生が居る。

　そして、部屋の中心には、首を両手でつかまれ、足が地に着いていないユー。

　ユーの首をつかんでいるのは──夜の王だった。

　まあ、普ふ通つうにバイトしてるぐらいだし、こんな生活感溢あふれるマンションに住んでいてもおかしくないかも知れない。

　壊こわれている透とう明めいのテーブル。散乱するペットボトルや雑誌。一体何があったのか。

「せっかくの我が家を壊された挙げ句、招かれざる客──参ったね」

　夜の王は不敵な笑みを浮かべる。ユーは苦しいのか、ずっと夜の王の手をつかんでいた。

「ユーを離せ──」

「ダメだね。手を離せば、どうせまた冥めい界かいへ帰ってしまうだろう。──ね？」

　夜の王の言葉に、ユーはただ鋭するどい視線を返すだけ。

　言葉は無用だな。セラが木の葉の剣を振ふりかぶり、ハルナが大先生の下へと走る。

　夜の王は面めん倒どうくさそうな顔を見せ、暗い青色の霧きりが部屋に充じゆう満まんする。

　逃げる気だな？　五秒以内に止めないと。

　ユーが手を払う。すると霧が弾はじき飛ばされた。ユーのガントレットは魔ま法ほうを消す効果があるとかで、恐おそらく、そのおかげだろう。ナイスだ。

「ユークリウッド、いらないことはしてはいけないよ」

　霧で消えることが出来なくなった夜の王の体に、セラの剣が突つき刺ささる。

　ナイスセラ！　そのまま足を切り取ってしまえ！

「君のせいで──逃げるために魔装兵器とやらを使わざるを得なくなってしまった」

　その言葉に、俺とユーが驚きよう愕がくする。

　霧が集まり、明らかに時限爆ばく弾だんのような形態をした物体が現れる。

　ユーの体を抱き抱えたまま、窓の外から飛び出す夜の王。

「セラ！」

　俺が声を出すまでもなく、セラはそのあとを追っていた。

　ユーは俺に向かって手を伸のばす。……待ってろ。今すぐに──

「アユム！」

　俺も窓まど枠わくに足をかけたとき、ハルナが慌あわてた声を出した。

　振り返かえれば、今にも泣き出しそうなハルナの顔。

「大先生にも──爆弾ついてる……どうしよう」

　どうしよう。ハルナはその言葉を滅めつ多たに使わない。──くそったれ。

　どくんどくんどくん。──心臓が破は裂れつしそうなほどに活発な動きをしている。

　頭に京子の言葉が駆かけ巡めぐる。──ユーを追うのは俺のエゴ。ユーはそれを望んでいない。

　俺は目を閉じて、歯を食いしばり──大先生のところへと向かった。

　猿ぐつわを外し、縄を解ほどこうとしたら──

「バカっ！　爆ばく破はしたいのかっ！」

　ハルナに怒おこられた。

「アユムさん。何をしてるんですかぁ？」

「すみませんね。縄より爆弾を──」

「そういうことじゃないですよぉ。なぜ、追いかけなかったのですかぁ？」

「アユムは大先生を助けようと」

　ハルナがフォローを入れてくれたが、大先生は無視する。

「あなたが取るべき手はぁ、私の手ではないはずでしょう～？」

「勘かん違ちがいするな。あんたを助けたいんじゃなくて、ハルナを放っておけなかっただけさ」

　大先生はくすくすと笑う。

「まるでハルナみたいな言い方ですね～」

「それに、セラが追ってるしな。で、これはどうすればいいんだ？」

「ハルナ、どう見ますぅ？」

「これは──あたしなら五分で解除出来るな」

　爆弾に付いているデジタル時計を見れば、どっちも残り時間は十分を切っている。

「ぎりぎりか。ハルナ、指示をくれ。俺が一分縮められたらなんとかなるんだろ？」

「そ、そうだな！　じゃあまず魔ま力りよくで魔ま方ほう陣じんを描えがけ！」

「すまん……無理そうだわ」

「はあ？　基き礎その基礎だろこのボケっ！　死ねっ！」

　ハルナは両手にルビー色の光を纏まとわせて両手を大先生の手に添そえる。

「大先生、魔力借ります」

　真しん剣けんな表情のハルナは、ぶつぶつと呪じゆ文もんを唱えている。もう、話しかけるのはやめよう。

「は～い。──では、アユムさんには私が教えましょう～。手を上に向けて下さーい」

　俺は言われたとおりに手のひらを上に向ける。

「人差し指を見てください。第一関節、第二関節がありますねー」

「はい」

「では、その次はどこでしょう～」

「指の付け根です」

「ぶっぶー。正解は手ての甲こうを見てください」

　くるりと手のひらを返す。まあ、たしかに曲がってるのはもう少し後ろだな。手相で使いそうな手のひらの線が関節の線なんだな。

「で？」

「アユムさんには注意力と判断力が足りないので、解体は無理ですね～」

「ほんの少し解除するだけもか？」

「この世界の人間の知識でいじくるとぉ、ボーンですぅ」

　気楽なもんだね。

「これも、魔装兵器なのか？　友紀に付いていた奴やつとは全然形状が違ちがうが」

「これは魔ま法ほう爆ばく弾だんですよぉ～。私に魔装兵器なんて作れませんものー」

「は？　違うもんなのか？」

「魔法爆弾はぁ、攻こう撃げき呪じゆ文もんの一つを盛り込んだものですぅ。魔装兵器はぁ、アユムさんみたいな魔法の才能がない人間にぃ、大量殺さつ戮りく用の呪文をたくさん盛り込んだものですぅ」

「どう違うのか、イマイチわからんが」

「魔法爆弾は一回だけ。威い力りよくもそこそこです。魔装兵器は半永久に最強レベルの魔法を発動できるんです」

「てことは、この爆弾はそれほど威力がないと？」

「爆弾には最強の爆ばく裂れつ呪じゆ文もんを入れてますよ～。やれば出来るものです～頑がん張ばりましたー」

「やっぱりな──」そう言ったのは、ハルナだった。

「大先生、呪いの魔法爆弾作ったろ？　あれは失敗じゃなくて、それぐらいのものしか作れなかったんだよな？」

「正解ですぅ。さすがハルナですねー」

「ちょっと待て、根本的にわからないところが一つある」

「なんですかー？」

「じゃあ、魔装兵器とやらは、誰だれが作ったんだ？」

「私の友人ですよぉ。生体の宝ほう珠じゆもぉ、実はその友人が作ったものですぅ。ですが、一応私が作ったことになってるんですよ～」

「どうして？」

「……男、だからじゃない？」

「またまた正解ですぅ。ハルナは優等生ですね～」

「ハルナ、どういうことなんだ？」

「あたしらの世界──ヴィリエは絶対女性主義なんだ。男なんて魔法も使えないし、変態ばっかだし、二割程度しかいない。そんな奴らが生体の宝珠を開発したなんて言っても、誰も耳を貸さない」

「でも、大先生は耳を貸したんだろ？」

「だって、すごいものはすごいじゃないですか～。画期的なアイテムですよぉ？　それが日の目を見ないなんておかしいですよー」

「──よし、出来た。これで魔法は発動しないはず」

「お？　さすがハルナだな。残り時間は──一分二十秒！　お前！　五分で出来るって言ってただろ！」

「頑張り過ぎました～」

　くすくすと大先生が笑う。

「その余よ裕ゆう、何か手があるんですよね？」

「実は、ここに生体の宝珠がありまーす。これで私たちは死なずにすみますよ～」

　なんだよ。最初から大だい丈じよう夫ぶだったんじゃないか。その生体の宝珠は京子から奪うばったって奴か？

　全く、俺がここに残らなくても、別に二個とも発動してしまっても──ちょっと待て。

「この爆弾、どれだけの範はん囲いを攻こう撃げきするんだ？」

「爆ばく裂れつ最強ですよー？　そりゃあもう。この世界の単位で言うとー半径一キロ程度は有効射程ですねー」

「そんな範囲の人間全てを、生体の宝珠でどうにか出来るもんなのか？」

「いえいえ。ちゃんと言いましたよ～？　『私たちは』死なずにすむとぉ」

「それじゃダメだろ！　なんか手は──」

「大先生！　飛行呪文をあたしにかけろ！　爆弾持って空へ飛ぶ！　あとは生体の宝珠と結界でなんとか──」

「ならないでしょうねー。レビテーションの跳ちよう躍やく距きよ離りは八〇〇メートル程度ですし」

　その説明をしていたとき、すでに時間は残り二十秒だった。

「俺がいく。ハルナ、携けい帯たいと財布は預けておくわ」

　そう言いながら、俺は財布と携帯をハルナに投げつけ、足に力を溜ためつつ、窓へ向かっていた。六〇〇％で壁かべを蹴けり、跳躍すれば、二〇〇は確実に飛べる。

「アユムさんって不死身でしたよねー。肉骨粉になっても大丈夫なんですか～？」

「それを心配している時間は──もうないさ」

「そうですねー。では、全力で飛ばします。──一応、生体の宝珠を渡わたしますね？」

「ああ──じゃあな……ハルナ」

　ハルナは、何も返事をくれなかった。ただ不安そうにアホ毛をピコピコさせていた。

　大先生の手から小指ぐらいの大きさをした青い光が俺の胸の中へ入っていく。触ふれている感覚はない。

　俺は爆弾を持ったまま跳躍する。

　二〇〇メートルを過ぎた頃ころだろう。上じよう昇しよう気流のような突とつ風ぷうが下から巻き起こり、俺はさらに上空へと飛ばされた。喉のどや肺が潰つぶされそうな感覚に陥おちいっていたとき──

　世界が白く染まった。




























　気がつくと、俺は粉末だった。

　──ここは、どこだ？　川？　水の中だろう。

　脳みそが残っているのかもわからないほどに、見事なまでの肉骨粉だった。

　腕うでが飛んだときは、その腕を取りにいく必要があったわけだが、爆ばく破はで粉々に吹ふき飛とんだ場合はどうするべきなのだろうか？

　もう、今は点と点の集まりでしかない状態だ。──ゾンビってこんなんでも死なないもんだな。てことは、これから自分の散らばった体を探す旅が始まるのか？

　んなアホな。四魂の欠か片けらを探す大冒ぼう険けんよりも長い旅になっちまうだろうね。

　青い光が暖かい。なんだこの、安らかな気持ちになる光は。ゾンビになってからは光を毛け嫌ぎらいしていたが、たまには良いもんだ。

　どうしたものかなーなんて思っていると、何かが結合する感覚。──そう、これは、いつも切れた手や体が治っていくときの感覚だ。

　この青い光が──俺の肉片を集めているのか？　どうもそんな気がする。

　ああ、そうか。これが生体の宝珠の力なんじゃないか？

　ほっとしたら──また意識がなくなっていた。







　次に目を覚ましたとき、もう苦しくて苦しくて、俺は急いで水を搔かいた。

　手がある。足がある。素すっ裸ぱだかで水の中に沈しずんでいたんだ。

　ターミネーターになった気分だが、俺はちゃんと心を持っているので、すごく恥はずかしい。

　空気をくれ！　地球のみんな！　少しずつでいいからオラに空気をわけてくれ！

　案外浅いな。すぐに水面へと顔を出すことが出来た。

　月は出てなかった。いや、空が汚きたなすぎて月さえ見えないのかも知れないな。

　真まっ暗くら闇やみではあったが、ゾンビな俺にとっては昼と変わらないね。

　水に浮うかんだまま辺りを見回してみると──この場所がフェンスに囲まれていることがわかる。

　ここは──プールか？　学校のプールだな。へんぴなところに落ちたもんだ。

　どこの学校かはわからないが、とりあえずプールサイドへ上がる。

　体中がふやけている気がするが、外傷は特に見当たらない。

　フェンスを跳とび越こえ、辺りを見回しながら校門を目指す。

　校舎に時計が付いているおかげで、今が深夜の三時だとわかる。

　深夜の三時に学校のプールで裸はだかの兄ちゃん。変質者であることは間ま違ちがいないな。

　今どこにいるのかが最も重要だな。

　学校名から住所をわりだす。

　──ここは……二駅分ぐらい飛ばされたようだな。

　やれやれ。こういうとき、忍にん者じやになりたいと思うよ。

　さ──走るかっ。







　はあ……はあ……どうだゾンビの底力は。二駅の距きよ離りを三分で走ってやったぞ！

　俺、オリンピックに出れるんじゃないか？　夜の部があればの話だけど。

　あー疲つかれた。裸なだけに、やけに緊きん張ちよう感かんのあるマラソンだったな。

　玄げん関かんの扉とびらを開ける。──開け……ぐぬぬぬ……あれ？　鍵かぎ掛かかってるぞ？　なんで？

　一回チャイムを鳴らしてみるが、家の中から音は聞こえない。

　家の周りをぐるっと回ってみる。

　ハルナかセラはいないものか──居間はカーテンで中の様子が見えないからな。

　あ、トイレの電気が付いてる。中をのぞき込んでみると、見慣れたアホ毛。

　なんだ。トイレだったのか。

「おーいハルナ。玄関の鍵かぎ開けてくれー」

　近きん所じよ迷めい惑わくにならないように声を抑おさえてそっと伝える。ハルナはこちらへ顔を見せて──

「うぎゃああああああああああっ！」

　ゾンビの鼓こ膜まくを直ちよく撃げきする絶ぜつ叫きよう。ホラー映画もびっくりだよ。

「変態だあああああっ！　変態が出たぞおおおおおっ！」

　静かに！　ハルナ静かに！　ツチノコを発見したときでもそんなに大声で言わねえよ！

「ハルナ、俺だ。落ち着け！」

「落ち着いていられるかーっ！」

　ちょろちょろとした水音をかき消すように、ハルナは水を流す。

「いいから向こういけよなっ！」

「玄関で──待ってる」

「あんたは卒業式の女子高生かっ！」

　俺は玄関の方へ回り込み、ドアノブを握にぎりしめながら鍵が開くのをずっと待っていた。──がちゃって音がした瞬しゆん間かんに扉を開け、チーターよりも俊しゆん敏びんな動きで中へ入る。

「ただいま、ハルナ」

　俺は両手を開き、さわやかな笑顔で言う。

「両手広げんなっ！　ちゃんと隠かくせよなっ！　なんだその格好っ！　二十倍界王拳でもそこまで裸になんないから！」

　ハルナは俺から目を背け、傘かさ立たてから何かを取り出す。

　俺は全身が鳥とり肌はだになるのを感じた。

　そうだ！　たしか──その傘立てには──

　大先生の魔ま装そう錬れん器きである刀が二本あるんだ！

　ハルナはエスタークみたいに剣けんを広げて構えた。

「こんの変態！　エロロノア・エロがっ！」

　ハルナの剣さばきは、セラに比べてずいぶんお粗そ末まつなものだった。

　今の俺なら手で払はらいのけられるレベルだ。

　ふっふっふ。甘あまいなハルナ──今の俺……ぎゃあああ！　ぐっさり刺さされてるーっ！

「アユムの動きなんかお見通しだ。あたしの攻こう撃げきを避さけられるなんて思うなよな」

　なんと！　まあ、京子の動きを完かん璧ぺきに覚えられるほどだ。ずっと一いつ緒しよに居る俺の動きなんて全部わかりきってるんだろうな。

「じゃあ、ハルナ。今から俺がしようとすることがわかるのか？」

　俺は両手を広げて、少し拳を握る。今ハルナは右から来るか左から来るかを予想しているだろう。くっくっく。そう見せかけて腰こしを押しつけてやるぜ。

「殴なぐると見せかけてエロいことしようとしてる」

　……正解。

「……すいません」

「いいから服着てこいよな」

「……すいません」

　俺は股こ間かんを押さえながら、肩かたを落として階段を上がる。

「あと──」

　小さな声に、俺は「なんだ？」と振ふり返かえる。

「…………おかえんなさい」

　そこには、とても可愛らしい女の子が居た。







　着替えて居間へ向かうと、ハルナとセラ──そして大先生の姿があった。

　なんだ、みんな待っててくれたんじゃないか。

「生体の宝ほう珠じゆがちゃんと発動してよかったですぅ」

　長い髪かみをツインテールに結んだ少女が手を合わせ、にっこりと微ほほ笑えんだ。

「俺もほっとしてるさ。──ユーは？」

　俺はちらりとセラの顔色を窺うかがう。

「申し訳ございません。霧きりの中へ消えていきました」

　相変わらず、あの能力は面めん倒どうくさいな。

「大先生、体は大だい丈じよう夫ぶなのか？　ずっと監かん禁きんされていたんだろ？」

「ん～、ずっと同じパンツを履はかされていたので本当に死にたくなってましたけどぉ、それ以外は結構快適でしたよぉ？」

「あいつの行き先とか、わかるか？」

「どうでしょうねー。わかったとしてもぉ、アユムさんが挑いどんでも勝てませんよぉ？」

「大先生なら、勝てるのか？」

「はい。魔装錬器さえあれば～、逃にげることも簡単でしたねぇ」

　簡単に言いやがるな。まあ、京子と二人がかりで互ご角かくの戦いだったそうだし、それだったら一対一でも負けないんだろうけど──

「あいつは、俺が倒たおす」

　睨にらみ付けるような眼差しを向けると、大先生は楽しそうに笑った。

　そうだ。俺があいつを倒せるぐらい強くないと、ユーは「何があってもお前を守る」という言葉を信しん頼らいしてくれないんだ。

「ふふ、そうですよねー。そう言うと思ってましたよぉ。──さて、アユムさん。困ったことにぃ、私はあの魔ま法ほう爆ばく弾だんを十四個作らされましたー」

「失敗作の奴やつ？」

「いえいえ、爆ばく裂れつ呪じゆ文もんの奴ですぅ」

「結構な数だな。二個使ったから──あと十二個か……」

「はい。それを見つけないことにはぁ、追おい詰つめても大変なことになりますねぇ」

「──じゃあ、まずはそれを見つけることから」

「それはぁ、私が魔装少女を招集して当たることにしますぅ」

「私も──吸血忍者に報告書を出しておきました」

　セラは少し疲れている様子だった。

「よし、俺たちも──」

「そこでご相談ですがぁ、全ての魔法爆弾を探し出す間、アユムさんを鍛きたえようと思うんですよぉ」

「大先生自ら！　すごいぞアユム！」

　ハルナの目が輝かがやいた。アホ毛の張り切り具合も最高潮だ。

「それは助かる。よし、今すぐ──」

「体を休めないんですか？　こう見えて私、厳しいですよぉ？」

「水の中で十分休んださ。墓場でもいくか」

「あたしも──」

　立ち上がるハルナに、俺は手を出して止める。

「ハルナ、飯の用意だけしておいてくれ。お前の作る料理が食いたいな」

　大先生と二人で話がしたいからな。







　朝五時──墓場には誰だれも来ないのは知っていた。この墓場の管理人はどこまでずさんなのかわからないが、いつも人が居ない。お盆ぼんの時期になれば、この場所も活気づくのかな。

　目の前には、白衣の少女。

「さて、アユムさん。聞きたいことがあるんじゃないですかぁ？　わざわざハルナを遠ざけたところを見るとぉ、──私が何を企たくらんでいるか、ですかねぇ」

「俺が聞きたいのは──あんたはなんのために魔装兵器を作って、どうしてそれを友紀に入れて、それを使ってなにをするつもりだったのかだ」

「一つ目の答えは、作ったのは私ではなく、私の友人です。二つ目はぁ、戦いで傷ついた彼女を救う術すべになると思ったから──三つ目はぁ」

　大先生は少し考えたあと、俺の目をじっと見つめる。

「ヴィリエを倒すためですよぉ」

　やけにのんびりとした声でそう言った。

「どうして？」

「私はもう──戦争したくないからです」

「それはわかるが──そのために戦争したら意味ないだろ？」

「一度の戦争で全てが終わるよう、頑がん張ばって計画してるんですよぉ？　ヴィリエはかなり昔から冥めい界かいと呼ばれる世界と戦っていますぅ。元々ヴィリエは平行する他の世界を取り込んで大きく栄えて来たんです。この世界も例外じゃないですよ」

「侵しん略りやく者じゃねえか。なんのためにそんなことを」

「生いき甲が斐いですよ。例えば、アユムさんが世界最強の剣を手に入れたとします。使ってみたいと思いませんかぁ？　しかし、その世界にはもう敵はいないんですぅ。だったら、別の世界で使ってみようって」

「まあ、確かに」

「で、別の世界にいくと、また新たな力を手に入れる。使いたくなるでしょう？　ヴィリエはそんな理由で戦争を繰り返しているんです。──私は、そんな争いをやめさせたいだけですよ」

「つまり、メガロが襲おそってくるんじゃなくて、魔装少女がメガロを襲ったのか？」

「んー、ヴィリエが冥界を襲ったせいで、魔装少女がメガロに襲われているんですよ」

　だめだ。どこからどう聞いてもヴィリエが悪い気がしてきた。

「目的はわかった。それは応おう援えんしたいと思う。──で、その凄すご腕うでの友人は何者なんだ？」

「私の幼なじみです。技術力はとんでもないですよぉ。アユムさんもハルナから聞いたことないですか？　悪あく魔ま男だん爵しやくと呼ばれてました」

　あ、悪魔男爵って実在したんだ！　そう言えば、以前ハルナからテスト勉強を教わるときになにか言っていたな。くそ、よく思い出せないが。

　たしか、ヴィリエで内乱を起こしたんだっけか？

「ちょっと待て。てことは──友紀は悪魔男爵の娘むすめなのか？」

「娘じゃないです。娘みたいなもの……ですよ。この世界に居た頃ころ、あの子がよく懐なついていたようで」

　悪魔男爵はこの世界に来ていたのか。詳しよう細さいはそいつに聞くしかないのかもな。

「さあ、そろそろ始めましょう～。彼のスピードはたいしたことありません。まずはそれに慣れるところからー」

　こうして、修行が始まった。どうやら、悪魔男爵の話題は避けて欲しいようだな。

「ではぁ、全部かわして下さいねぇ」

　大先生はにこにこしながら距きよ離りを詰める。

　そして、アゴを蹴けり上げられた。

「ちょ！　もう始まってるのかっ？」

「止めませんよぉ。目標は十連続で避けることですぅ」

　大先生はサンドバッグでも相手にしてるかのように俺を殴る。十連続もくそも──一発たりとも避けられない。なんだこの動きは？　ボクシングでもないし中国拳けん法ぽうでもない。

　しかも──一発一発が悶もん絶ぜつするほどの威い力りよくだ。

「ちょっと手加減を──」

「このぐらいがあの男の強さですよぉ？　手加減したら意味ないじゃないですかぁ」

　リバーブローしつつ服をつかんでさらに膝ひざ蹴げりを追加。

　くそったれ。やってやるよ！　俺は大先生に反はん撃げきする。

「そうです。攻撃を加えることでぇ、相手の行動を制限するのも大事ですねぇ」

　よしよしと頭を撫なでられた。攻撃の最中にだぞ。

　やってやる。十連続ぐらいならっ！

　散々同じことを繰り返し、やっと動きを捉とらえることが出来てきた頃、日がそこそこ高くなってしまい、特訓は中断だ。

　結局、連続で避けられたのは二回だった。速さには慣れたが、どうしても大先生の動きに合わせられないんだよな。

　家に帰ると、シャワーで汗あせを流し、居間でハルナの絶品料理を堪たん能のうする。

　大先生と一緒に居られるのが嬉うれしいのか、ハルナはずっと笑顔だった。

「歩」セラが俺の名を呼んだ。──なぜか、しかめっ面つらだ。

「これから──出かけませんか？」

　セラから一いつ緒しよに出かけたいなんて、これまで一度でもあっただろうか？　ちょっと普ふ通つうに嬉しいんだけど。

「お前もデートがしたいとか言う気か？」

「このゲス野や郎ろう──いえ、そうではありません」

　い、今ゲス野郎とか言わなかった？　よ、よく聞こえなかったな。ははは──

　セラは視線をハルナへ移す。ハルナはにっこにこだ。満面の笑みで大先生と喋しやべっている。アホ毛も犬の尻しつ尾ぽみたいになっていた。

　そうか。セラ──お前はこいつと大先生を二人きりにしてやりたいんだな？

「わかったよ」

「デートは──そうですね。二月三十日なら」

「ほんとか？　お前がＯＫしてくれるなんてちょっと嬉うれし──」

　二月三十日？　訪れないじゃん！　四年に一回のチャンスすら与あたえられないのかっ！

　俺は、体中の水分を涙なみだに変えた。







　二人で並んで歩くと、まるでカップルのような気持ちになり、俺は幸せを嚙かみしめていた。セラは誰の目から見ても綺き麗れいで、横を歩く俺なんか金魚の糞ふんにしか見えないだろう。

　いつものデパートで買い物か、近くのスーパーで買い物か──

　すれ違ちがう人の視線を気にしながらぶらぶらと歩く。

「で、どこへいこうか？」

　こういう台せ詞りふも、恋こい人びとのようだな。

「なんですか、その気持ち悪いしゃべり方は」

「えー、いつも通りだよ～」

「本当に気持ち悪いので本当にやめてください」

「──すみません。で？」

「一度いってみたい場所があったのですが──」

「じゃ、そこにするか」

「いえ、やっぱりいいです」

「おいおい、遠えん慮りよすんなよ。お前と二人きりで出かけるなんて初めてだしな」

「そう、ですね。では、参りましょう」

　セラは行き先を告げずに、ただ前を歩いていた。

　俺はそのあとを付いていく。電車に乗り、プラネタリウムへいったときと同じ道を進む。こいつもプラネタリウムへいきたいのか？　まあ、あの辺りは色々遊ぶところがあるからな。ボウリングとかゲーセンとか──ほんの一週間ほど前の話なのに、何もかもが懐かしく感じる。

　人通りの多い場所に着くと、セラは急に早足になった。慌あわてて付いていくと、

「すいませんが、二人で歩いているところをあまり見られたくないので、斜ななめ後ろにいてください」

「お、おお──すまん。そうだよな。恋人じゃないもんな」

　すっかりしょぼくれた俺は、セラのふぁさふぁさと揺ゆれるポニーテールとプリプリ動く尻しりを堪能しながら歩いていた。──悪くないな。

「どれくらい掛かかりそうなんだ？」

　いく場所を知らないこの発言は、至って普通だった。

「誠に申し訳ないのですが──」

　セラは顔を向けることなくため息を吐つく。目的地はそれほど遠いのか──

「声が届く位置にいないでください」

　くはっ！　さすがにそれはキツい！　なんだこの嫌きらわれっぷりは！

「…………すみません。そうっすね」

　泣き出しそうなのを堪こらえて数分歩くと、セラの方から声を掛けてくれた。

「歩とメイル・シュトロームを尾び行こうしていたとき、たまたま見つけたのですが──」

　もう、それだけでとんでもなく嬉しかった。

「お？　なになに？　着いたのか？」

　セラが足を止めたところにあったのは──メイド喫きつ茶さだった。

　──め、メイド喫茶っ！　なんでセラがこんなところへ？

　中へ入ると、そこそこ可愛い女の子が笑顔で迎むかえてくれる。

「いらっしゃいませご主人様！　──二名様でよろしいですね？」

　擬ぎ音おんにするならば「きゃるーん」と言った感じの虫も殺さぬような少女の笑顔だった。

　逆に、今すぐ虫を殺したいような殺気に満みち溢あふれた目つきでセラが人差し指を立てる。

「いえ、一人です」

「ちょっ！　待ていっ！　二人です！　ええ、二人ですとも！　二人のはずっ！」

　俺は必死になって訂てい正せいした。

　奥の方の席へ通され、セラと向かい合って座ると、やれやれと首を振ふりつつメニューを広げる。──割高だな。まあ、こんなところは飯を食うより女の子を見て楽しむんだろうし、この値段は妥だ当とうなのかも知れないが。

「なにをニヤニヤしているんですか？　気持ち悪い」

「いや、お前がこんなところへ来たがるなんて、考えたらおかしくてな」

「私は──可愛い服が見られれば、それだけで満足なんですよ」

　凛りんとした表情のまま頰ほおを少し上気させ、メイド服の店員を凝ぎよう視しする。

「そう言えば、お前はいつも今時の女の子みたいな格好するよな。忍にん者じやのくせに」

「そこです！」セラは急に声を荒あららげ、俺はちょっと驚おどろいた。

「吸血忍者の衣装は、どれもこれも地味過ぎるのですよっ！　里では鎖くさり帷子かたびらですよ？　ブラも付けずに！」

　最高じゃないか。なんて言葉を挟はさむ隙すきはなかった。

「あのマントだって、付けていないと能力に制限が付きますし──そもそも」

　セラは堰せきを切ったように、ずらずらと吸血忍者の衣装について愚ぐ痴ちを述べていく。

「てことは、メイド服を着てみたいのか？」

「イヤですよ。気持ち悪い」

「どうしたいんだよ」

「服は可愛いと思います。ですが、着たいとは思いませんね。だからわざわざ出向いているのではないですか」

　やれやれとため息を吐かれる。

「それより聞いて下さい。吸血忍者を養成する施し設せつではスカートすら禁止で──」

　俺は、ただただ相あい槌づちを打っていた。ただひたすらセラの愚痴を聞いてやろうと思ったんだ。とりあえず、全て共感しておこう。

　堰を切ったように流れ出す愚痴の数々。全てを出し切って一息ついたところで──

「なあ、セラ。ユーは──俺たちと一緒に居たいと思っているだろうか？」

「ええ、当然です」

　迷うことなく即そく答とうする。その凛り々りしい瞳ひとみで俺の弱気な心を見み透すかしているようだ。

「でも、それって俺たちがそう思っているだけで、ユーは迷めい惑わくだと考えて──」

「考えている訳ないですね」

「なぜそう言い切れる？　お前だって、俺たちに非があるからユーが冥めい界かいに帰ってしまったと考えてたんじゃないのか？」

「──私が何な故ぜ、ヘルサイズ殿どのを見つけられたと思いますか？」

「そう言えば、どうやって見つけたんだ？」

「見ていたんですよ。歩の──私たちの家を。彼女は、やはり──捨てきれないのです。私が吸血忍者を捨てられなかったように、決意はしたが未練が残っている」

　私たちの──その言葉を聞いたとき、また胸の奥がむずむずしてきた。だが、いつも感じている不快感ではなく、どこか心ここ地ちよい。

「なんだ──ユーはやっぱり俺と同じ気持ちだったんだな。それにしてもお前、勝手な行動をしすぎだろ？　家の近くにユーが居たなら、一度俺たちに連れん絡らく入れてくれてもいいじゃねえかよ」

　笑いながらそういうと、セラは睨にらみ付けるようなヒスイの目を向けてくる。

「私は、あなたとは違い、真しん剣けんにヘルサイズ殿を追いかけているからですよ」

「聞き捨てならねえな」

「ならば、何故──あなたはヘルサイズ殿を追わなかったのですか？」

　夜の王に連れ去られたときのことを言っているのだろう。

　長いマツゲに覆おおわれた切れ長の美しい目から放たれる威い圧あつ感かんが、俺に突つき刺ささる。

　もしかして、こいつがさっきから俺を嫌きらっているような節を見せているのは──これが原因なのではないだろうか？

「お前、怒おこってるのか？」

「当然です。あなたは──ヘルサイズ殿を見捨てたのですよ？　正直、軽けい蔑べつしてます」

　軽蔑はいつも通りだろうが。

「──ハルナと大先生を、助けようとしただけだ。じゃあ何か？　ハルナたちを殺してでもユーを助けろと？　連れ去った時点で、ユーが死ぬ可能性は低いし」

「全て詭き弁べんにしか聞こえませんね。私はてっきり、迷っていたのだと思ってましたよ」

　セラの声が、耳に痛かった。胸が──むずむずする。ユーのことを考えると──

「──ああ、正直言うと──迷っていた」

「あなたがそんな調子じゃ、ヘルサイズ殿は帰ってきませんね」

「そうかな」

「そうですよ。時にはハルナぐらいの強引さが必要なんです。もしヘルサイズ殿の手を取ることが出来たなら──私はハルナのように強引な手を使うでしょうね」

「ハルナのレベルまでいくとなー。ユーが一緒に居たいと思ってるなら──でも──」

「ほら、また迷ってます。そういうのはハルナよりウザイですよ」

「てことはやっぱりハルナをウザイと思ってるんじゃねえかよ」

「気持ち悪いよりマシです。──あなたのようにね」

　セラは、なんの迷いもなく──笑顔を見せた。その笑顔の先には、今にもパンツが見えそうなメイド服の女の子。どうやら、俺との会話より大事らしい。

　やれやれ……時にはハルナのように、か。







　二日目の特訓は一日目より楽だった。

　そう思えるってことは、俺は着実に強くなってるということだろうか？

　大先生はまだまだ余よ裕ゆうの表情で、俺では相手にならないが、それでも、動きが見えない訳じゃない。

「今日はアユムさんが変身して本気でやりましょう～」

「変身──ですか」

　俺は、戸と惑まどっていた。最近はメガロとも遭そう遇ぐうせず、変身せずにすんでいたのに、ここに来てあの格好にならないといけないのか。

「変身したつもりで──」

「ダメです。全然ダメですぅ」

　仕方がない。俺はチェーンソウを握にぎりしめ、呪じゆ文もんを唱える。

「ノモブヨ、ヲシ、ハシタワ、ドケダ、グンミーチャ、デー、リブラ！」

　服がばりーんと弾はじけ飛とび、代わりに魔装少女のコスチュームが俺を彩いろどる。

「では──今日は攻こう撃げきの訓練です」

　待ってました。やっぱり、防ぼう御ぎよより攻撃の方が俺に合っている。

「大先生は、変身しないのか？」

「して良いんですかぁ？　指一本触ふれることすら出来なくなっちゃいますよぉ？」

　まあ、そうだよな。俺が変身したくらいで、ちょうど変身前の大先生ぐらいの強さなんだ。

「あの人はぁ、基本的に棒立ちでぇ、避さける動作というものはしません。が、あなたが魔装少女の姿ならば、話は別だと思いますぅ。だからと言って、変身無しでは一生勝てないでしょうね～」

「と言われてもな──どうやってぶち込むべきか」

「単純です。何も考えずに全力で突っ込んで、攻撃を仕し掛かけて下さい」

「それが当たるんですか？」

「当たらないでしょうねー。それでも攻撃を続ければぁ、その内、チャンスがあります。あとはー、見極めだけですねぇ」

　言われるままに、俺は大先生に攻撃を仕掛ける。避けられ、避けられ、避けられ、それでも俺は攻撃を続けていた。

　そして、大先生が拳こぶしを振りかぶった瞬しゆん間かんを確認することが出来たんだ。

　ここか！　このタイミングだっ！　俺はチェーンソウを振り下ろす。

　しまった。ついうっかり全力攻撃をしてしまった。──マズイ。大先生を殺してしまう……訳もなく、ツインテールを少し切った程度で避けられてしまった。

　今まで以上の速さで背後に回り込まれ、どん、と背中を押される。

「正解です。素晴らしいですねぇ」

　ぱちぱちと拍はく手しゆを頂いたが、喜んで良いものか。

「では、本気でいきますよ～」

　あれ？　ちょっと怒ってる？　もしかして、ツインテールを少し切ったから？

　ちょっと──マジで──ごぶぁ！

　俺の魔装少女の衣装がボロボロになったところで、特訓は終しゆう了りようした。

　強すぎるな──さすが大先生。結局、あのツインテールをかすった程度の一発しか当てられなかった。

「さて、今日の特訓を終えたところでぇ、アユムさんの評価ですけど──」

「勝てそうか？」

「全然ダメですねぇ。お話にならないレベルでしょう～。勝率は一割程度ですかね～」

「一割もあれば十分だ」

「十分じゃないですぅ。能力を想定する前でこのレベルですし～、挑いどまない方が賢けん明めいだと考えますねぇ」

「それでも──俺がやる」

「もし、あの霧きりが男を包む量あればぁ、アユムさんの勝つ確率はゼロです」

「逃にげられるからか？」

「いえいえ～。あの霧はぁ、物体を移動させます。つまり、体を覆われたらぁ、どんな攻撃も通らないでしょう～」

「だったらどうすれば」

「わかりませんねぇ。私なら風で払はらいますけどぉ、風の魔ま法ほうは難しいですよ～？」

「そうか」

　霧対策をしておかないと、勝てないか。物体を移動させる──霧を。







　次の日の夜、前まえ触ぶれもなく突とつ如じよそのときがやってきた。

　魔法の修行と大先生の特訓を終えた俺の部屋へ、セラが慌あわてて入ってきた。着き替がえ中だった俺はシャツで胸を隠かくして悲鳴を上げる。

「きゃあああ！　セラさんのエッチぃ」

「妙みような行動を取らないで下さい。気持ち悪い」

　ギャグの通じない奴やつだ。そんなに睨み付けるなよ。

「なんの用だ？」

「妖よう怪かいが、大量発生しています」

　メガロもどきのことか──って、発生源を潰つぶしていたんじゃないのか？

　まさか──夜の王が動き出したのか？

「友紀からの情報ですが、一千ほどの妖怪が、突如出現しました」

　なんで、今になって。しかもそんな数とか──あれこれ考えている暇ひまはないな。

「いくぞ！」

「ええ、その言葉を聞きに来たのですよ」

「意外だな。いきたくないと思ってたが」

「──さすがに、事態が事態ですから」

　部屋を出ると、ハルナが座り込んでいた。

「あ、アユム──」

　ハルナの足あし腰こしががくがくしている。

「と、トイレ連れてって」

　ぺたんと腰を下ろしたハルナを抱かかえ上げて、トイレへ向かう。

「メガロの気配がするのか？」

「うん。ヤバいよこれ」

　ハルナが怖こわがっているということは、メガロもどきじゃなく、本物ってことか？　どうなってやがる。──トイレにハルナを運ぶと、居間から出てきた大先生が、

「どうやら、本物のメガロが彼の場所を突き止めたようですね～」

　やっぱり、冥めい界かいから本物のメガロが来たのか。

「大先生も一いつ緒しよに──」

「私は、一度ヴィリエへ戻もどります。メガロを倒たおす良い機会ですしねー」

　なるほど、魔装少女を呼んでくるのか。俺たちは、ばたばたと慌ただしく動き出す。

「うー」と唸うなったハルナがトイレから現れた。

「大だい丈じよう夫ぶか？　お前はここに残ってもいいんだぞ？」

「はあ？　なに言ってんのっ？　いくに決まってるだろ！」

　そう言うと思ってたさ。とにかく、何が起こってるのかはいってみないと分からないな。







　電車に乗って都心へ向かう。

　どうやら、最後の魔ま法ほう爆ばく弾だんを回収しようとしたところに、メガロが現れたという。

　電車を降りて、五分ほど走ったところで、やっとそれらしく賑にぎわってる場所に着いた。

　何かのイベントなのか、それともお祭りなのか、車道にメガロがあふれかえっていた。別にこれといってすることもなく、ただ呆ぼう然ぜんと突つっ立たっている。

　一いつ般ぱん人は何かの撮さつ影えいだと思っているようで、笑顔で見つめていた。

　まあ、全員学ランを着ている動物な訳だし、そう思うのも無理はない。

　あれは悪のりな修学旅行生たちだよと言われれば、信じてしまうだろうね。

　俺たちも遠目からその異様な光景を見つめていた訳だが、同じように不ふ審しんな視線を送る集団があった。

　その中心にいたのは、友紀。吸血忍にん者じやも駆かけつけていたようだが、手を出せない様子だった。この数のメガロを相手にするのに、どれだけの被ひ害がいが出るかわからないからな。メガロが何を考えているのかが分かるまでは様子を見守るのも当然だろう。

　セラは吸血忍者たちから見えないように立っているようだ。

　全く、メガロは何を考えているのか。

　空を見上げると、きらりと光るモノがある。それは、こちらへ向かってきているようだった。

　東京タワーの向こうから、流星群がこちらへ落ちてくる。

　魔装少女の連中か──とうとう全勢力が集まったな。

　隕いん石せきのように落ちてくる魔装少女。さすがに一般人は逃げ惑まどった。

　まず降り立ったのは、大先生だった。続いて、可愛いコスチュームの少女が落ちてくる。

「あ、あたしもいってくるっ！」

　その様子にウズウズしていたハルナが我が慢まん出来なくなったのか、魔装少女に向かって駆けだした。さっきまでなんとか立っている程度だったのに、現金なもんだ。

「ハルナ、待ってください！」

　セラが止めようとしたが、こうなってしまったハルナを止めるのは結構大変だ。

　やれやれ──俺もハルナを……

　──ちょっと待て。夜の王はどこにいる？

　俺はまた空へと視線を向ける。その方角にあったのは──東京タワー。

　──そうか、なぜ気づかなかったんだ。

　あいつはこの光景を見ているんじゃないか？　それも、いつものように上から目線で。

　──展望台。あそこなら、この騒さわぎも気づくことが出来るだろう。

　俺はハルナとセラの背中を眺ながめたあと、声を掛かけずに走り出した。

　ここには吸血忍者や魔ま装そう少女、大先生も居るし、セラや友紀だっている。任せても大丈夫だろう。それに──あそこに居るって教えて違ちがったら恥はずかしいからな。







　展望台一階。展望台二階。俺の勘かんは外れていたのか、それらしい人ひと影かげはない。

　だが、特別展望台に銀ぎん髪ぱつの少女を発見した。辺りには誰だれもいない。たった一人の小さな女の子が、窓の外へ視線を投げていたんだ。光が反射しないように斜ななめになった窓ガラスに囲まれ、ライトアップされた床ゆかの側そばで、呆然と立ち尽つくすユー。

「よく来たね」

　背後から声を掛けられ、俺は咄とつ嗟さにボストンバッグからチェーンソウを取り出した。

「まさか、本当に居るとは思ってなかったけどな」

　俺はチェーンソウを握にぎりしめて、奴を睨にらむ。

「見てごらん、やっとやりたかったことが始まるからさ」

「兵器を使うつもりか？」

「いや、兵器はすでに回収されてしまったよ。ほら、あそこにあるのが最後の一つだ」

　と指をさされても、眼下に広がるのはビルばかりだ。

「お前がやりたかったことってのは──」

　ドン。と爆ばく発はつ音が聞こえ、俺は窓の外へ目を向ける。

　兵器……じゃない。それにしては規模の小さい、だが確実に火の手が上がっている。──東京の街は、焼かれていた。

「思ったより早かったね。相変わらず、魔装少女は血気が盛んだ」

「どういうことだ？　何を言ってる？」

「争いを始めたんだよ。メガロ、魔装少女、そしてこの世界の守護者。それぞれが強い力を持っている。言わば、三人のガンマンが銃じゆう口こうを向けている状態だ。その内の誰かが発はつ砲ぽうしたら、どうなると思う？」

　その結果が──このざまか。

「ちなみにメガロを呼んだのはユークリウッドだ。俺が呼ばせた」

「なんでこんなことを──」

「見てみなよ」

　紳しん士しのように、夜の王は優しく手のひらをユーへ向けた。

　ユーは、泣いていた。胸の疼うずきが、俺の不快感メーターをマックスにしている。

「その顔だ。その切ない顔が見たかった。どうだい、綺き麗れいだろう？」

　ユーが怯おびえる姿。ユーが悲しむ表情。それは夜の王にとって、何よりも美しく映っているのだろう。踊おどり出しそうなくらいの楽しげな表情だな。

「この世界は美しい。億の言葉を用いても語り尽くせないほどに美しい──いつもユークリウッドはそう言っていた」

　恍こう惚こつの表情を浮うかべ、夜の王は両手を広げる。

「今、それが焼かれている！　お前が最も嫌きらいな『争い』によって！　さあ、ユークリウッド！　俺を殺せ！　辛つらいだろう？　悲しいだろう？　俺が憎にくいだろう！」

　ユーはただ放心状態で黒こく煙えんの上がる街を見下ろしていた。

「まだ、ダメかい？　まあ、良いよ。これからこの街は崩ほう壊かいする。さすがの君も、殺したいと思うさ」

「何言ってる──お前、さっきから何言ってんだよ！　じゃあ、何か？　ただユーに殺してもらうためだけにこんなことをしたのか？」

「君にも分かる日が来るよ。死ぬことはつらい。だけど、生きることよりはマシだってね」

　ユーの白いアゴをさするようにつかみ、夜の王は切ない表情を浮かべる。ユーは何の感情も感じさせない大きな青い瞳ひとみを向けた。

「俺はね。『不死』を手に入れたとき『これで俺はなんでも出来る』と喜んだ。だが、途と端たんに見えている世界が色あせたんだ。何でも出来るということが、どれだけ悲しいかを知ったんだ」

　だから、ユーに殺して欲しかったってのか？　ゾンビを殺せるのは、ユーだけだから。

『私には　出来ない』

「まだ憎くないのか？　見てみなよ」

　夜の王は窓の外を指す。先ほどとは違う場所から──いや、そこら中で火の手が上がっていた。

「俺の作ったメガロはまだ残っている──まだまだこの街を焼けるんだ」

『憎い　殺したいほど』

「そうだろう！　そうだろう！」

　夜の王は歓かん喜きの声を上げる。

『でも　私は　あなたを　もう友を殺したくない』

「──そう、か。相変わらずだね。鎌かまで痛めつけるのは出来ても殺すまではしない。いつも上辺だけ。──だったら、その気になるまで君の美しい顔を楽しむとしよう」

　夜の王は、激げつ昂こうしている俺へ視線を向けた。

「そんな、くだらない理由で──」

「きっといつか、生き続けることの悲しさを知るだろうね。そのとき、君はユークリウッドを憎むことになるさ」

　──なる訳がない。お前と俺には決定的な差がある。

　それは、力の差じゃねえ。ユーを思う心の差だ。

　ユーが怯える姿は可愛い。悲しむ表情は美しい。──それは同感だ。

　だけど、それを望むなんてことは、絶対にしない。




「ユーの笑顔を、一番可愛い顔を！　お前は見たことがないのかよっ！」




　チェーンソウを振ふりかぶる。大先生との特訓の成果を見せるときだ。

　夜の王は確実に上段からの攻こう撃げきに備えるだろう。

　ここで、チェーンソウを──投げつける！

　俺は走りながら、右手に力を込める。視界を奪うばって、一いち撃げきを加えるんだ。

　二〇〇％……三〇〇％……食らえ！　吹ふっ飛とべ！　泣なき叫さけべっ！

　俺の拳こぶしが笑みを浮かべている夜の王を捉とらえていた。避さける気配もない。

　俺が突とつ進しんしても、夜の王は微び動どうだにしない。予想通りだ。存分に殴なぐらせてもら──

「が！」唾つばを飛ばしながら、俺の体が真上にぽーんと浮いた。

　目の前には、拳を振り切った夜の王。アッパーカットなんてものをこうも簡単に決められるなんて──想定していた攻撃速度より、断然速い。

　顔を影かげが覆おおう。拳の形をした影。俺が何かをするよりも、その拳が眉み間けんをクリーンヒットしやがった。

　バドミントンのシャトルみたいにくるくると回転しながら俺は飛び、受け身も出来ないままに後頭部から床をこすった。

　いやあ、何にも出来なかった。俺が殴りかかってから倒たおされるまで一秒も経ってないからな。威い力りよくは──俺の一○○％くらいか。

「ユークリウッド、今──反応したね？」

　夜の王は満足げに笑う。

「今の表情はとても素敵だったよ。どうやら君を痛めつければ、ユークリウッドは悲しんでくれるようだね」

「その顔を粉ふん砕さいしてやる」

　四一四……五〇六……俺の限界を見せてやるよ。

　すぐさま立ち上がり、もう一度距きよ離りを詰つめる。

「君の台せ詞りふは、先ほどから雑ざ魚こっぽいな」

　笑顔のまま、拳を繰くり出だしてくる。その軌き道どうは、クロスカウンターか。こいつ、わざわざ俺にも解る速度で攻撃を返してきやがった。いい度胸だ。

　──六〇〇％っ！

　俺の拳が奴やつの頰ほおに触ふれ、奴の拳が俺の頰を抉えぐる。

　そして、俺はまた吹っ飛ばされた。首がちぎれそうになる危険を無意識で理解していたのか、何故か首を押さえていた。

「だんだん調子が出てきたな。──さて、次は八〇〇でいこうか」

　そうか。恐おそらく俺よりもゾンビ歴が長いあいつの方が、限界突とつ破ぱの限界も高い。参ったな。今のは俺の全力だ。それが頰を撫なでる程度でしかないなら、あとは──魔装少女の力しかない。

　もう一度突とつ撃げきし、跳とび蹴げりを仕し掛かける。夜の王は横へ滑すべるように避けた。

　ボンと破は裂れつ音がして、俺のボディを拳が貫つらぬいた。そのあと、衝しよう撃げきが全身を襲おそい、窓ガラスに叩たたきつけられ、ガラスに放射線状の亀き裂れつが入る。──窓の外を見下ろせば、浮ふ遊ゆう感かんが襲ってくる。今にも落ちてしまいそうだ。

　血のあとを引きずるようにずるずると床に倒れた俺は、口から血ち反へ吐どを吐はきながら、落ちていたチェーンソウに手を置いた。

「ノモブヨ、ヲシ、ハシタワ、ドケダ、グンミーチャ、デー、リブラ！」

　服が弾はじけ飛び、いつものあのコスチュームが身を包む。だが、傷が治るわけではないようで、すぐに腹部は真っ赤に染まった。

　これで──今度こそ！　俺は攻撃を続ける。避けられ、手応えが無くても攻撃を続けた。攻撃をしてきたら攻撃を返す。何度も大先生と繰り返してきたことだ。

　よし！　夜の王が拳を振るう。この攻撃の合間に──

「かはっ！」またアッパーカットかよっ！

　夜の王はちらりとユーを見る。ユーの表情は変わらないが、その瞳から切なさが伝わってくる。

　敵わないながらも、俺はあきらめなかった。

　何度はじき返されようが、何度アゴをかちあげられようが、攻撃を続ける。

　喧けん嘩かも知らない男が、アウトボクサーにボコボコにされている気分だった。

「魔装少女の力も相当なものだね。今、俺は全て三〇〇％の力で打ってるんだよ？」

　そんな説明はいらねえ。そのとき、奴の右ストレートが見えた。

　心臓の鼓こ動どうがどくんと一度だけ大きく鳴る。

　なんだ？　この感覚。まるで世界がスローになったような──

　俺は歯を食いしばり、奴の右ストレートに、あえて頰をぶつける。そのまま、頰を抉られながら、俺は──奴の腕うでをつかんだ。

　捉えた。

「くらええええええっ！」

　右手を振り上げる。夜の王は霧きりを俺の手へ出現させた。振り下ろそうとした腕が、すーっと霧の中へ消えていく。瞬しゆん間かん移動させられたのか。──その能力、強すぎるだろ！

　夜の王は不敵な笑みを浮かべる。何度も何度も見せた、俺が一番むかついている顔だ。

　──ゴン。と鈍にぶい音が響ひびき渡わたった。

　俺の額ひたいからは血が流れ落ちる。




　だが──それは夜の王も同じだった。




「頭ず突つきは想定外だったようだな」

　今度は俺が、不敵な笑みを浮かべる番だった。

　よほどイラッと来たのか、腹部を思いっきり蹴けられる。

　吹っ飛ばされて柱に亀裂が走るぐらい激しくぶつかると、咳せきと血を吐き出す。

　右手は──元通りだな。部分を瞬間移動させても切れる訳じゃないのか。よくわからん能力だが、やっぱり厄やつ介かいだな。

「ユークリウッドに見て貰もらうのは──やめだ」

　唸うなるように言葉を吐き出した夜の王は、目つきが変わっていた。

　ぞくぞくと背筋を悪お寒かんが走る。──この感覚、こいつから何度か味わわされたこの感覚だ。

　本気で来るな。そう思ったとき、展望台に霧が充じゆう満まんした。

　大先生はこう言っていた。




『もし、あの霧が男を包む量あればぁ、アユムさんの勝つ確率はゼロです』




　夜の王を包む量どころか──この展望台フロア全体を包むレベルの霧。

　参ったね、どうも。夜の王は姿がぼんやりとしか見えない。ライトアップされた床ゆかのおかげで、どこが窓側なのかはわかるが、わかるのはそれぐらいだ。とりあえず立ち上がってチェーンソウを構える。

　青暗く染まった景色から、ふっと何かが目に映った。

　それは、指だ。──恐らく、指先だけを瞬間移動させているのだろう。

　突とつ然ぜん目の前に現れたそれを、避けられる訳もない。

　弾だん丸がんに撃うち抜ぬかれたような衝撃と共に、俺は弓のように背中を反る。

　目を、潰つぶされた。

　次の瞬間、もう一つの目を潰される。さらに、膝ひざを割られ、地に伏ふせられる。

　そこからはもう、なんと表現すればいいのか──まあ、滅めつ多た打うちだったよ。

　もし痛みがあったらと思うとぞっとする。荷物の梱こん包ぽうに使われるプチプチを潰すように、全身の骨を粉々にしなきゃ気が済まないようだ。

　動くことすらままならない。

　ただただ、ミンチにされるだけ──無理なのか──俺には、こいつを倒せないのか？

「アユム！」

　誰だれかが呼ぶ声がする。何度も何度も聞いた、少女の声だ。

「秘ひ剣けん、燕つばめ返し！」

　誰かが叫ぶ声がする。何度も何度も聞いた、技の名前──

　前がよく見えないのは、目の再生が遅おくれているのか、それとも霧が濃こすぎるのか──

　その両方だな。あー、頭が回らない。

「アユムっ！　居るんだろっ！　アユムっ！」

「ヘルサイズ殿どのを確保しましたっ！　歩、逃にげますよっ！」

　二人の声が、ショート寸前だった俺の思考回路を復元する。

　目の前には、霧だけが広がっている。どこだ──？

「うきゅっ！」「くぅっ！」

　小さな悲鳴と、床に叩きつけられる音。

　立ち上がる俺のボディに、硬かたく握にぎられた拳がめり込む。

「ハルナ──セラっ！　どこだっ！」

　腕をつかんで握りつぶしてやりたいが、そこにはもう何もない。拳だけを瞬間移動させてこられたら、動きを止めることも出来ない。

「会わせてあげるよ」

　夜の王の声がどこからか聞こえ、何かが飛んでくる。──それは、二人の少女。

　ハルナとセラだった。セラはくるりと回転し、なんとか着地するが、ハルナは床をこすり、壁かべに激げき突とつした。

　容よう赦しやなく殴り飛ばしやがったな──許せねえ。俺が睨にらみ付けているのをわかっているのか、夜の王の高笑いが霧に包まれた展望台に響く。ドーナツ状の展望台をぐるっと一週して帰ってきているみたいだ。

「あははははっ！　ひどく滑こつ稽けいだ！」

　俺はハルナとセラを庇かばうように一歩前に出て両手を広げる。そんな俺の前に、ルビー色の光が壁になる。しかし、また全身をくまなく殴なぐりつけられた。

「何だよあいつ──結界が意味ないじゃん」

　霧の力で結界の内側に入り込めるんだ。たしかに壁で遮さえぎっても意味がないな。

「──歩、私が時間を稼かせぎます。ヘルサイズ殿を連れて逃げて下さい」

　セラが囁ささやいた。逃げる？　──あいつが強すぎるから？　いや、俺が弱すぎるから？

　何も出来ないまま、俺は殴られ続けた。見るに堪たえなかったのか、セラが緑の剣を両手に持ち、一歩踏ふみ出す。俺はそれを制した。

「歩──」

「そこに居ろ。絶対──手出しさせねえから」

「耐たえるね。よし──君が意識を失ったら、後ろの二人を殺すとしよう。せいぜい頑がん張ばりなよ？」

　いい提案だ。──絶対に、倒れる訳には、いかないっ！

　腕を握りつぶされようが、喉のどを突つかれようが、膝を砕くだかれようが──

　それでも、俺は逃げねえ！

　俺はユーを守らないといけないんだ！　俺はあいつだって倒たおせることを、ユーに見せなきゃ信じて貰えないんだよ！　──でも、どうやって？

　膝から崩くずれ落ち、座り込んでしまった。このままじゃハルナとセラが──奥歯を嚙かみしめていると、霧が晴れた。俺を庇うように、ユーが覆おおい被かぶさっていた。

「見るに堪えなくなったかい？　良い傾けい向こうだ。やはり、君を絶望させるには友を殺す必要があるのかな──あのときのように、ね」

　霧を纏まとった男が、ポケットに手を入れたまま俺とユーを見下ろしていた。

　体の再生が始まる。──治っても、またさっきと同じ目に遭あうだろう。

　もう全身がズタズタだ。新幹線に体の上を往復されたらこんな感じだろうか。

　大先生との特訓も無む駄だに終わっちまった。全力の攻こう撃げきも意味を成さない。

　万ばん策さく尽つきちまったな。どうすりゃいい？　一いつ矢し報むくいるとかじゃなく、倒すには──

「アユム──もう」ハルナの悲しそうなアホ毛が、俺を見つめている。

　ハルナ──待てよ……そうだ。ああ、そうだった。

　──俺はまだ出し切っていない。まだ残ってる。

　もう一度立ち上がる。しっかりと、強い意志を持って。

「懲こりないね。何をやろうとしても無駄なのに」

　足を引きずり、前へ。足が震ふるえて倒れ込んだが、それでも手をついて前進する。立ってもふらついてすぐに倒れてしまうが、前には進んでいる。

「どうだい？　ユークリウッド。君はこの状じよう況きようを悲しいと思うはずだろう？」

　側面から、セラが剣を投げつける。霧が顔の側に来ると、剣がどこかへ消えていった。

「無・駄・だ」

　奴やつが余よ裕ゆうの表情で余よ所そ見みしたそのときを、俺は見み逃のがさなかった。

「アユム無茶すんなっ！　でも──容赦すんなああああっ！」

「うあああああっ！」

　右手の五指を開き、奴の顔面めがけて伸のばす。

　はん。と鼻で笑い飛ばした夜の王は、霧で顔をガードしようとする。

　俺は何度も何度も練習した呪じゆ文もんを高速で唱える。そして──最後の一言っ！

「シャララララーンっ！」

　まばゆい光が、カッと瞬またたき、広い展望台を照らした。俺が出せるようになったのはけんちん汁じるだけじゃない！

　手のひらから太陽光線が出せるんだっ！

　どうだ？　さすがの物体を移動させる能力も、光までは瞬間移動出来ないだろ！　そして、魔ま装そう少女でないただのゾンビに、この太陽光は防げない！

　夜の王を纏まとっていた霧が、消え去った。そうだよな。──太陽光の前では能力も使えないよなっ！

　四〇〇％──

　左足をすりながら前に出し、左のボディブロー。腹部を貫つらぬいて、すぐに引ひき抜く。

　六〇〇％──

　強く握った拳こぶしで、顔面を打うち抜く。夜の王の体は、衝しよう撃げきで水平になった。

　ここから先は──全て八〇〇％でいかせてもらうっ！

　右、左、右、左。体のどこを狙ねらうとかじゃなく、俺は一心不乱に拳を振ふり下ろした。

「うああああああああああっ！」

　腕がちぎれ、血の海が出来ようと、俺は拳を止めなかった。

　何度も、何度も、何度も、何度も──

　俺がぴたりと動きを止めたのは、ユーが抱だきついてきたときだった。

　血だらけになった手を見て、何かが背筋を駆かけ巡めぐる。

　なんだ──この黒い衝しよう動どうは──

「大だい丈じよう夫ぶだ──ユー、もう、落ち着いた」

　俺は自分に言い聞かせるように呟つぶやいた。ユーは見るも無む惨ざんな夜の王のところへ移動し、俺が叩たたき砕いた手を取る。

「ユー、ク、リ──ウッド」

　血を吐はき出しながら、夜の王はユーの名を呼ぶ。ユーが何かを答えようとしたら、それを遮るように懇こん願がんする。




「死なせて──くれ」




　こんな姿になってもまだ、彼は死ぬことが出来ない。

　ユーは目をつむって少し悩なやんだあと、俺へ目を向けた。開かれたその青い瞳ひとみには、決意が込められている。そして、ユーは夜の王へ視線を戻もどし、こくりと強く頷うなずいた。

　──なんだ？　なんなんだ？　この気持ちは。宿敵を倒したのに──全然嬉うれしくない。

　急に襲おそいかかる脱だつ力りよく感かんに支配され、俺はぺたんと腰こしを下ろした。

「ユークリウッド、俺が死んだら、ペンギンのメガロにしてくれないか？」

　息も絶え絶えな、細い声。

「アユムやったなっ！」

　首にハルナが抱きついてくる。

「よもや、勝ってしまうとは思いませんでしたよ」

　セラが手を差さし伸べる。俺はその手を取り、ゆっくりと立ち上がる。血でべとべとになった魔装少女の衣装が、凄すごく不ふ愉ゆ快かいだった。

「俺は、ペンギンが好きなんだ」

　夜の王の笑い声が聞こえた。そして──そのとき、俺は聞いた。いや、ハルナやセラも聞いただろう。

　頭に直接響ひびくような──ユーの、優しそうな、美しい声を。




「ええ、知ってる」




　そして、俺は今感じているこの感情がなんなのか、それを知ることが出来た。

　俺は──なぜか今、嫉しつ妬としている。

　ユーが夜の王の手を取ったとき、言いしれぬ悔くやしさを感じた。そして、今ユーが奴の望み通りにしてやるということにも、嫉妬を感じている。

　──俺は、なんてイヤな人間なんだろう。

　くそ。まただ。また胸がもやもやしやがる。これは──そうか。

　こいつがトレジャーハンターの心だ。俺は、ユーって宝物を手に入れたくて堪たまらないんだ。ユーのことを考えるだけで、ユーに関わることを考えるだけで、それに手が届かないことが悔しくて、ガキみたいにウズウズしていたんだ。

「アユム！　あたしの話、聞いてんのかっ！」

「あー、すまない。どうやってここが分かったんだ？」

「ハルナが、ここに歩が居る気がすると。私はどうも半信半疑だったのですが」

「言ったはずだっ！　アユムの行動はお見通しだと」

「さすがハルナ先生だ」

　はははは。俺は今の感情を抑おさえながら笑いかけたが、セラはむっと眉まゆをしかめた。

　──こいつに隠かくし事ごとは出来ねえな。ハルナは──

「それにしてもよく頑張ったなっ！」

「お前のおかげさ──ハルナ」

「ほえ？　ん、にゃ……ま、ほえ？　……やっぱりぃ？」

　散々悩んだ挙げ句に、賞賛を浴びることを選んだようだった。

　ちらりと夜の王を見ると、メガロのように白い粒りゆう子しになっている。

　ユーは決意したんだな。……夜の王を殺すことを。

　それはまるで──星のように輝かがやいていた。

　ガントレットに包まれた手を広げ、キラキラと輝く白い粒子をつかもうとしたが、ゆっくりとその手を下ろす。そしてユーが相変わらず無表情でこちらへやってくると、なにやら丸い形の目覚まし時計のようなものを俺に渡わたした。

『兵器の起き爆ばく装置』

　遠えん隔かく操作用のリモコンか。見た目は目覚まし時計なんだけどな。

「ちょっと貸して」

　ハルナがそれをユーから奪うばい取ると、ふむふむと頷く。

「これが起爆で、こっちが解除だなっ！」

　一いつ瞬しゆんで全てを把は握あくする、この子は天才。

　ぽちっとな。ハルナはボタンを押した。

「え？　なんで？」俺は理解出来ず、ついつい声を出してしまった。

「こうやって起爆ボタンを押しても、ここを押せば──」

　解除出来るのか。さすがだな。

「……壊こわれてる」

「は？」

「解除ボタン壊れてるな」

「……」

「……あ、やばいかも」

「やばいかもじゃねえよ！」

「だ、大丈夫だ！　爆ばく弾だんの位置はわかるから！」

　ハルナはそう言いながら、窓の外へ指を向ける。

「あのへん」

「あのへんって──どこだよ」

「あーもう！　いけば分かるって！」

「あの辺りは、我々保守派の吸血忍にん者じやが妖よう怪かいと戦っている場所ですね」

　遠いな──

　今からハルナを連れて飛んでいっても、五分で着くかどうか。いや、解除にはもっと時間が掛かかるだろう。

「くそっ！　セラ！　ハルナを担いで先へ！」

「わかりました。いきます」

　俺はガラスを全力でたたき割る。そこから、セラが緑の翼つばさを広げて飛び立った。

　俺は──

「ユー、こい！」

　一人佇たたずむユーへ手を伸ばす。

　ユーは首を横に振るが、俺はそのままユーに手を伸ばしていた。

「ハルナやセラを放っておけるのかよ」

『おけない』

　ユーは夜の王が居た場所をちらりと一いち瞥べつすると、俺にしがみついた。

　窓から飛び出し空へと上がる。セラの姿は小さくなっていた。あいつ、速すぎるだろ。

　この様子じゃ、俺が着いた頃ころにはもう全て終わってるだろうな。

『どうだった？』

　ユーが俺にメモを向ける。相変わらず、ボールペンは持っているが、書く動作は一切しないな。

「どうって、何が？」

『私が居なくなって　平和だったでしょう？』

　そうか。やっぱりそういうことか。メガロやメガロもどきをどれだけ探しても会えなかったのは、ユーが俺たちの下もとを離はなれたから。一いつ般ぱん人と同じような運命になっていたんだ。

　たまたまデパートで知り合いと会い、普ふ段だんからは想像出来ない姿を見る。

　そんな程度の、微ほほ笑えましい運命。

「ああ、平和だった。だが──物足りねえ」

『噓うそ』

「噓じゃない。だって──お前がいねえじゃねえかよ。いいか、ユークリウッド・ヘルサイズって女の子はな、魔装少女ぐらい頑がん固こで、何でも出来そうな雰ふん囲い気きのくせに凡ぼん人じん程度で、感情を動かしちゃいけないくせにすぐ落ち込んだり、やけに大食らいのどうしようもないくらいのバカだって気づいたんだ」

『そう』

「お前みたいな奴やつは、どこの世界にいっても居ないだろうね」

　ユーは寂さびしそうに視線を落とした。




「だから──お前じゃないとダメなんだ。俺の横には──お前が居ないとダメなんだ」







　ユーは息を吞のむ。俺は、その青い瞳に向かって笑いかけた。

「ユー、運命がどうとか……そんなのは俺がなんとかしてやるからさ。──だから、俺のところにいろ」

『その言葉　前に聞いた』

「ああ、そうさ。あのとき俺はまだ弱かった。ただお前を励はげましたくて言っただけだ。だが、今は違ちがう。なんとかしてみせる。信じてくれ」

『信じてる　だけど　やっぱり迷めい惑わくになるから』

　ダメなのか？　夜の王を倒たおせるぐらい強くなっても──まだ……

「うっせえ！　俺のところにいろって言ってるだろ！」

　いきなり声を荒あららげた俺に、ユーは目を丸くする。そして、少し笑みを浮うかべた。

『ハルナみたい』

「お前のせいで散々な目に遭あったんだ。だから、俺にもワガママ言わせろよ。ああ、これはただのエゴだ。お前の気持ちを考えていない。──だからと言って、あきらめたくない」

『ホント　ハルナみたい』

「夜の王は言っていた。『死ぬことより、生きることの方が辛つらい』ってな、俺はその言葉を信じそうだったが──やっぱり俺は間ま違ちがってると思う」

『私は　それが正しいと思う』

「でも、死ぬことより、生きることの方が絶対楽しい。お前は、それを知ってるだろ？」

『うん　知ってる　あなたたちに　知らされた』

　ユーは強く頷うなずいた。

『それでも　やっぱり　みんなを不幸には出来ない』

　あーもう！　俺はぎゅっとユーを抱だきしめる。

『痛い』

「俺はもう、絶対離さないからな。やっと手に入れた宝物なんだよ」

『歩』

「どんだけ泣いても、暴れても、側に居るって約束しない限り、絶対に離さないからな。ハルナだって、セラだってそう言うさ」

『みんな　ワガママ』

「ああ、そうだ！　ワガママさ！　お前にも押しつけてやる！　お前にして欲しいことが山ほどあるんだよっ！」

『わかった』

「わかってないっ！」

「わかったよ──」

「え？」

　俺は驚きよう愕がくのあまり、ユーから手を離しそうになった。ユーが、『言葉』に出している。




「私はもう、何があっても歩の側に居るから」




　そのときのユーは、いつもの無表情ではなかった。まるで女神のような美しい微笑み。それが見られただけでも俺の──涙るい腺せんがゆるんだ。

「そう、こなくちゃな」

　涙なみだを流しながら笑う俺に、ユーはまたメモを突つきつけた。

『そのかわり　不幸になる』

「ああ、そうこなくちゃな」

『頭痛がする』

「悪かったよ。確か、お前の言葉は絶対実現するんだよな」


『歩の不幸は私がなんとかする

　その代わり　私を　私の運命を　歩がなんとかして欲しい

　これはワガママ？』



「ああ、ワガママだな。ハルナみたいだ」

『歩』

「ん？」

『もう一度　強く　抱きしめて欲しい』

　そのメモは、涙でかすんでよくは見えなかったが、頰ほおが擦こすれ合あうぐらいに強く強く抱きしめる。
















『多分　私は　こんなワガママを　待っていたんだと思う』

　密着していたからか、ユーは手に持っていたメモから手を離し、俺の背中に手を回す。

　紙かみ吹ふ雪ぶきのように、バラバラになったメモ用紙が、風に乗って飛んでいった。

　──あれを拾った人は──赤面するだろうな。







　俺が着地した頃には、すでにハルナしかいなかった。

「セラは？」

「もう解除する時間なくて」

　ハルナは空を指さす。まさか、あいつ俺と同じ方法をとったのか！

「雷らい撃げき呪じゆ文もんさえあたしが使えたら──」

「ハルナ、今なんて言った？」

「あれの解除方法の一つだ。回線に雷かみなりを落とせば」

「その説明、セラにしたのか？」

「ほえ？　うん──失敗すれば爆ばく発はつするけど、あの爆弾に張ってある呪じゆ文もん結界は雷に弱くて」

　俺は空を見上げる。

　そうだ。たしかセラは、雷らい撃げきが使えた。

　そして──




「龍りゆう牙が雷らい神じん衝しようっ！」




　天から声が聞こえた。続いて雷らい鳴めい。

　やめてえええ！　名付け親としてものすごい恥はずかしいから叫さけばないでえええ！

　技の名前を使って貰もらえたのは嬉うれしいが、実際叫ばれるとすごい恥ずかしい。なにこの気持ち。俺は顔を両手で押さえて首を横に振ふった。

「アユムなにしてんの？」

　そんな姿に、ハルナがウザそうな顔を見せる。

「いや、恥ずかしくて」

「その格好で今いま更さら！」

　聞いたことのある声が聞こえて振り向むくと、そこには友紀がいた。

　雲が晴れる。降り注ぐ月光と共に、降り立った緑の翼つばさ。

　その美しい姿はまるで──

「天使」

　誰だれかが、そう呟つぶやいた。

　そこにいた魔ま装そう少女も、メガロも、吸血忍にん者じやも、誰もがセラを見上げていた。

　いや、見とれていた。

　毎日顔を合わせる俺やハルナですら、見とれてしまっていた。

　ユーはガントレットに包まれた手を挙げる。すると、メガロたちが一いつ斉せいに空へと飛び上がった。

　我に返った者たちがメガロを追つい随ずいしようとしたそのとき、

「追う必要はない！」

「放っておきましょう～」

　凛り々りしい声と、のんびりした声がほぼ同時に発せられ、吸血忍者と魔装少女はメガロを睨にらみ付けたまま立ち止まった。

「撤てつ収しゆうで～す」

　のんびりした声が響ひびくと、次は魔装少女たちがキラキラと発光する。

　吸血忍者たちは今度こそ逃にがすものかと各々の武器を構える。

「やめておけ」

　凛々しい声がそれを止めた。強気で居い丈たけ高だかな表情の女性の声。

「奴らは何者なのだ？　我々よりも──遥はるかに強い」

　こいつは俺と同じ学校にいる吸血忍者、サラスだ。どうやら、この場を仕切っている隊長か何かだろう。──こいつとも、何かと縁えんがあるな。

「って、なんで俺に聞くんだよ」

「同じ格好をしているからだ」

　そんな汚お物ぶつを見るような目で見ないで。

「お前らと同じ──怪かい物ぶつ退治の専門家だよ」

「戯ざれ言ごとで誤ご魔ま化かすつもりか。──まあ、良いだろう──セラフィムっ！」

　地上に降り立ったセラへ、視線も向けずに声を掛かける。

「あいつが裏切り者の」「のこのこと顔を見せるとはどういう神経だ」

　聞きたくもない罵ば詈り雑ぞう言ごんがヒソヒソと囁ささやかれる中、手に持っていた水の剣けんを落としたサラスは──長い髪かみを振り乱みだし、なんとセラへ向かって片かた膝ひざと拳こぶしを地面につけた。

「感謝する──助かった」

　隊長格の人間が膝ひざをつく。それを見た友紀は満面の笑みを浮かべた。

「セラフィム──本当にありがとうなっ！」

　ぐっと親指を立てたあと、サラスに続いて膝をつく。

　これが、吸血忍者の敬意の表し方なのだろうか。

　戸と惑まどいを見せていた吸血忍者たちだったが、一人、また一人と膝を地につけていく。

　その光景に、一番驚おどろいていたのはセラだった。

「頭をお上げください！　私は吸血忍者の掟おきてを破った身──」

　サラスはすっくと立ち上がると、冷ややかな目でセラを見る。

「勘かん違ちがいするなっ！　私は吸血忍者に膝をついたのではない。命を救ってくれた天使へ膝をついたのだ！」

「お前もツンデレかよ」

「ええいうるさいっ！　殺されたいのかっ！　総員撤収だっ！　さっさとしろっ！」

　吸血忍者が蜘く蛛もの子を散らすように去っていく。

「じゃあな、相川！」

　と、激しく手を振った友紀に応えて手を挙げると、友紀もその場から飛び去った。

「最後にセラフィム、一つだけ聞いておきたい」

「なにか？」

「何な故ぜ、我々を助けた？　貴様を殺したい連中も居たのだぞ？」

「あなたにしては愚ぐ問もんを投げつけてきますね──仲間だからですよ」

「愚問ではない。以前の貴様ならば、そこで市民を守るのが吸血忍者の掟だからと応えていただろう」

「そう、ですかね」

「ああ、そうだ。貴様が少し羨うらやましく思うよ。任務や掟より、友のために行動出来る貴様が──」

　そこまで言って、はっとした顔で俺を見る。

「貴様──私を愚ぐ弄ろうしているな？」

「いや、サラスも案外、可愛いなって」

　水の手しゆ裏り剣けんが俺を貫つらぬいた。

「貴様に愛あい称しようで呼ばれたくはない！」

　ああ、ツンデレが痛い。ぐりぐりしないで。

「じゃあ、なんて呼べば良いんだよ。お前、学校ではなんて名前なんだ？」

　サラスはむっとした顔を見せ、少し頰を赤らめた。

「星ほし川かわ……輝き羅ら々ら……だ」

「キララっ！　可愛すぎるだろっ！　漫まん画が家かかよっ！」

「ええい！　愚弄するなと言っておるだろう！　殺してやる！　今すぐ！　総員！　撤収準備をやめろ！　今、優先順位が変わった！」

　おいおい、まさか──ここに居る吸血忍者全員で俺を攻こう撃げきするつもりか？

　──参ったね。




























　会えなかった時間を埋うめるように、俺はユーとデートを楽しんでいた。

　友紀といったプラネタリウムへいき、メイド喫きつ茶さで食事したあと、デパートへ服を買いにいく。

『ラベンダーのシャツと黒地にピンクのシャツ　どっちが良い？』

「んー？　そうだなー。ラベンダーかな」

『私も　ラベンダーが良いと思っていた』

　奇き遇ぐうだな。あーなんだろうこのニヤニヤ感は。

「さて、今いま回った場所が、お前が居ない間にいった場所だ」

『そう　とても　楽しかった』

「ああ、今も楽しいさ。──お前は、どこで何をしていたんだ？」

『私は　冥めい界かいに居た』

「他にいくところとかは無かったのか？　他の国とか」

『どこへいっても　迷めい惑わくが掛かるから　私には　居場所はなかった』

「居場所か──ここが、俺は、お前の居場所になりたいと思ってるさ」

『私は　歩たちのことを忘れようとした　必死に　頑がん張ばって　でも　ダメだった　何をするにも　ハルナならこうする　歩ならこうするだろう　と考えてしまっていた　知ってしまった小さな幸せを　捨てられなかった』

「それで、俺の家まで来てしまったのか」

『冥界で飲むお茶が　とてもマズく感じたから』

　ユーはデートの間、しきりに後ろを気にしていた。

　それもそのはず、このデートもハルナとセラに尾び行こうされていたんだから。

「なあなあ！　これめちゃめちゃ可愛くない？」

「ええ。ハルナに似合いますね。これと合わせれば」

「おお！　さすがだなっ！」

　やけに堪たん能のうしてやがるな。普ふ通つうに遊びに来ているようだ。

　ユーは気になって仕方がなかったのか、くるりと体をハルナたちへ向ける。

「あ、バレた」

　ハルナがしまったとアホ毛を張はり詰つめた。バレたじゃねえよ。バレバレだよ。ユーは手を前に出すと──おいでおいでと手招きした。セラとハルナは顔を見合わせてから、こちらへと駆かけだす。──やれやれだ。

　まあ、そうだよな。

　やっぱり──四人が一番良い。







　久しぶりに四人での買い物を堪能した俺たちは、テーブルを囲んでいた。右横にはハルナ、目の前にはセラ、そして、左にはユー。

　やはり、この布ふ陣じんが鉄てつ壁ぺきだな。誰だれ一ひ人とり欠けてはならない。

　ユーはいつものように湯飲みを傾かたむけ、プラズマテレビに流れるバラエティ番組を見ている。誰だれも、ユーを責めなかった。

　帰って来たのだから、それで良い。こうしてこの小さな幸せがあればそれで良い。

　みんな同じ気持ちなんだろう。

　こうやって四人で居ると、胸のもやもやがやってこない。──久しぶりだな。こんなに清すが々すがしい気持ちは。

　そんな中で、ハルナが腕うでを組みながら一人唸うなっていた。

　何を考えているのだろう。こういうときは、構ってやると良いことが無い。

「やっぱり、あたし思うんだ！」

　──はあ。構ってやろうが無視しようが、結果は同じだな。なんてため息を吐つきながら、

「なんだ？」と聞いてやる。

「勝手な行動をした奴やつは罰ばつゲームが必要だってな！」

　そう言いながら、ハルナはユーを指さす。

「なんか罰ゲーム受けろよな！」

「おいおい、帰ってきてくれたんだし、別に──」

『構わない』

　ユーの瞳ひとみは、強気だった。腕を組んだセラが、ポンと一つ手を打った。

「では、歩がよく着ている気持ち悪い衣装を一日着て貰もらうというのはどうでしょうか？」

「罰にはならないが、アリだな。──いや待て。俺に考えがある。ちょっと待ってろ」

　俺は、三人の怪け訝げんな表情を見ながら携けい帯たい電でん話わを取りだし、あるところへかける。

「おお、どうした？」

「すまないが、お前に持ってきて欲しいモノがあるんだ」

「持ってきて欲しいモノ？」

「ああ、お前、いつだったか言ってただろ──」







　二十分ほどで、そいつは現れた。

「どうもー、ユウちゃん久しぶり～。今日も可愛いねー。ちょっと頭を撫なでさせ──」

　俺とユーの間に割り込むようにして座ったツンツン頭の男は何かとユーにちょっかいを出していた。

　俺はそんな織戸の頭にある角みたいな髪かみの毛けを引ひき抜ぬくつもりで引っ張った。

「触さわったらお前をゾンビにするぞ。で──例のモノは？」

「持ってきたぜ！」

　やけにパンパンに膨ふくれた大きな紙かみ袋ぶくろから、織戸はメイド服とカチューシャを取り出す。

　そうだ。こいつは調理実習のとき、メイド服を手に入れたと言っていた。

　罰ゲームなら、これくらいのを使わないと。

「今思ったのですが」釈しや迦かのように静かな表情をしたセラが手を挙げる。

「どうした？」

「歩だって勝手な行動を取りましたよね？」

「それを言ったら、セラだってそうだろ？」

「じゃ、あんたらも罰ゲームな」

「ちょっと待て。ハルナ、お前も常つね日ひ頃ごろから勝手な行動してるじゃないか」

「はあっ？　あたしは良いの！」

「よくねえよ！」

「こんなこともあろうかと──全員分あります」

　紙袋がパンパンなのは、メイド服が四着も入っていたからのようだ。

「──なんで俺の分まであるねん」

　俺は織戸からメイド服を渡わたされながら、口をひくつかせていた。

「そ、そうだユー。実はな、セラのヴァイオリン演奏が凄すごいんだよ。セラ、ちょっとヴァイオリン持ってきてくれよ」

「わかりました。では、着き替がえるついでに取ってきますね」

『楽しみ』

　ユーはぱちぱちと手を叩たたく。マズイ。まだ俺もメイド服を着る流れだ。よし──こうなったら俺が封ふう印いんされしギターテクニックを解放してやろう！

「ユー、ちょっと待ってろ！」

　一階にある親おや父じの書しよ斎さいから、埃ほこりを被かぶっていたフォークギターを持ち出した。

　懐なつかしいな。昔はモテると思って必死に練習したもんだ。よし、禁断のあのネタを披ひ露ろうしてやるぜ！

　居間へ戻もどった俺は意い気き揚よう々ようと弦げんを弾はじく。

「それでは俺のスローナンバーを聞いて下さい！」

　呆ぼう然ぜんと見つめるハルナ。少し興味を見せたユーの視線を浴びながら──

「い～ち、に～い、さーん、しぃ～」

　スローなナンバーを聞いて貰った。ぎゃははは！　どうよ？

「……」

　あっれ～？　織戸ですら哀あわれみの目で首を横に振ふりながら「ないわ～」と口パクする。

「じゅうーいち、じゅ～にぃ──」

　なんで──

「さぁんじゅう～ろく、さぁんじゅう～ななぁ」

　なんで誰も、ツッコんでくれないの？

「じゃあ、あたしも着替えてくるからな。アユムも早く着替えろよな」

　うん──着替える。

　えー、とまあこうして、全員メイド服で演奏会をするという、なにやら奇きっ怪かいな状じよう況きようが出来上がった。なんだか、七夕を思い出すな。あのときは、全員ポニーテールだった。

　織戸は散々写真を撮とったあとに帰宅し、メイド服は後日返すことになった。

　元々ユーやセラに着て貰うために用意したモノだからと、喜び勇んで貸してくれた。テーブルを片付け、テレビも消して、各々が楽器を持つ。

「では、何を演奏しましょうか？」

　やけに胸の膨らみを強調したメイド服を着たセラがヴァイオリンを肩かたに乗せる。

　ヴァイオリンを持ったメイドの姿に、俺はついついにやけながら椅い子すに腰こし掛かけ、フォークギターをチューニングする。

「当然、アイネ・クライネ・ナハトムジークだなっ！」

　ゴスロリの衣装に近い服装のハルナが鍵けん盤ばんハーモニカを持ち、仁王立ちしていた。

「無茶言うな。フォークギターで出来るかよ」

　ユーは俺の横でぼーっと立っていた。いつもと同じなのはガントレットだけだが、なんだろう。いつもと変わらない気がする。

「根暗マンサーはカスタネットな」

　両手にカスタネットを装着されたユーは、こくりと頷うなずいた。

「じゃあ、あたしのオリジナル『弥や生よい時じ代だいのポリエステル』を」

「お前のオリジナルなんて弾ひけるかよ──って縄じよう文もん時じ代だいから少し進んでるっ！」

「では、中村主も水んどのテーマなど」

「わかんねえよ。お前時代劇好きだよな」

『ハルナのオリジナルは　どんな曲？』

「こんな奴なんだけど」

　ハルナが鍵盤ハーモニカで演奏を始める。

　お？　なかなか良いね。

　それは、心を癒いやすようなジャズ系のメロディだった。

「良いですね。では──それをベースにそれぞれが好きに演奏すればどうでしょうか？」

「なるほど、楽しそうだな」

　よし、俺がフォークロックな雰囲気を加えてやろう。そんなことを考えるだけでワクワクしてきた。

『じゃあ　始める』

　まるでドラムのような音をユーがカスタネットで出していた。そこに、セラのヴァイオリンが乗ると、なんとも楽しげな音になる。そして、ハルナの鍵盤ハーモニカ。

　天才たちによる、美しいハーモニーに合わせ、俺も笑顔で参加するが、どうもフォークロック調にならない。

　──よし。

「カンティロ～、ティクミフォー」

「ちょちょちょ！　ストップストップ！　アユムの歌がキモいっ！」

「何を言うかっ！」

「いえ、歌ではありません。歩が気持ち悪いのです」

『日本語じゃないのは　評価出来る』

　仕切り直してもう一回。ユーがリズムを作り、セラが土台を作る。そして、ハルナの音が交差し──

「アイビロ～ン！　ウェっ、ヴァジッニャー」

「歌うなってんだろっ！」

「もう歩なしでいきましょう」

『でも　だいたい合ってる』

　仕方なく歌は心の中で口ずさむことにして、四人で演奏する。

　初めて合わせたとは思えないほどにしっくりくるのは何な故ぜだろう。

『ごめんなさい』

　一通り弾き終わると、ユーがメモを俺に向けた。

「ん？　どうかしたか？」

『すごく　楽しかったから』

　ガントレットに包まれた手が前に伸のばされる。──ん？　俺の後ろ？

　振り向むくとそこには──立派なおひげを蓄たくわえたご老人。やけにムキムキな肉体を黒いスーツで包み、帽ぼう子しをかぶったおじいちゃんが、杖つえをついていた。

　──だ、誰だよ！　なに勝手に入って来てるんだよっ！

「元げん勲くん老ろう様っ！」

　セラが慌あわてて黒いマントを出現させ、メイド服の上から羽織るや、片かた膝ひざをついた。

　やけに貫かん禄ろくのある爺じいさんだが、吸血忍にん者じやなら不法侵しん入にゆうも頷ける。

「私を──罰ばつしに来たのですね？」

　ぎょろりと目を向け、ヒゲに覆おおわれた口が動く。見るからに威い厳げん漂ただよう雰ふん囲い気きを──

「ううん、むしろ逆だよー。サラスちゃんにお願いされちゃってさー」

　めちゃめちゃフランクだこの人──っ！

「サラスに？」

「うん。セラフィムちゃんを許してやってくれって言われ、ワシ──来ちゃった」

　杖に手をやったまま、しわくちゃの手でピースする。柔やわらかそうな白いヒゲを、ハルナが引っ張っていた。

「ハルナっ！　あなた何をしているのですかっ！」

　咄とつ嗟さにセラが引きはがし、土下座した。

「この人、偉えらいのか？」

「そりゃあもう。歩も粗そ相そうは絶対にやめて下さい。──見てて気持ち悪いですから」

「かっかっか。構わんよー。まあそういうことで、セラフィムちゃんの罪は消え──」

　本当によかった。そうか、サラスはセラへの恩を返すつもりだな？　あいつのおかげでセラは命を狙ねらわれずにすむんだな。よかったよかっ──

「なあなあ、そういうのって、厳しい試練とか与あたえるもんじゃないの？」

　おいハルナ、何を言い出すんだお前は。

「んー。そだね。ワシもどうもしっくりこないと思ってたんだよー」

　まさか──

「んじゃ、セラフィムちゃんに試練与えちゃおう。うん……ワシ、与えちゃう」

　ああ、せっかく丸く収まるはずだったのに──ハルナのせいでイヤな流れになってきた。

「──わかりました。謹つつしんでお受けします」

　セラは額を床ゆかに付ける。お前も抗こう議ぎしろよ。全く──なんでこう、悪い方向へ。

「でさ。ちょーど今、うってつけの試練があるんだけどっ！」

　元勲老様のヒゲを三つ編みにしだしたハルナが楽しそうに言う。

「大先生の魔ま法ほう爆ばく弾だんがさー。まだ残ってるみたいなんだ」

「まだ残ってやがったのか。その……最後の一つを見つけるのが──」

「ううん、一つじゃなくて四つ」

「四つも！　そんなにあんのかっ！」

「それを、私が探すのですか？」

「確かに、セラだったら龍牙雷神衝で処理出来るからな」

　俺は自分の考えた技名を出してしまい、恥はずかしくなって顔を手で覆った。

「心配すんな！　やるのはアユムだからなっ！」

　俺かよっ！　どこから俺に試練を与える流れになったんだ？

「爆ばく弾だんとな！　大変だ。それは穏おだやかじゃないねー。じゃあ、ワシもついでになんか頼たのんじゃおうかな」

　はっはっはっは。

　かっかっかっか。

　ハルナと元勲老が大笑いする。

　こうして──新たな波乱が巻き起ころうとしていた訳だ。







　あとがき




　朗ろう報ほうと猫は、突然やってくる。

　私がたこ焼きと冷れい麵めんを食べながら目薬を差そうとしていたとき、電話が掛かってきました。携帯電話のディスプレイには富ふ士じ見み書房の電話番号。

　また担当さんが、鬼みたいな声で未熟な私を叱しつ咤たするのかと、ビクビクしながら電話に出ました。

「あ、お疲れ様ですー」

「お疲れ様です。今日お電話差し上げたのはですね、三巻の帯についてなんですが──」

　三巻の帯──たしか私は以前に「血ぃ吸うたろか～。というのはどうでしょう？」と提案していた事を思い出しました。

　──やはり、ダメだったか。確かに微妙なネタだ。ここから鬼のような声で叱しかられるんだと、私は死を覚悟で相づちを打ちました。すると──

「──ドラマＣＤの告知をしようかと」

「あー、なるほどー。………………え？」

「え？」

「ドラマＣＤ？」

「ええ、ドラマＣＤです」

　その声は、癒いやしを与える天使の声でした。誰だよ「鬼みたいだ」とか言った奴！　うちの担当は癒し系だよ！　癒し系の鬼だよっ！

「マジですかっ！　え？　うっほほーい！」

「……やっぱり、言うんじゃなかった」

　癒しのエンジェル（鬼）がウザそうな声を出した。

「いや、原作者には言うべきでしょう！　そういうのはっ！」

「──で、一応お聞きしますが……希望の声優さんとかいらっしゃいますか？」

　声優──なんと甘美な響きだろう。こういうのって、著者の意見も聞いてくれるんだ!?

　まさかこんな話が転がり込んでくるなんて思ってもみなかったので、全然考えてませんでした。この拙せつ著ちよがここまでこれたのは、買って下さった皆さんのおかげです。

　ただただ嬉しくて、私は誰が良いかを伝えることが出来ませんでした。

　そりゃあ、この世界に入ろうと思ったとき、もしかしたらこんな機会もあるんではないかと頭の中で妄想したりはしましたが、いざそのときが来ると、迷ってしまいます。

　そこで私は、『これはゾンビですか？』を投稿前から知る友人に聞いてみたのです。

「『これはゾンビですか？』のキャラに声優当てるなら、誰が良い？」

「声優か……歩は木き村むら拓たく哉やでハルナは倍ばい賞しよう千ち恵え子こ。ユーは美み輪わ──」

「なんでハウルが動いてる感じの配役なんだよっ！」

「木村繫つながりで。ええやん、キムタク」

「絶対無理だから！　声優で！」

「じゃあ、歩＝緒お方がた恵めぐ美み。ハルナ＝丹たん下げ桜さくら。ユー＝岩いわ男お潤じゆん子こ。セラ＝ゆかな。トモノリ＝手て塚づかちはる。大先生＝池いけ澤ざわ春はる菜な」

「メルティランサーかよっ！　そのメンバーは今じゃ絶対揃わんだろっ！　そんな声優陣の作品なら、ブルーレイで欲しいわっ！」

　ダメだ！　こいつは役に立たない！　……そうだ！　ここは女の子の意見を──と、別の友人にどんな声優が良いかを聞いてみました。

「え？　『これはゾンビ』の声優ですか？　歩が杉すぎ田た智とも和かずさん。ハルナは鈴すず村むら健けん一いちさん。ユーは石いし田だ彰あきらさんで──あ、中なか村むら悠ゆう一いちさんもお願いします！」

　だ、ダメだ……こいつ、腐ってやがる。なんでみんな男性なんだよ！

　こんな感じであーだこーだ声優談論を繰り広げたのち、私は富士見書房へと足を運びました。ファンタジア文庫の編集長様とお話させて頂き、ああ、ドラマＣＤ化を本当にやってくれるんだと喜んでいましたが、体は硬直していました。

　もう、この編集長様がシャア・アズナブルぐらい威い厳げんがあるお方で、おっしゃられることが骨の髄ずいまで染しみてくるというか、とにかく何度お会いしても恐縮してしまいます。癒しの鬼の上に立つ人物──もしかしたら彼こそが真の『鬼』なのかもしれません。

　声優の希望を誰にするか、私はまだ悩んでいました。いっそお任せしようかと思っていたのですが、ふと──編集長様へ誰が良いかを聞いてみたのです。

　編集長はまるでクワトロ・バジーナが猛たけ々だけしく演説をするような良い声で──

「Ｂｅｒｒｙｚ工房」

　べ、べべべべべ、ベリーズ工房っっ！　ファンタジア文庫編集長の口からその名が出るとは！　いやあ、一気に距離が近くなった気がしました。

　──どうやら、この世に鬼は居ないようです。




　最後に、この本を手に取って下さった皆様、いつも苦労をお掛けしているこぶいちさんとむりりんさん。モンコレカードにして下さったブロッコリー様、担当の森丘さん。

　心より、感謝しています。これからもよろしくお願いします！


二○○九年八月　木村心一　
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